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(57)【要約】
本明細書は、無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａ
ｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フィ
ードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）を行うための方法にお
いて、端末により行われる方法は、ＣＳＩ関連動作に対
する前記端末の能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）情報を基
地局に送信するステップと、ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）情報を前記基地局から受信す
るステップと、部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）をトラッキング（ｔｒａｃｋｉ
ｎｇ）するステップと、完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定
するステップと、前記測定結果を前記基地局に報告（ｒ
ｅｐｏｒｔ）するステップとを含んでなることを特徴と
する。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）を行うための方法において、端末により行わ
れる方法は、
　ＣＳＩ関連動作に対する前記端末の能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）情報を基地局に送信
するステップと、
　ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）情報を前記基地局から受信するス
テップと、
　前記ＣＳＩ関連動作設定情報は、部分活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ
）を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化ＣＳＩ関連動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情
報または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完
全活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報のうち、少なくとも１つを含み、
　部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）をトラッキング（ｔｒ
ａｃｋｉｎｇ）するステップと、
　完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップと、
　前記測定結果を前記基地局に報告（ｒｅｐｏｒｔ）するステップと、
を含んでなることを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップは、
　前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳに対する測定の活性化を指示する第１のメッセージを前記
基地局から受信するステップと、
　前記第１のメッセージにより活性化された完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップ
と、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＣＳＩ関連動作は、ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＩＭ（Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔ）、またはＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓのうち、少なくとも１つと関連が
あることを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記端末の能力情報は、同時に完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）可能な
前記ＣＳＩ関連動作の最大個数を表す第１の制御情報及び同時に部分活性化（ｐａｒｔｉ
ａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）可能な前記ＣＳＩ関連動作の最大個数を表す第２の制御情
報を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳをトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）するステップは、
　前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳに対して時間及び／又は周波数で同期を合わせるステップ
を含むことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記トラッキングは、前記ＣＳＩ関連動作設定情報に含まれた特定ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と、ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ（ＱＣＬ）仮定を適用
して行うことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳは、前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳから選択されることを特
徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１のメッセージは、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）　Ｃ
Ｅ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）またはＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）であることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項９】
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　前記基地局からＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウ（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗ
）と関連した第３の制御情報を受信するステップをさらに含み、
　前記ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップは、
　前記第１のメッセージを受信する場合、前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウを初期化また
は更新するステップと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウが初期化または更新される時点から特定区間までＣＳ
Ｉ－ＲＳの測定を繰り返し的に行うステップと、
　前記測定結果を平均する（ａｖｅｒａｇｉｎｇ）ステップと、
　を含むことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１０】
　ＣＳＩフィードバックが周期的ＣＳＩフィードバックである場合、前記ＣＳＩ－ＲＳ測
定ウィンドウを初期化または更新する時点は、前記特定区間以後に最初に発生するＲＩ（
Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）報告に連関された特定基準資源（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｒｅｓｏｕｒｃｅ）時点であることを特徴とする請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のメッセージは、各ＣＳＩプロセス別に前記基地局から受信されることを特徴
とする請求項２に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のメッセージは、ビームフォーミング関連マトリックスの変更を知らせるビー
ム－変更指示子（Ｂｅａｍ－Ｃｈａｎｇｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＢＣＩ）シグナリング
（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）であることを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項１３】
　無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）をフィードバックするための端末において、前記端末は、
　無線信号を送受信するためのＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）ユニットと、
　前記ＲＦユニットを制御するプロセッサと、
　を備え、
　ＣＳＩ関連動作に対する前記端末の能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）情報を基地局に送信
し、
　ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）情報を前記基地局から受信し、
　前記ＣＳＩ関連動作設定情報は、部分活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ
）を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化ＣＳＩ関連動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情
報または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完
全活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報のうち、少なくとも１つを含み、
　部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）をトラッキング（ｔｒ
ａｃｋｉｎｇ）し、
　完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定し、及び
　前記測定結果を前記基地局に報告（ｒｅｐｏｒｔ）するように制御することを特徴とす
る端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、無線通信システムに関し、より詳細には、端末で参照信号（ｒｅｆｅｒｅｎｃ
ｅ　ｓｉｇｎａｌ）に基づいてＣＳＩをフィードバックするための方法及びこれを支援す
る装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
移動通信システムは、ユーザの活動性を保障しながら音声サービスを提供するために開発
された。しかしながら、移動通信システムは、音声だけでなく、データサービスまで領域
を拡張し、現在では、爆発的なトラフィックの増加によって資源の不足現象が引き起こさ
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れ、ユーザがより高速のサービスを要求するので、より発展した移動通信システムが要求
されている。
【０００３】
次世代移動通信システムの要求条件は、大きく爆発的なデータトラフィックの収容、ユー
ザ当たりの送信率の画期的な増加、大幅増加した接続デバイス数の収容、非常に低いエン
ドツーエンド遅延（Ｅｎｄ－ｔｏ－Ｅｎｄ　Ｌａｔｅｎｃｙ）、高エネルギー効率を支援
できなければならない。このために、多重続性（Ｄｕａｌ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）
、大規模多重入出力（Ｍａｓｓｉｖｅ　ＭＩＭＯ：Ｍａｓｓｉｖｅ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　
Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ｏｕｔｐｕｔ）、全二重（Ｉｎ－ｂａｎｄ　Ｆｕｌｌ　
Ｄｕｐｌｅｘ）、非直交多重接続（ＮＯＭＡ：Ｎｏｎ－Ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　Ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）、超広帯域（Ｓｕｐｅｒ　ｗｉｄｅｂａｎｄ）支援、端末ネッ
トワーキング（Ｄｅｖｉｃｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ）等、様々な技術が研究されている
。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本明細書は、ＣＳＩ動作と関連した端末の能力情報を送受信する方法を提供することに目
的がある。
【０００５】
また、本明細書は、ＣＳＩフィードバック手順で遅延を減らすために部分活性化ＣＳＩ－
ＲＳをトラッキングし、完全活性化ＣＳＩ－ＲＳに対してのみ測定及び報告を行う方法を
提供することに目的がある。
【０００６】
また、本明細書は、ＣＳＩ測定関連ウィンドウを初期化または更新する方法を提供するこ
とに目的がある。
【０００７】
本発明においてなそうとする技術的課題は、以上で言及した技術的課題に制限されず、言
及していないさらに他の技術的課題は、下記の記載から本発明の属する技術分野における
通常の知識を有する者に明確に理解され得るであろう。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
本明細書は、無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏ
ｒｍａｔｉｏｎ）フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）を行うための方法において、端末
により行われる方法は、ＣＳＩ関連動作に対する前記端末の能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ
）情報を基地局に送信するステップと、ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏ
ｎ）情報を前記基地局から受信するステップと、前記ＣＳＩ関連動作設定情報は、部分活
性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化
ＣＳＩ関連動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情報または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉ
ｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完全活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報
のうち、少なくとも１つを含み、部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇ
ｎａｌ）をトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）するステップと、完全活性化ＣＳＩ－ＲＳ
を測定するステップと、前記測定結果を前記基地局に報告（ｒｅｐｏｒｔ）するステップ
とを含んでなることを特徴とする。
【０００９】
また、本明細書において前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップは、前記完全活
性化ＣＳＩ－ＲＳに対する測定の活性化を指示する第１のメッセージを前記基地局から受
信するステップと、前記第１のメッセージにより活性化された完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを
測定するステップとを含むことを特徴とする。
【００１０】
また、本明細書において前記ＣＳＩ関連動作は、ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＩＭ（Ｉｎｔｅ
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ｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）、またはＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓのうち、少
なくとも１つと関連があることを特徴とする。
【００１１】
また、本明細書において前記端末の能力情報は、同時に完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉ
ｖａｔｉｏｎ）可能な前記ＣＳＩ関連動作の最大個数を表す第１の制御情報及び同時に部
分活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）可能な前記ＣＳＩ関連動作の最大個
数を表す第２の制御情報を含むことを特徴とする。
【００１２】
また、本明細書において前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳをトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ
）するステップは、前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳに対して時間及び／又は周波数で同期を
合わせるステップを含むことを特徴とする。
【００１３】
また、本明細書において前記トラッキングは、前記ＣＳＩ関連動作設定情報に含まれた特
定ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と、ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ
（ＱＣＬ）仮定を適用して行うことを特徴とする。
【００１４】
また、本明細書において前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳは、前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳか
ら選択されることを特徴とする。
【００１５】
また、本明細書において前記第１のメッセージは、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ）　ＣＥ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）またはＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌ
ｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）であることを特徴とする。
【００１６】
また、本明細書は、前記基地局からＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウ（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔ　ｗｉｎｄｏｗ）と関連した第３の制御情報を受信するステップをさらに含み、前記Ｃ
ＳＩ－ＲＳを測定するステップは、前記第１のメッセージを受信する場合、前記ＣＳＩ－
ＲＳ測定ウィンドウを初期化または更新するステップと、前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンド
ウが初期化または更新される時点から特定区間までＣＳＩ－ＲＳの測定を繰り返し的に行
うステップと、前記測定結果を平均する（ａｖｅｒａｇｉｎｇ）ステップとを含むことを
特徴とする。
【００１７】
また、本明細書においてＣＳＩフィードバックが周期的ＣＳＩフィードバックである場合
、前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウを初期化または更新する時点は、前記特定区間以後に
最初に発生するＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）報告に連関された特定基準資源（
ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ）時点であることを特徴とする。
【００１８】
また、本明細書において前記第１のメッセージは、各ＣＳＩプロセス別に前記基地局から
受信されることを特徴とする。
【００１９】
また、本明細書において前記第１のメッセージは、ビームフォーミング関連マトリックス
の変更を知らせるビーム－変更指示子（Ｂｅａｍ－Ｃｈａｎｇｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：
ＢＣＩ）シグナリング（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）であることを特徴とする。
【００２０】
また、本明細書は、無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）をフィードバックするための端末において、前記端末は、無線信
号を送受信するためのＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）ユニットと、前記ＲＦユ
ニットを制御するプロセッサとを備え、ＣＳＩ関連動作に対する前記端末の能力（ｃａｐ
ａｂｉｌｉｔｙ）情報を基地局に送信し、ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎ）情報を前記基地局から受信し、前記ＣＳＩ関連動作設定情報は、部分活性化（ｐａ
ｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化ＣＳＩ関連
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動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情報または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏ
ｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完全活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報のうち、少
なくとも１つを含み、部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）を
トラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）し、完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定し、及び前記測定
結果を前記基地局に報告（ｒｅｐｏｒｔ）するように制御することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２１】
本明細書は、ＭＡＣレベルまたはＰＨＹレベルでＣＳＩ設定関連情報を端末に送信するこ
とにより、ＣＳＩフィードバック手順において遅延を減らすことができるという効果があ
る。
【００２２】
また、本明細書は、ＣＳＩ測定関連ウィンドウをＣＳＩ測定活性化指示時点またはＣＳＩ
設定変更報知時点に初期化または更新することにより、不要な過去の環境をＣＳＩ測定に
反映させないようにすることで、より正確なＣＳＩフィードバックを行うことができると
いう効果がある。
【００２３】
本発明で得ることができる効果は、以上で言及した効果に制限されず、言及していないさ
らに他の効果は、下記の記載から本発明の属する技術分野における通常の知識を有する者
に明確に理解され得るであろう。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
本発明に関する理解のために詳細な説明の一部として含まれる添付図面は、本発明に対す
る実施形態を提供し、詳細な説明とともに本発明の技術的特徴を説明する。
【００２５】
【図１】本発明が適用され得る無線通信システムにおける無線フレームの構造を示す。
【図２】本発明が適用され得る無線通信システムにおいて１つの下向きリンクスロットに
対する資源グリッド（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｇｒｉｄ）を例示した図である。
【図３】本発明が適用され得る無線通信システムにおいて下向きリンクサブフレームの構
造を示す。
【図４】本発明が適用され得る無線通信システムにおいて上向きリンクサブフレームの構
造を示す。
【図５】一般的な多重入出力アンテナ（ＭＩＭＯ）通信システムの構成図である。
【図６】複数の送信アンテナから１つの受信アンテナへのチャネルを示した図である。
【図７】本発明が適用され得る無線通信システムにおいてコンポーネントキャリア及びキ
ャリア併合の一例を示す。
【図８】本発明が適用され得る無線通信システムにおいて競争基盤ランダムアクセス手順
を説明するための図である。
【図９】本発明が適用され得る無線通信システムにおいて下向きリンク資源ブロックペア
にマッピングされた参照信号パターンを例示する。
【図１０】本発明が適用され得る無線通信システムにおいてＣＳＩ－ＲＳ構成を例示する
図である。
【図１１】本発明が適用され得る無線通信システムにおいて基地局または端末がＡＡＳ基
盤の３Ｄ（３－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）ビーム形成が可能な複数の送受信アンテナを有して
いるシステムを例示する。
【図１２】本発明の一実施形態に係るＲＲＭ－ＲＳのアンテナポート別のＲＳＲＰを例示
する。
【図１３】本発明の一実施形態に係るＲＲＭ－ＲＳアンテナポートグループ化レベルを例
示する。
【図１４】本発明の一実施形態に係る２次元インデックスで配列されたＲＲＭ－ＲＳのア
ンテナポートとアンテナポートグループとを例示する図である。
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【図１５】本明細書において提案するＣＳＩ測定及び報告方法の一例を示した図である。
【図１６】本明細書において提案するＣＳＩ測定及び報告方法の一例を示した図である。
【図１７】本明細書において提案するＣＳＩ測定及び報告方法の一例を示した図である。
【図１８】本発明の一実施形態に係る無線通信装置のブロック構成図を例示する。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
以下、本発明にかかる好ましい実施の形態を添付された図面を参照して詳細に説明する。
添付された図面とともに、以下に開示する詳細な説明は、本発明の例示的な実施の形態を
説明するためのものであり、本発明が実施されうる唯一の実施の形態を示すためのもので
はない。以下の詳細な説明は、本発明の完全な理解を提供するために具体的細部事項を含
む。しかしながら、当業者は、本発明がこのような具体的細部事項がなくても実施できる
ことを理解すべきである。
【００２７】
いくつかの場合、本発明の概念が曖昧になることを避けるために、公知の構造及び装置は
省略されるか、または各構造及び装置の核心機能を重心にしたブロック図形式で示される
ことができる。
【００２８】
本明細書において基地局は、端末と直接的に通信を行うネットワークの終端ノード（ｔｅ
ｒｍｉｎａｌ　ｎｏｄｅ）としての意味を有する。本文書において基地局により行われる
と説明された特定動作は、場合によっては、基地局の上位ノード（ｕｐｐｅｒ　ｎｏｄｅ
）により行われても良い。すなわち、基地局を含む多数のネットワークノード（ｎｅｔｗ
ｏｒｋ　ｎｏｄｅｓ）からなるネットワークにおいて端末との通信のために行われる様々
な動作は、基地局または基地局以外の他のネットワークノードにより行われうることは明
らかである。「基地局（ＢＳ：Ｂａｓｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）」は、固定局（ｆｉｘｅｄ　
ｓｔａｔｉｏｎ）、Ｎｏｄｅ　Ｂ、ｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＮｏｄｅＢ）、ＢＴＳ（ｂ
ａｓｅ　ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ　ｓｙｓｔｅｍ）、アクセスポイント（ＡＰ：Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）などの用語により代替されることができる。また、「端末（Ｔｅｒｍ
ｉｎａｌ）」は、固定されるか、または移動性を有することができ、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅ
ｑｕｉｐｍｅｎｔ）、ＭＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＵＴ（ｕｓｅｒ　ｔｅｒ
ｍｉｎａｌ）、ＭＳＳ（Ｍｏｂｉｌｅ　ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＳＳ
（Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＡＭＳ（Ａｄｖａｎｃｅｄ　Ｍｏｂｉｌｅ
　Ｓｔａｔｉｏｎ）、ＷＴ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ｔｅｒｍｉｎａｌ）、ＭＴＣ（Ｍａｃｈ
ｉｎｅ－Ｔｙｐｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ）装置、Ｍ２Ｍ（Ｍａｃｈｉｎｅ－ｔｏ
－Ｍａｃｈｉｎｅ）装置、Ｄ２Ｄ（Ｄｅｖｉｃｅ－ｔｏ－Ｄｅｖｉｃｅ）装置などの用語
に代替されることができる。
【００２９】
以下、ダウンリンク（ＤＬ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ）は、基地局から端末への通信を意味し、
アップリンク（ＵＬ：ｕｐｌｉｎｋ）は、端末から基地局への通信を意味する。ダウンリ
ンクにおける送信機は、基地局の一部で、受信機は、端末の一部でありうる。アップリン
クにおける送信機は、端末の一部で、受信機は、基地局の一部でありうる。
【００３０】
以下の説明において用いられる特定用語は、本発明の理解に役立つために提供されたもの
であり、このような特定用語の使用は、本発明の技術的思想から外れない範囲内で他の形
態に変更されることができる。
【００３１】
以下の技術は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓ
ｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、
ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔ
ｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅｑ
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ｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＮＯＭＡ（ｎｏｎ
－ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などのような様々な無線接
続システムに利用されることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｔ
ｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）またはＣＤＭＡ２０００のような無
線技術（ｒａｄｉｏ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）により実現化されることができる。ＴＤＭ
Ａは、ＧＳＭ（登録商標）（ｇｌｏｂａｌ　ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（ｇｅｎｅｒａｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｒａｄｉｏ　
ｓｅｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（ｅｎｈａｎｃｅｄ　ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳ
Ｍ（登録商標）　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術により実現化されることができ
る。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ　８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ　８０２．１６（
ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ　８０２－２０、Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）な
どのような無線技術により実現化されることができる。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（ｕｎｉｖ
ｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）の
一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒ
ｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使
用するＥ－ＵＭＴＳ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ）の一部であり、ダウンリンクにおいて
ＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクにおいてＳＣ－ＦＤＭＡを採用する。ＬＴＥ－Ａ（ａ
ｄｖａｎｃｅｄ）は、３ＧＰＰ　ＬＴＥの進化である。
【００３２】
本発明の実施の形態は、無線接続システムであるＩＥＥＥ　８０２、３ＧＰＰ及び３ＧＰ
Ｐ２のうち、少なくとも１つに開示された標準文書により裏付けられることができる。す
なわち、本発明の実施の形態のうち、本発明の技術的思想を明確にあらわすために、説明
しないステップまたは部分は、前記文書により裏付けられることができる。また、本文書
に開示しているすべての用語は、前記標準文書により説明されることができる。
【００３３】
説明を明確にするために、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａを中心に述べるが、本発明の技
術的特徴がこれに制限されることではない。
【００３４】
（本発明が適用され得る無線通信システム一般）
図１は、本発明が適用され得る無線通信システムにおける無線フレームの構造を示す。
【００３５】
３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａでは、ＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　
Ｄｕｐｌｅｘ）に適用可能なタイプ１の無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）構造と
ＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）に適用可能なタイプ２の無線フレ
ーム構造とを支援する。
【００３６】
図１において無線フレームの時間領域での大きさは、Ｔ＿ｓ＝１／（１５０００＊２０４
８）の時間単位の倍数で表現される。下向きリンク及び上向きリンク送信は、Ｔ＿ｆ＝３
０７２００＊Ｔ＿ｓ＝１０ｍｓの区間を有する無線フレームで構成される。
【００３７】
図１の（ａ）は、タイプ１の無線フレームの構造を例示する。タイプ１の無線フレームは
、全二重（ｆｕｌｌ　ｄｕｐｌｅｘ）及び半二重（ｈａｌｆ　ｄｕｐｌｅｘ）ＦＤＤの両
方に適用され得る。
【００３８】
無線フレーム（ｒａｄｉｏ　ｆｒａｍｅ）は、１０個のサブフレーム（ｓｕｂｆｒａｍｅ
）で構成される。１つの無線フレームは、Ｔ＿ｓｌｏｔ＝１５３６０＊Ｔ＿ｓ＝０．５ｍ
ｓ長さの２０個のスロットで構成され、各スロットは、０から１９までのインデックスが
与えられる。１つのサブフレームは、時間領域（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ）で連続的な２
個のスロット（ｓｌｏｔ）で構成され、サブフレームｉは、スロット２ｉ及びスロット２
ｉ＋１で構成される。１つのサブフレームを送信するのにかかる時間をＴＴＩ（ｔｒａｎ
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ｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ）という。例えば、１つのサブフレーム
は、長さが１ｍｓであり、１つのスロットの長さは０．５ｍｓでありうる。
【００３９】
ＦＤＤで上向きリンク送信及び下向きリンク送信は、周波数ドメインで区分される。全二
重ＦＤＤに制限がないことに対し、半二重ＦＤＤ動作において端末は、同時に送信及び受
信できない。
【００４０】
１つのスロットは、時間領域で複数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎ
ｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、周波数領域で複
数の資源ブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）を含む。３ＧＰＰ　ＬＴＥは
、下向きリンクでＯＦＤＭＡを使用するので、ＯＦＤＭシンボルは、１つのシンボル区間
（ｓｙｍｂｏｌ　ｐｅｒｉｏｄ）を表現するためのものである。ＯＦＤＭシンボルは、１
つのＳＣ－ＦＤＭＡシンボルまたはシンボル区間ということができる。資源ブロック（ｒ
ｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）は、資源割当単位であり、１つのスロットで複数の連続的
な副搬送波（ｓｕｂｃａｒｒｉｅｒ）を含む。
【００４１】
図１の（ｂ）は、タイプ２のフレーム構造（ｆｒａｍｅ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ　ｔｙｐｅ
　２）を示す。
【００４２】
タイプ２の無線フレームは、各１５３６００＊Ｔ＿ｓ＝５ｍｓの長さの２個のハーフフレ
ーム（ｈａｌｆ　ｆｒａｍｅ）で構成される。各ハーフフレームは、３０７２０＊Ｔ＿ｓ
＝１ｍｓ長さの５個のサブフレームで構成される。
【００４３】
ＴＤＤシステムのタイプ２のフレーム構造で上向きリンク－下向きリンク構成（ｕｐｌｉ
ｎｋ－ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）は、全てのサブフレームに対し
て上向きリンクと下向きリンクとが割当て（または、予約）られるか表す規則である。
【００４４】
表１は、上向きリンク－下向きリンク構成を表す。
【００４５】
【表１】

【００４６】
表１に示すように、無線フレームの各サブフレーム別に、「Ｄ」は、下向きリンク送信の
ためのサブフレームを表し、「Ｕ」は、上向きリンク送信のためのサブフレームを表し、
「Ｓ」は、ＤｗＰＴＳ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｔｉｍｅ　Ｓｌｏｔ）、保護区
間（ＧＰ：Ｇｕａｒｄ　Ｐｅｒｉｏｄ）、ＵｐＰＴＳ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｔｉ
ｍｅ　Ｓｌｏｔ）の３つのフィールドで構成されるスペシャルサブフレーム（ｓｐｅｃｉ
ａｌ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）を表す。
【００４７】
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ＤｗＰＴＳは、端末での初期セル探索、同期化、またはチャネル推定に使用される。Ｕｐ
ＰＴＳは、基地局でのチャネル推定と端末の上向きリンク送信同期とを合わせるのに使用
される。ＧＰは、上向きリンクと下向きリンクとの間に下向きリンク信号の多重経路遅延
のため、上向きリンクで生じる干渉を除去するための区間である。
【００４８】
各サブフレームｉは、各Ｔ＿ｓｌｏｔ＝１５３６０＊Ｔ＿ｓ＝０．５ｍｓ長さのスロット
２ｉ及びスロット２ｉ＋１で構成される。
【００４９】
上向きリンク－下向きリンク構成は、７つに区分されることができ、各構成別に下向きリ
ンクサブフレーム、スペシャルサブフレーム、上向きリンクサブフレームの位置及び／又
は個数が異なる。
【００５０】
下向きリンクから上向きリンクに変更される時点または上向きリンクから下向きリンクに
切り換えられる時点を切換時点（ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　ｐｏｉｎｔ）という。切換時点の
周期性（Ｓｗｉｔｃｈ－ｐｏｉｎｔ　ｐｅｒｉｏｄｉｃｉｔｙ）は、上向きリンクサブフ
レームと下向きリンクサブフレームとが切り換えられる状態が同様に繰り返される周期を
意味し、５ｍｓまたは１０ｍｓの両方が支援される。５ｍｓ下向きリンク－上向きリンク
切換時点の周期を有する場合には、スペシャルサブフレームＳはハーフ－フレーム毎に存
在し、５ｍｓ下向きリンク－上向きリンク切換時点の周期を有する場合には、１番目のハ
ーフ－フレームのみに存在する。
【００５１】
全ての構成において、０番、５番のサブフレーム及びＤｗＰＴＳは、下向きリンク送信の
みのための区間である。ＵｐＰＴＳ及びサブフレームにすぐ繋がるサブフレームは、常に
上向きリンク送信のための区間である。
【００５２】
このような、上向きリンク－下向きリンク構成は、システム情報であって、基地局と端末
との両方が知っていることもある。基地局は、上向きリンク－下向きリンク構成情報が変
わる度に構成情報のインデックスのみを送信することにより、無線フレームの上向きリン
ク－下向きリンク割当状態の変更を端末に知らせることができる。また、構成情報は、一
種の下向きリンク制御情報であって、他のスケジューリング情報と同様に、ＰＤＣＣＨ（
Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して送信
されることができ、放送情報としてブロードキャストチャネル（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ）を介してセル内の全ての端末に共通に送信されることもできる。
【００５３】
表２は、スペシャルサブフレームの構成（ＤｗＰＴＳ／ＧＰ／ＵｐＰＴＳの長さ）を表す
。
【００５４】
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【表２】

【００５５】
図１の例示による無線フレームの構造は、１つの例示に過ぎず、無線フレームに含まれる
副搬送波の数またはサブフレームに含まれるスロットの数、スロットに含まれるＯＦＤＭ
シンボルの数は様々に変更されることができる。
【００５６】
図２は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおける１つのダウンリンク
スロットに対する資源グリッド（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｇｒｉｄ）を示した図である。
【００５７】
図２に示すように、１つのダウンリンクスロットは、時間領域において複数のＯＦＤＭシ
ンボルを含む。ここで、１つのダウンリンクスロットは、７個のＯＦＤＭシンボルを含み
、１つの資源ブロックは、周波数領域において１２個の副搬送波を含むことを例示的に述
べるが、これに限定されるものではない。
【００５８】
資源グリッド上において各要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）を資源要素（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌ
ｅｍｅｎｔ）とし、１つの資源ブロック（ＲＢ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）は、１
２×７個の資源要素を含む。ダウンリンクスロットに含まれる資源ブロックの数ＮＤＬは
、ダウンリンク送信帯域幅（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）に従属する。
【００５９】
アップリンクスロットの構造は、ダウンリンクスロットの構造と同一でありうる。
【００６０】
図３は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおけるダウンリンクサブフ
レームの構造を示す。
【００６１】
図３を参照すると、サブフレーム内の第１番目のスロットにおいて前の最大３個のＯＦＤ
Ｍシンボルが制御チャネルが割り当てられる制御領域（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｒｅｇｉｏｎ）
であり、残りのＯＦＤＭシンボルは、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ
　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられるデータ領域（ｄａｔａ　ｒｅｇｉｏ
ｎ）である。３ＧＰＰ　ＬＴＥで使用されるダウンリンク制御チャネルの一例にＰＣＦＩ
ＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｆｏｒｍａｔ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＰＤＣＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　　ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ）、ＰＨＩＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｈｙｂｒｉｄ－ＡＲＱ　Ｉｎｄｉｃａ
ｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）などがある。
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【００６２】
ＰＣＦＩＣＨは、サブフレームの第１番目のＯＦＤＭシンボルにおいて送信され、サブフ
レーム内に制御チャネルの送信のために使用されるＯＦＤＭシンボルの数（すなわち、制
御領域の大きさ）に関する情報を運ぶ。ＰＨＩＣＨは、アップリンクに対する応答チャネ
ルで、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）
に対するＡＣＫ（Ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）／ＮＡＣＫ（Ｎｏｔ－Ａｃｋｎｏｗ
ｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）信号を運ぶ。ＰＤＣＣＨを介して送信される制御情報をダウンリン
ク制御情報（ＤＣＩ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と
いう。ダウンリンク制御情報は、アップリンク資源割り当て情報、ダウンリンク資源割り
当て情報または任意の端末グループに対するアップリンク送信（Ｔｘ）パワー制御命令を
含む。
【００６３】
ＰＤＣＣＨは、ＤＬ－ＳＣＨ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の資
源割り当て及び送信フォーマット（これをダウンリンクグラントともいう）、ＵＬ－ＳＣ
Ｈ（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の資源割り当て情報（これをアップ
リンクグラントともいう）、ＰＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ）でのページング（
ｐａｇｉｎｇ）情報、ＤＬ－ＳＣＨでのシステム情報、ＰＤＳＣＨから送信されるランダ
ムアクセス応答（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）のような上位階層（
ｕｐｐｅｒ－ｌａｙｅｒ）制御メッセージに対する資源割り当て、任意の端末グループ内
の個別端末に対する送信パワー制御命令の集合、ＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ＩＰ
）の活性化などを運ぶことができる。複数のＰＤＣＣＨは、制御領域内で送信されること
ができ、端末は、複数のＰＤＣＣＨをモニタリングできる。ＰＤＣＣＨは、１つまたは複
数の連続的なＣＣＥ（ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ）の集合から
構成される。ＣＣＥは、無線チャネルの状態に応じる符号化率（ｃｏｄｉｎｇ　ｒａｔｅ
）をＰＤＣＣＨに提供するために使用される論理的割り当て単位である。ＣＣＥは、複数
の資源要素グループ（ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ　ｇｒｏｕｐ）に対応する。Ｐ
ＤＣＣＨのフォーマット及び使用可能なＰＤＣＣＨのビット数は、ＣＣＥの数とＣＣＥに
より提供される符号化率間の関連関係によって決定される。
【００６４】
基地局は、端末に送信しようとするＤＣＩに応じてＰＤＣＣＨフォーマットを決定し、制
御情報にＣＲＣ（Ｃｙｃｌｉｃ　Ｒｅｄｕｎｄａｎｃｙ　Ｃｈｅｃｋ）を付ける。ＣＲＣ
には、ＰＤＣＣＨの所有者（ｏｗｎｅｒ）または用途に応じて、固有の識別子（これをＲ
ＮＴＩ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）と
いう。）がマスキングされる。特定の端末のためのＰＤＣＣＨであれば、端末の固有の識
別子、例えばＣ－ＲＮＴＩ（Ｃｅｌｌ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされることがで
きる。またはページングメッセージのためのＰＤＣＣＨであれば、ページング指示識別子
、例えばＰ－ＲＮＴＩ（Ｐａｇｉｎｇ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされることがで
きる。システム情報、さらに具体的にシステム情報ブロック（ＳＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）のためのＰＤＣＣＨであれば、システム情報識別子
、ＳＩ－ＲＮＴＩ（ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマス
キングされることができる。端末のランダムアクセスプリアンブルの送信に対する応答で
あるランダムアクセス応答を指示するために、ＲＡ－ＲＮＴＩ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅ
ｓｓ－ＲＮＴＩ）がＣＲＣにマスキングされることができる。
【００６５】
図４は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおけるアップリンクサブフ
レームの構造を示す。
【００６６】
図４に示すように、アップリンクサブフレームは、周波数領域において制御領域とデータ
領域とに分けられる。制御領域には、アップリンク制御情報を運ぶＰＵＣＣＨ（Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる。データ
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領域は、ユーザデータを運ぶＰＵＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅ
ｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）が割り当てられる。単一搬送波特性を維持するために、１つの端末
は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨを同時に送信しない。
【００６７】
１つの端末に対するＰＵＣＣＨには、サブフレーム内に資源ブロック（ＲＢ：Ｒｅｓｏｕ
ｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ）ペアが割り当てられる。ＲＢペアに属するＲＢは、２個のスロット
の各々で互いに異なる副搬送波を占める。これをＰＵＣＣＨに割り当てられたＲＢペアは
、スロット境界（ｓｌｏｔ　ｂｏｕｎｄａｒｙ）から周波数跳躍（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　
ｈｏｐｐｉｎｇ）されるという。
【００６８】
（ＭＩＭＯ（Ｍｕｌｔｉ－Ｉｎｐｕｔ　Ｍｕｌｔｉ－Ｏｕｔｐｕｔ））
ＭＩＭＯ技術は、いままで一般に１個の送信アンテナと１個の受信アンテナを使用したこ
とから脱皮し、多重送信（Ｔｘ）アンテナと多重受信（Ｒｘ）アンテナを使用する。言い
換えれば、ＭＩＭＯ技術は、無線通信システムの送信端または受信端で多重入出力アンテ
ナを使用し、容量増大または性能改善を試みるための技術である。以下、「ＭＩＭＯ」を
「多重入出力アンテナ」と称する。
【００６９】
さらに具体的に、多重入出力アンテナ技術は、１つの完全なメッセージ（ｔｏｔａｌ　ｍ
ｅｓｓａｇｅ）を受信するために、１個のアンテナ経路に依存せず、いくつかのアンテナ
を介して受信した複数のデータ片を収集し、完全なデータを完成させる。結果的に、多重
入出力アンテナ技術は、特定システム範囲内でデータ送信率を増加させることができ、ま
た特定データ送信率を介してシステムの範囲を増加させることができる。
【００７０】
次世代移動通信は、既存の移動通信に比べてはるかに高いデータ送信率を要求するので、
効率的な多重入出力アンテナ技術が必ず必要であると予想される。このような状況でＭＩ
ＭＯ通信技術は、移動通信端末と中継器などに幅広く使用することができる次世代移動通
信技術であり、データ通信拡大などにより限界状況により他の移動通信の送信量限界を克
服できる技術として関心を集めている。
【００７１】
一方、現在研究されている様々な送信効率の向上技術のうち、多重入出力アンテナ（ＭＩ
ＭＯ）技術は、追加的な周波数割り当てまたは電力増加がなくても通信容量及び送受信性
能を画期的に向上させることができる方法として、現在最も大きな注目を受けている。
【００７２】
図５は、一般的な多重入出力アンテナ（ＭＩＭＯ）通信システムの構成図である。
【００７３】
図５を参照すると、送信アンテナの数をＮＴ個に、受信アンテナの数をＮＲ個に同時に増
やすと、送信機または受信機においてのみ多数のアンテナを使用するようになる場合とは
異なり、アンテナ数に比例して理論的なチャネル送信容量が増加するので、送信レート（
ｔｒａｎｓｆｅｒ　ｒａｔｅ）を向上させ、周波数効率を画期的に向上させることができ
る。この場合、チャネル送信容量の増加に応じる送信レートは、１つのアンテナを利用す
る場合の最大送信レート（Ｒｏ）に次のようなレート増加率（Ｒｉ）が掛け算された分だ
け理論的に増加できる。
【００７４】
【数１】

【００７５】
すなわち、例えば、４個の送信アンテナと４個の受信アンテナとを利用するＭＩＭＯ通信
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【００７６】
このような多重入出力アンテナの技術は、様々なチャネル経路を通過したシンボルを用い
て送信信頼度を高める空間ダイバーシティ（ｓｐａｔｉａｌ　ｄｉｖｅｒｓｉｔｙ）方式
と、多数の送信アンテナを用いて多数のデータシンボルを同時に送信して送信率を向上さ
せる空間マルチプレクス（ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式とに分けら
れる。また、このような２つの方式を適宜結合して各々の長所を適宜得るための方式に対
する研究も、最近多く研究されている分野である。
【００７７】
各々の方式についてさらに具体的に述べると、以下のとおりである。
【００７８】
第１に、空間ダイバーシティ方式の場合には、時空間ブロック符号系列と、ダイバーシテ
ィ利得と符号化利得とを同時に利用する時空間トレリス（Ｔｒｅｌｉｓ）符号系列方式が
ある。一般に、ビットエラー率改善性能と符号生成自由度は、トレリス符号方式が優秀で
あるが、演算複雑度は、時空間ブロック符号が簡単である。このような空間ダイバーシテ
ィ利得は、送信アンテナ数（ＮＴ）と受信アンテナ数（ＮＲ）の積　（ＮＴ×ＮＲ）に該
当する量を得ることができる。
【００７９】
第２に、空間マルチプレクス技法は、各送信アンテナで互いに異なるデータ列を送信する
方法であるが、このとき、受信機では、送信機から同時に送信されたデータ間に相互干渉
が発生するようになる。受信機では、この干渉を適切な信号処理技法を用いて除去した後
に受信する。ここに使用される雑音除去方式は、ＭＬＤ（ｍａｘｉｍｕｍ　ｌｉｋｅｌｉ
ｈｏｏｄ　ｄｅｔｅｃｔｉｏｎ）受信機、ＺＦ（ｚｅｒｏ－ｆｏｒｃｉｎｇ）受信機、Ｍ
ＭＳＥ（ｍｉｎｉｍｕｍ　ｍｅａｎ　ｓｑｕａｒｅ　ｅｒｒｏｒ）受信機、Ｄ－ＢＬＡＳ
Ｔ（Ｄｉａｇｏｎａｌ－Ｂｅｌｌ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒｉｅｓ　Ｌａｙｅｒｅｄ　Ｓｐａ
ｃｅ－Ｔｉｍｅ）、Ｖ－ＢＬＡＳＴ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ－Ｂｅｌｌ　Ｌａｂｏｒａｔｏｒ
ｉｅｓ　Ｌａｙｅｒｅｄ　Ｓｐａｃｅ－Ｔｉｍｅ）などがあり、特に送信端でチャネル情
報が分かる場合には、ＳＶＤ（ｓｉｎｇｕｌａｒ　ｖａｌｕｅ　ｄｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉ
ｏｎ）方式などを使用することができる。
【００８０】
第３に、空間ダイバーシティと空間マルチプレクスとの結合された技法を例に挙げること
ができる。空間ダイバーシティ利得だけを得る場合、ダイバーシティ次数の増加に応じる
性能改善利得が順次飽和され、空間マルチプレクス利得だけを取ると、無線チャネルにお
いて送信信頼度が低下する。これを解決しながら２つの利得を全部得る方式が研究されて
きたのであり、このうち、時空間ブロック符号（Ｄｏｕｂｌｅ－ＳＴＴＤ）、時空間ＢＩ
ＣＭ（ＳＴＢＩＣＭ）などの方式がある。
【００８１】
上述のような多重入出力アンテナシステムにおける通信方法をより具体的な方法で説明す
るために、これを数学的にモデリングする場合、以下のとおりに表すことができる。
【００８２】
まず、図５に示すように、ＮＴ個の送信アンテナとＮＲ個の受信アンテナが存在すると仮
定する。
【００８３】
まず、送信信号に対して述べると、このようにＮＴ個の送信アンテナがある場合、最大送
信可能な情報は、ＮＴ個であるので、これを次のようなベクトルで表すことができる。
【００８４】
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【数２】

【００８５】
一方、各々の送信情報ｓ１，　ｓ２，　．．．，　ｓＮＴにおいて送信電力を異なるよう
にすることができ、このとき、各々の送信電力をＰ１，Ｐ２，．．．，ＰＮＴとすると、
送信電力が調整された送信情報は、次のようなベクトルで表すことができる。
【００８６】
【数３】

【００８７】
また、
【化１】

を送信電力の対角行列Ｐで次のように表すことができる。
【００８８】
【数４】

【００８９】
一方、送信電力が調整された情報ベクトル

【化２】

は、その後に加重値行列Ｗが掛け算されて実際に送信されるＮＴ個の送信信号ｘ１，ｘ２

，．．．，ｘＮＴを構成する。ここで、加重値行列は、送信チャネル状況などに応じて、
送信情報を各アンテナに適宜分配する役割を行う。このような送信信号ｘ１，ｘ２，．．
．，ｘＮＴをベクトルｘを用いて次のように表すことができる。
【００９０】
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【数５】

【００９１】
ここで、ｗｉｊは、ｉ番目の送信アンテナとｊ番目の送信情報間の加重値を表し、Ｗは、
これを行列で表したものである。このような行列Ｗを加重値行列（Ｗｅｉｇｈｔ　Ｍａｔ
ｒｉｘ）またはプリコーディング行列（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ）と呼ぶ。
【００９２】
一方、上述のような送信信号（ｘ）は、空間ダイバーシティを使用する場合と空間マルチ
プレクス使用する場合とに分けて考慮することができる。
【００９３】
空間マルチプレクスを使用する場合は、互いに異なる信号を多重化して送信するようにな
るので、情報ベクトルｓの元素が全部異なる値を有するようになることに対し、空間ダイ
バーシティを使用するようになると、同じ信号を複数のチャネル経路を介して送信するよ
うになるので、情報ベクトルｓの元素が全て同一の値を有するようになる。
【００９４】
もちろん、空間マルチプレクスと空間ダイバーシティとを混合する方法も考慮可能である
。すなわち、例えば、３個の送信アンテナを介して同じ信号を空間ダイバーシティを用い
て送信し、残りは、各々異なる信号を空間マルチプレクスして送信する場合も考慮するこ
とができる。
【００９５】
次に、受信信号は、ＮＲ個の受信アンテナがある場合、各アンテナの受信信号ｙ１，ｙ２

，．．．，ｙＮＲをベクトルｙで次のとおりに表すことにする。
【００９６】

【数６】

【００９７】
一方、多重入出力アンテナ通信システムにおけるチャネルをモデリングする場合、各々の
チャネルは、送受信アンテナインデックスに応じて区分でき、送信アンテナｊから受信ア
ンテナｉを経るチャネルをｈｉｊと表示することにする。ここで、ｈｉｊのインデックス
の順序が受信アンテナインデックスが先、送信アンテナのインデックスが後であることに
留意する。
【００９８】
このようなチャネルは、いくつかを束にしてベクトル及び行列形態でも表示可能である。
ベクトル表示の例を挙げて説明すると、以下のとおりである。
【００９９】
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図６は、多数の送信アンテナから１つの受信アンテナへのチャネルを示した図である。
【０１００】
図６に示すように、総ＮＴ個の送信アンテナから受信アンテナｉに到着するチャネルは、
以下のとおりに表現可能である。
【０１０１】
【数７】

【０１０２】
また、前記式７のような行列表現を介してＮＴ個の送信アンテナからＮＲ個の受信アンテ
ナを経るチャネルを全て表す場合、以下のとおりに表すことができる。
【０１０３】

【数８】

【０１０４】
一方、実際のチャネルは、上記のようなチャネル行列Ｈを経た後に白色雑音（ＡＷＧＮ：
Ａｄｄｉｔｉｖｅ　Ｗｈｉｔｅ　Ｇａｕｓｓｉａｎ　Ｎｏｉｓｅ）が加えられるので、Ｎ

Ｒ個の受信アンテナの各々に加えられる白色雑音ｎ１，ｎ２，．．．，ｎＮＲをベクトル
で表現すると、以下のとおりである。
【０１０５】

【数９】

【０１０６】
上述のような送信信号、受信信号、チャネル、及び白色雑音のモデリングを介して多重入
出力アンテナ通信システムでの各々は、次のような関係を介して表すことができる。
【０１０７】
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【数１０】

【０１０８】
一方、チャネルの状態を表すチャネル行列Ｈの行と列の数は、送受信アンテナの数によっ
て決定される。チャネル行列Ｈは、上述のように、行の数は、受信アンテナの数ＮＲと同
じくなり、列の数は、送信アンテナの数ＮＴと同じくなる。すなわち、チャネル行列Ｈは
、ＮＲ×ＮＴ行列になる。
【０１０９】
一般に、行列のランク（ｒａｎｋ）は、互いに独立である（ｉｎｄｅｐｅｎｄｅｎｔ）行
または列の数のうち、最小数と定義される。したがって、行列のランクは、行または列の
数より大きくはありえなくなる。式的に、例えば、チャネル行列Ｈのランク（ｒａｎｋ（
Ｈ））は、以下のとおりに制限される。
【０１１０】

【数１１】

【０１１１】
また、行列を固有値分解（Ｅｉｇｅｎ　ｖａｌｕｅ　ｄｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）をし
たとき、ランクは、固有値（ｅｉｇｅｎ　ｖａｌｕｅ）のうち、０でない固有値の数と定
義することができる。類似した方法で、ランクをＳＶＤ（ｓｉｎｇｕｌａｒ　ｖａｌｕｅ
　ｄｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎ）したとき、０でない特異値（ｓｉｎｇｕｌａｒ　ｖａｌ
ｕｅ）の数と定義することができる。したがって、チャネル行列においてランクの物理的
な意味は、与えられたチャネルで互いに異なる情報を送ることができる最大数ということ
ができる。
【０１１２】
本明細書において、ＭＩＭＯ送信に対する「ランク（Ｒａｎｋ）」は、特定時点及び特定
周波数資源において独立的に信号を送信できる経路の数を表し、「階層（ｌａｙｅｒ）の
数」は、各経路を介して送信される信号ストリームの数を示す。一般に、送信端は、信号
の送信に利用されるランク数に対応する数の階層を送信するから、特別な言及がない限り
、ランクは、階層数と同じ意味を有する。
【０１１３】
（キャリア併合一般）
本発明の実施の形態において考慮する通信環境は、マルチキャリア（Ｍｕｌｔｉ－ｃａｒ
ｒｉｅｒ）支援環境をすべて含む。すなわち、本発明で用いられるマルチキャリアシステ
ムまたはキャリア併合（ＣＡ：Ｃａｒｒｉｅｒ　Ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）システムは、
広帯域を支援するために、目標とする広帯域を構成するときに目標帯域より小さな帯域幅
（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ）を有する１個以上のコンポーネントキャリア（ＣＣ：Ｃｏｍｐｏ
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ｎｅｎｔ　Ｃａｒｒｉｅｒ）を併合（ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）して使用するシステムの
ことをいう。
【０１１４】
本発明においてマルチキャリアは、キャリアの併合（または、搬送波集成）を意味し、こ
のとき、キャリアの併合は、隣接した（ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）キャリア間の併合だけで
なく、隣接していない（ｎｏｎ－ｃｏｎｔｉｇｕｏｕｓ）キャリア間の併合を全部意味す
る。また、ダウンリンクとアップリンクとの間に集成されるコンポーネントキャリアの数
は、異に設定されることができる。ダウンリンクコンポーネントキャリア（以下、ＤＬ　
ＣＣとする）の数とアップリンクコンポーネントキャリア（以下、ＵＬ　ＣＣとする）の
数とが同じ場合を対称な（ｓｙｍｍｅｔｒｉｃ）集成といい、その数が異なる場合を非対
称な（ａｓｙｍｍｅｔｒｉｃ）集成という。このようなキャリア併合は、搬送波集成、帯
域幅集成（ｂａｎｄｗｉｄｔｈ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）、スペクトル集成（ｓｐｅｃ
ｔｒｕｍ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）などのような用語と混用して使用されることができ
る。
【０１１５】
２個以上のコンポーネントキャリアが結合されて構成されるキャリア併合は、ＬＴＥ－Ａ
システムでは、１００ＭＨｚ帯域幅まで支援することを目標とする。目標帯域より小さな
帯域幅を有する１個以上のキャリアを結合するときに、結合するキャリアの帯域幅は、従
来のＩＭＴシステムとの互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）を維
持するために、従来のシステムにおいて使用する帯域幅に制限できる。例えば、従来の３
ＧＰＰ　ＬＴＥシステムでは、｛１．４，　３，　５，　１０，　１５，　２０｝ＭＨｚ
帯域幅を支援し、３ＧＰＰ　ＬＴＥ－ａｄｖａｎｃｅｄシステム（すなわち、ＬＴＥ－Ａ
）では、既存システムとの互換のために上記の帯域幅だけを用いて２０ＭＨｚより大きな
帯域幅を支援するようにすることができる。また、本発明で用いられるキャリア併合シス
テムは、既存システムで使用する帯域幅と関係なしで新しい帯域幅を定義してキャリア併
合を支援するようにすることができる。
【０１１６】
ＬＴＥ－Ａシステムは、無線資源を管理するために、セル（ｃｅｌｌ）の概念を使用する
。
【０１１７】
上述のキャリア併合環境は、多重セル（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ｃｅｌｌｓ）環境と称するこ
とができる。セルは、ダウンリンク資源（ＤＬ　ＣＣ）とアップリンク資源（ＵＬ　ＣＣ
）一対の組み合わせと定義されるが、アップリンク資源は、必須要素ではない。したがっ
て、セルは、ダウンリンク資源単独、またはダウンリンク資源とアップリンク資源とから
構成されることができる。特定端末がただ１つの設定されたサービングセル（ｃｏｎｆｉ
ｇｕｒｅｄ　ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）を有する場合、１個のＤＬ　ＣＣと１個のＵＬ
　ＣＣを有することができるが、特定端末が２個以上の設定されたサービングセルを有す
る場合には、セルの数だけのＤＬ　ＣＣを有し、ＵＬ　ＣＣの数は、それと同一であるか
、またはそれより小さくありうる。
【０１１８】
または、それと反対にＤＬ　ＣＣとＵＬ　ＣＣとが構成されることもできる。すなわち、
特定端末が多数の設定されたサービングセルを有する場合、ＤＬ　ＣＣの数よりＵＬ　Ｃ
Ｃがより多くのキャリア併合環境も支援されることができる。すなわち、キャリア併合（
ｃａｒｒｉｅｒ　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）は、各々キャリア周波数（セルの重心周波数
）が互いに異なる２個以上のセルの併合と理解されることができる。ここで、言う「セル
（Ｃｅｌｌ）」は、一般に使用される基地局がカバーする領域としての「セル」とは区分
されなければならない。
【０１１９】
ＬＴＥ－Ａシステムにおいて使用されるセルは、プライマリセル（ＰＣｅｌｌ：Ｐｒｉｍ
ａｒｙ　Ｃｅｌｌ）及びセカンダリセル（ＳＣｅｌｌ：Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｅｌｌ）
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を含む。ＰセルとＳセルは、サービングセル（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｃｅｌｌ）として使用さ
れることができる。ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあるが、キャリア併合が設定され
ないか、またはキャリア併合を支援しない端末の場合、Ｐセルだけから構成されたサービ
ングセルがただ１つ存在する。それに対し、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にあり、キ
ャリア併合が設定された端末の場合、１つ以上のサービングセルが存在でき、全体サービ
ングセルには、Ｐセルと１つ以上のＳセルが含まれる。
【０１２０】
サービングセル（ＰセルとＳセル）は、ＲＲＣパラメータを介して設定されることができ
る。ＰｈｙｓＣｅｌｌＩｄは、セルの物理階層識別子であって、０から５０３までの定数
値を有する。ＳＣｅｌｌＩｎｄｅｘは、Ｓセルを識別するために使用される簡略な（ｓｈ
ｏｒｔ）識別子であって、１から７までの定数値を有する。ＳｅｒｖＣｅｌｌＩｎｄｅｘ
は、サービングセル（ＰセルまたはＳセル）を識別するために使用される簡略な（ｓｈｏ
ｒｔ）識別子であって、０から７までの定数値を有する。０値は、Ｐセルに適用され、Ｓ
ＣｅｌｌＩｎｄｅｘは、Ｓセルに適用するために予め付与される。すなわち、ＳｅｒｖＣ
ｅｌｌＩｎｄｅｘにおいて最も小さなセルＩＤ（またはセルインデックス）を有するセル
がＰセルになる。
【０１２１】
Ｐセルは、プライマリ周波数（または、ｐｒｉｍａｒｙ　ＣＣ）上において動作するセル
を意味する。端末が初期接続設定（ｉｎｉｔｉａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｅｓｔａｂ
ｌｉｓｈｍｅｎｔ）過程を行うか、または接続再－設定過程を行うのに使用されることが
でき、ハンドオーバ過程で指示されたセルを指し示すことができる。また、Ｐセルは、キ
ャリア併合環境で設定されたサービングセルのうち、制御関連通信の中心になるセルを意
味する。すなわち、端末は、自分のＰセルにおいてのＰＵＣＣＨを割り当てられて送信で
き、システム情報を取得するか、またはモニタリング手順を変更するのにＰセルだけを利
用できる。Ｅ－ＵＴＲＡＮ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）は、キャリア併合環境を支援する端末に移動性制御情
報（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ）を含む上位階層のＲＲＣ接続再設定（
ＲＲＣ　ＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｔａｉｏｎ）メッセージを利用して、
ハンドオーバ手順のためにＰセルだけを変更することもできる。
【０１２２】
Ｓセルは、セカンダリ周波数（または、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ＣＣ）上において動作する
セルを意味できる。特定端末にＰセルは、１つだけが割り当てられ、Ｓセルは、１つ以上
が割り当てられることができる。Ｓセルは、ＲＲＣ接続が設定がなされた後に構成可能で
あり、追加的な無線資源を提供するのに使用されることができる。キャリア併合環境で設
定されたサービングセルのうち、Ｐセルを除いた残りのセル、すなわちＳセルには、ＰＵ
ＣＣＨが存在しない。Ｅ－ＵＴＲＡＮは、Ｓセルをキャリア併合環境を支援する端末に追
加するとき、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ状態にある関連したセルの動作と関連したすべ
てのシステム情報を特定シグナル（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｉｇｎａｌ）を介して提供で
きる。システム情報の変更は、関連したＳセルの解除及び追加によって制御されることが
でき、このとき、上位階層のＲＲＣ接続再設定（ＲＲＣ　ＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏ
ｎｆｉｇｕｔａｉｏｎ）メッセージを利用できる。Ｅ－ＵＴＲＡＮは、関連したＳセル内
でブロードキャストするよりは、端末別に相異なったパラメータを有する特定シグナリン
グ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）できる。
【０１２３】
初期セキュリティー活性化過程が始まった以後に、Ｅ－ＵＴＲＡＮは、接続設定過程で初
期に構成されるＰセルに付加し、１つ以上のＳセルを含むネットワークを構成できる。キ
ャリア併合環境でＰセル及びＳセルは、各々のコンポーネントキャリアとして動作できる
。以下の実施の形態では、プライマリコンポーネントキャリア（ＰＣＣ）は、Ｐセルと同
じ意味として使用されることができ、セカンダリコンポーネントキャリア（ＳＣＣ）は、
Ｓセルと同じ意味として使用されることができる。
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【０１２４】
図７は、本発明が適用されることができる無線通信システムにおけるコンポーネントキャ
リア及びキャリア併合の一例を示す。
【０１２５】
図７ａは、ＬＴＥシステムにおいて使用される単一キャリア構造を示す。コンポーネント
キャリアには、ＤＬ　ＣＣとＵＬ　ＣＣがある。１つのコンポーネントキャリアは、２０
ＭＨｚの周波数範囲を有することができる。
【０１２６】
図７ｂは、ＬＴＥ＿Ａシステムにおいて使用されるキャリア併合構造を示す。図７ｂの場
合に、２０ＭＨｚの周波数大きさを有する３個のコンポーネントキャリアが結合された場
合を示す。ＤＬ　ＣＣとＵＬ　ＣＣがそれぞれ３個ずつあるが、ＤＬ　ＣＣとＵＬ　ＣＣ
の数に制限があるのではない。キャリア併合の場合、端末は、３個のＣＣを同時にモニタ
リングでき、ダウンリンク信号／データを受信することができ、アップリンク信号／デー
タを送信できる。
【０１２７】
仮に、特定セルにおいてＮ個のＤＬ　ＣＣが管理される場合には、ネットワークは、端末
にＭ（Ｍ≦Ｎ）個のＤＬ　ＣＣを割り当てることができる。このとき、端末は、Ｍ個の制
限されたＤＬ　ＣＣだけをモニタリングし、ＤＬ信号を受信することができる。また、ネ
ットワークは、Ｌ（Ｌ≦Ｍ≦Ｎ）個のＤＬ　ＣＣに優先順位をつけて主なＤＬ　ＣＣを端
末に割り当てることができ、このような場合、ＵＥは、Ｌ個のＤＬ　ＣＣは、必ずモニタ
リングしなければならない。このような方式は、アップリンクの送信にも全く同様に適用
されることができる。
【０１２８】
ダウンリンク資源の搬送波周波数（またはＤＬ　ＣＣ）とアップリンク資源の搬送波周波
数（または、ＵＬ　ＣＣ）との間のリンケージ（ｌｉｎｋａｇｅ）は、ＲＲＣメッセージ
のような上位階層メッセージまたはシステム情報により指示されることができる。例えば
、ＳＩＢ２（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ　Ｔｙｐｅ２）によっ
て定義されるリンケージによって、ＤＬ資源とＵＬ資源との組み合わせが構成されること
ができる。具体的に、リンケージは、ＵＬグラントを運ぶＰＤＣＣＨが送信されるＤＬ　
ＣＣと前記ＵＬグラントを使用するＵＬ　ＣＣ間のマッピング関係を意味でき、ＨＡＲＱ
のためのデータが送信されるＤＬ　ＣＣ（またはＵＬ　ＣＣ）とＨＡＲＱ　ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ信号が送信されるＵＬ　ＣＣ（またはＤＬ　ＣＣ）間のマッピング関係を意味するこ
ともできる。
【０１２９】
端末が１つ以上のＳセルを設定すれば、ネットワークは、設定されたＳセル（等）を活性
化（ａｃｔｉｖａｔｅ）または非活性化（ｄｅａｃｔｉｖａｔｅ）することができる。Ｐ
セルは、常に活性化される。ネットワークは、活性／非活性（Ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ／Ｄ
ｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）ＭＡＣ制御要素（ＭＡＣ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）
を送信することにより、Ｓセル（等）を活性化または非活性化する。
【０１３０】
活性／非活性ＭＡＣ制御要素は、固定された大きさを有し、７個のＣフィールド（Ｃ－ｆ
ｉｅｌｄ）と１個のＲフィールド（Ｒ－ｆｉｅｌｄ）とを含む単一のオクテット（ｏｃｔ
ｅｔ）で構成される。Ｃフィールドは、各Ｓセルインデックス（ＳＣｅｌｌＩｎｄｅｘ）
別に構成され、Ｓセルの活性／非活性状態を指示する。Ｃフィールド値が「１」にセッテ
ィングされれば、当該Ｓセルインデックスを有するＳセルが活性化されることを指示し、
「０」にセッティングされれば、当該Ｓセルインデックスを有するＳセルが非活性化され
ることを指示する。
【０１３１】
また、端末は、設定されたＳセル別にタイマー（ｓＣｅｌｌＤｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎＴ
ｉｍｅｒ）を維持し、タイマーが満了されるとき、関連したＳセルを非活性化する。同じ
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初期タイマー値がタイマー（ｓＣｅｌｌＤｅａｃｔｉｖａｔｉｏｎＴｉｍｅｒ）の各イン
スタンス（ｉｎｓｔａｎｃｅ）に適用され、ＲＲＣシグナリングにより設定される。Ｓセ
ル（等）が追加されるとき、またはハンドオーバー後、初期Ｓセル（等）は非活性化状態
である。
【０１３２】
端末は、各ＴＴＩでそれぞれの設定されたＳセル（等）に対して下記のような動作を行う
。
【０１３３】
・端末が特定ＴＴＩ（サブフレームｎ）でＳセルを活性化する活性／非活性ＭＡＣ制御要
素を受信すれば、端末は、決められたタイミングに該当するＴＴＩ（サブフレームｎ＋８
またはそれ以後）でＳセルを活性化し、当該Ｓセルと関連したタイマーを（再）開始させ
る。端末がＳセルを活性化するとは、端末がＳセル上でＳＲＳ（Ｓｏｕｎｄｉｎｇ　Ｒｅ
ｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）送信、ＳセルのためのＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａ
ｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）／ＰＭＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄ
ｉｃａｔｏｒ）／ＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）／ＰＴＩ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎ
ｇ　Ｔｙｐｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）報告、Ｓセル上でＰＤＣＣＨモニタリング、Ｓセル
のためのＰＤＣＣＨモニタリングのような一般Ｓセル動作を適用するということを意味す
る。
【０１３４】
・端末が特定ＴＴＩ（サブフレームｎ）でＳセルを非活性化する活性／非活性ＭＡＣ制御
要素を受信するか、または特定ＴＴＩ（サブフレームｎ）活性化されたＳセルと関連した
タイマーが満了されれば、端末は、決められたタイミングに該当するＴＴＩ（サブフレー
ムｎ＋８またはそれ以後）でＳセルを非活性化し、当該Ｓセルのタイマーを中断し、当該
Ｓセルと関連した全てのＨＡＲＱバッファを空ける（ｆｌｕｓｈ）。
【０１３５】
・活性化されたＳセル上のＰＤＣＣＨが上向きリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎ
ｔ）または下向きリンク承認（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）を指示するか
、または活性化されたＳセルをスケジューリングするサービングセル上のＰＤＣＣＨが活
性化されたＳセルのための上向きリンクグラント（ｕｐｌｉｎｋ　ｇｒａｎｔ）または下
向きリンク承認（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ａｓｓｉｇｎｍｅｎｔ）を指示すれば、端末は、当
該Ｓセルと関連したタイマーを再開始する。
【０１３６】
・Ｓセルが非活性化されれば、端末は、Ｓセル上でＳＲＳを送信せず、ＳセルのためのＣ
ＱＩ／ＰＭＩ／ＲＩ／ＰＴＩを報告せず、Ｓセル上でＵＬ－ＳＣＨを送信せず、Ｓセル上
でＰＤＣＣＨをモニターしない。
【０１３７】
（ランダムアクセス手順（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ））
以下では、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムで提供するランダムアクセス手順（ｒａｎｄｏｍ
　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）について説明する。
【０１３８】
ランダムアクセス手順は、端末が基地局と上向きリンク同期を得たり、上向きリンク無線
資源を割り当てられるために使用される。端末の電源がつけられた後、端末は、初期セル
との下向きリンク同期を取得し、システム情報を受信する。システム情報から使用可能な
ランダムアクセスプリアンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）の集
合とランダムアクセスプリアンブルの送信に使用される無線資源に関する情報を得る。ラ
ンダムアクセスプリアンブルの送信に使用される無線資源は、少なくとも１つ以上のサブ
フレームインデックスと周波数領域上のインデックスとの組み合わせで特定されることが
できる。端末は、ランダムアクセスプリアンブルの集合から任意に選択したランダムアク
セスプリアンブルを送信し、前記ランダムアクセスプリアンブルを受信した基地局は、上
向きリンク同期のためのタイミング整列（ＴＡ：ｔｉｍｉｎｇ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）値
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をランダムアクセス応答を介して端末に送る。これにより、端末は、上向きリンク同期を
取得する。
【０１３９】
ランダムアクセス手順は、ＦＤＤ（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅ
ｘ）とＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘ）とで共通的な手順である。
ランダムアクセス手順は、セルサイズに関係なく、キャリア併合（ＣＡ：ｃａｒｒｉｅｒ
　ａｇｇｒｅｇａｔｉｏｎ）が設定された場合、サービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅ
ｌｌ）の個数とも関係ない。
【０１４０】
まず、端末がランダムアクセス手順を行う場合としては、次のような場合がある。
【０１４１】
・端末が基地局とのＲＲＣ連結（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）がなく、ＲＲＣアイド
ル状態で初期接続（ｉｎｉｔｉａｌ　ａｃｃｅｓｓ）を行う場合
【０１４２】
・ＲＲＣ連結再確立手順（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ　ｒｅ－ｅｓｔａｂｌｉｓｈｍ
ｅｎｔ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）を行う場合
【０１４３】
・端末がハンドオーバー過程で、ターゲット（ｔａｒｇｅｔ）セルに初めて接続する場合
【０１４４】
・基地局の命令によってランダムアクセス手順が要請される場合
【０１４５】
・ＲＲＣ連結状態のうち、上向きリンク時間同期が合わない状況で（ｎｏｎ－ｓｙｎｃｈ
ｒｏｎｉｚｅｄ）下向きリンクに送信されるデータが発生する場合
【０１４６】
・ＲＲＣ連結状態のうち、上向きリンクの時間同期が合わないか（ｎｏｎ－ｓｙｎｃｈｒ
ｏｎｉｚｅｄ）、無線資源を要請するために使用される指定された無線資源が割り当てら
れていない状況で、上向きリンクに送信するデータが発生する場合
【０１４７】
・ＲＲＣ連結状態のうち、タイミングアドバンス（ｔｉｍｉｎｇ　ａｄｖａｎｃｅ）が必
要な状況で端末の位置決定（ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ）を行う場合
【０１４８】
・無線連結失敗（ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｆａｉｌｕｒｅ）またはハンドオーバー失敗（
ｈａｎｄｏｖｅｒ　ｆａｉｌｕｒｅ）の際、復旧過程を行う場合
【０１４９】
３ＧＰＰ　Ｒｅｌ－１０では、キャリア併合を支援する無線接続システムで１つの特定セ
ル（例えば、Ｐセル）に適用可能なＴＡ（ｔｉｍｉｎｇ　ａｄｖａｎｃｅ）値を複数のセ
ルに共通に適用することを考慮した。ただし、端末が互いに異なる周波数バンドに属した
（すなわち、周波数上で大きく離間した）複数のセルあるいは伝播（ｐｒｏｐａｇａｔｉ
ｏｎ）特性が他の複数のセルを併合できる。また、特定セルの場合、カバレッジ拡大ある
いはカバレッジホールの除去のために、ＲＲＨ（ｒｅｍｏｔｅ　ｒａｄｉｏ　ｈｅａｄｅ
ｒ）（すなわち、リピータ）、フェムトセル（ｆｅｍｔｏ　ｃｅｌｌ）あるいはピコセル
（ｐｉｃｏ　ｃｅｌｌ）などのようなスモールセル（ｓｍａｌｌ　ｃｅｌｌ）またはセカ
ンダリ基地局（ＳｅＮＢ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）がセル内に配置される状況で端
末は、１つのセルを介して基地局（すなわち、マクロ基地局（ｍａｃｒｏ　ｅＮＢ））と
通信を行い、他のセルを介してセカンダリ基地局と通信を行う場合、複数のセルが互いに
異なる伝播遅延特性を有するようになることができる。この場合、１つのＴＡ値を複数の
セルに共通に適用する方式で使用する上向きリンク送信を行う場合、複数のセル上で送信
される上向きリンク信号の同期に深刻な影響を及ぼすことができる。したがって、複数の
セルが併合されたＣＡ状況で複数のＴＡを有することが好ましく、３ＧＰＰ　Ｒｅｌ－１
１では、多重ＴＡ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ＴＡ）を支援するために、特定セルグループ単位
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でＴＡを独立的に割り当てることを考慮する。これをＴＡグループ（ＴＡＧ：ＴＡ　ｇｒ
ｏｕｐ）といい、ＴＡＧは、１つ以上のセルを含むことができ、ＴＡＧ内に含まれた１つ
以上のセルには同じＴＡが共通的に適用され得る。このような多重ＴＡを支援するために
、ＭＡＣ　ＴＡ命令制御要素（ｅｌｅｍｅｎｔ）は、２ビットのＴＡＧ識別子（ＴＡＧ　
ＩＤ）と６ビットのＴＡ命令フィールドとで構成される。
【０１５０】
キャリア併合が設定された端末は、Ｐセルと関連して前述したランダムアクセス手順を行
う場合が発生すれば、ランダムアクセス手順を行うようになる。Ｐセルが属したＴＡＧ（
すなわち、ｐＴＡＧ：ｐｒｉｍａｒｙ　ＴＡＧ）の場合、既存と同様に、Ｐセルを基準に
決定される、あるいはＰセルに伴われるランダムアクセス手順を介して調整されるＴＡを
ｐＴＡＧ内の全てのセル（等）に適用することができる。それに対し、Ｓセルのみで構成
されるＴＡＧ（すなわち、ｓＴＡＧ：ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ＴＡＧ）の場合、ｓＴＡＧ内
の特定Ｓセルを基準に決定されるＴＡは、当該ｓＴＡＧ内の全てのセル（等）に適用する
ことができ、このとき、ＴＡは、基地局により開始されて、ランダムアクセス手順によっ
て取得されることができる。具体的に、ｓＴＡＧ内でＳセルは、ＲＡＣＨ（Ｒａｎｄｏｍ
　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）資源として設定され、基地局は、ＴＡを決定するため
に、ＳセルでＲＡＣＨ接続を要請する。すなわち、基地局は、Ｐセルで送信されるＰＤＣ
ＣＨオーダーによってＳセル等上でＲＡＣＨ送信を開始させる。Ｓセルプリアンブルに対
する応答メッセージは、ＲＡ－ＲＮＴＩを使用してＰセルを介して送信される。端末は、
ランダムアクセスを成功的に終えたＳセルを基準に決定されるＴＡを当該ｓＴＡＧ内の全
てのセル（等）に適用することができる。このように、ランダムアクセス手順は、Ｓセル
でも当該Ｓセルの属したｓＴＡＧのタイミング整列（ｔｉｍｉｎｇ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ
）を取得するために、Ｓセルでも行われることができる。
【０１５１】
ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、ランダムアクセスプリアンブル（ｒａｎｄｏｍ　ａｃ
ｃｅｓｓ　ｐｒｅａｍｂｌｅ、ＲＡＣＨ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）を選択する過程で、特定の
集合内で端末が任意に１つのプリアンブルを選択して使用する競争基盤ランダムアクセス
手順（ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　ｂａｓｅｄ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｏｃｅｄ
ｕｒｅ）と基地局が特定端末のみに割り当てたランダムアクセスプリアンブルを使用する
非競争基盤ランダムアクセス手順（ｎｏｎ－ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　ｂａｓｅｄ　ｒａｎ
ｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｏｃｅｄｕｒｅ）とを共に提供する。ただし、非競争基盤ラ
ンダムアクセス手順は、上述したハンドオーバー過程、基地局の命令により要請される場
合、端末位置決定（ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ）及び／又はｓＴＡＧのためのタイミングア
ドバンス整列に限って使用されることができる。ランダムアクセス手順が完了した後、一
般的な上向きリンク／下向きリンク送信が発生される。
【０１５２】
一方、リレーノード（ＲＮ：ｒｅｌａｙ　ｎｏｄｅ）も競争基盤ランダムアクセス手順と
非競争基盤ランダムアクセス手順との両方を支援する。リレーノードがランダムアクセス
手順を行うとき、その時点でＲＮサブフレーム構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を中
断させる（ｓｕｓｐｅｎｄ）。すなわち、これは、一時的にＲＮサブフレーム構成を廃棄
することを意味する。その後、成功的にランダムアクセス手順が完了する時点でＲＮサブ
フレーム構成が再開される。
【０１５３】
図８は、本発明が適用され得る無線通信システムにおいて競争基盤ランダムアクセス手順
を説明するための図である。
【０１５４】
（１）第１のメッセージ（Ｍｓｇ１、ｍｅｓｓａｇｅ１）
まず、端末は、システム情報（ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）またはハンドオ
ーバー命令（ｈａｎｄｏｖｅｒ　ｃｏｍｍａｎｄ）を介して指示されたランダムアクセス
プリアンブルの集合で任意に（ｒａｎｄｏｍｌｙ）１つのランダムアクセスプリアンブル
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（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｐｒｅａｍｂｌｅ、ＲＡＣＨ　ｐｒｅａｍｂｌｅ）を選
択し、前記ランダムアクセスプリアンブルを送信できるＰＲＡＣＨ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　
ＲＡＣＨ）資源を選択して送信する。
【０１５５】
ランダムアクセスプリアンブルは、ＲＡＣＨ送信チャネルにおいて６ビットで送信され、
６ビットは、ＲＡＣＨ送信した端末を識別するための５ビットの任意識別子（ｒａｄｏｍ
　ｉｄｅｎｔｉｔｙ）と、追加情報を表すための１ビット（例えば、第３のメッセージ（
Ｍｓｇ３）の大きさを指示）で構成される。
【０１５６】
端末からランダムアクセスプリアンブルを受信した基地局は、プリアンブルをデコーディ
ングし、ＲＡ－ＲＮＴＩを取得する。ランダムアクセスプリアンブルが送信されたＰＲＡ
ＣＨと関連したＲＡ－ＲＮＴＩは、当該端末が送信したランダムアクセスプリアンブルの
時間－周波数資源によって決定される。
【０１５７】
（２）第２のメッセージ（Ｍｓｇ２、ｍｅｓｓａｇｅ２）
基地局は、第１のメッセージ上のプリアンブルを介して取得したＲＡ－ＲＮＴＩで指示（
ａｄｄｒｅｓｓ）されるランダムアクセス応答（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐ
ｏｎｓｅ）を端末に送信する。ランダムアクセス応答には、ランダムアクセスプリアンブ
ル区分子／識別子（ＲＡ　ｐｒｅａｍｂｌｅ　ｉｎｄｅｘ／ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）、上
向きリンク無線資源を知らせる上向きリンク承認（ＵＬ　ｇｒａｎｔ）、臨時セル識別子
（ＴＣ－ＲＮＴＩ：Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩ）、そして時間同期値（ＴＡＣ：
ｔｉｍｅ　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ　ｃｏｍｍａｎｄ）が含まれ得る。ＴＡＣは、基地局が端
末に上向きリンク時間整列（ｔｉｍｅ　　ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）を維持するために送る時
間同期値を指示する情報である。端末は、前記時間同期値を用いて、上向きリンク送信タ
イミングを更新する。端末が時間同期を更新すれば、時間同期タイマー（ｔｉｍｅ　ａｌ
ｉｇｎｍｅｎｔ　ｔｉｍｅｒ）を開始または再開始する。ＵＬ　ｇｒａｎｔは、後述する
スケジューリングメッセージ（第３のメッセージ）の送信に使用される上向きリンク資源
割当及びＴＰＣ（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｍｍａｎｄ）を含む。ＴＰＣは、
スケジューリングされたＰＵＳＣＨのための送信パワーの決定に使用される。
【０１５８】
端末は、ランダムアクセスプリアンブルを送信した後、基地局がシステム情報またはハン
ドオーバー命令を介して指示されたランダムアクセス応答ウィンドウ（ｒａｎｄｏｍ　ａ
ｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ　ｗｉｎｄｏｗ）内で自分のランダムアクセス応答（ｒａ
ｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｒｅｓｐｏｎｓｅ）の受信を試み、ＰＲＡＣＨに対応するＲＡ
－ＲＮＴＩでマスキングされたＰＤＣＣＨを検出し、検出されたＰＤＣＣＨにより指示さ
れるＰＤＳＣＨを受信するようになる。ランダムアクセス応答情報は、ＭＡＣ　ＰＤＵ（
ＭＡＣ　ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｕｎｉｔ）の形式で送信されることができ、前記ＭＡ
Ｃ　ＰＤＵは、ＰＤＳＣＨを介して伝達されることができる。ＰＤＣＣＨには、前記ＰＤ
ＳＣＨを受信すべき端末の情報と、前記ＰＤＳＣＨの無線資源の周波数、そして時間情報
、そして前記ＰＤＳＣＨの送信形式などが含まれていることが好ましい。上述したように
、一応、端末が自分に送信されるＰＤＣＣＨの検出に成功すれば、前記ＰＤＣＣＨの情報
に応じてＰＤＳＣＨに送信されるランダムアクセス応答を適宜受信することができる。
【０１５９】
ランダムアクセス応答ウィンドウは、プリアンブルを送信した端末がランダムアクセス応
答メッセージを受信するために待機する最大時区間を意味する。ランダムアクセス応答ウ
ィンドウは、プリアンブルが送信される最後のサブフレームで３個のサブフレーム以後の
サブフレームから始めて「ｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎｄｏｗＳｉｚｅ」の長さを有す
る。すなわち、端末は、プリアンブルを送信が終了したサブフレームから３個のサブフレ
ーム以後から確保したランダムアクセスウィンドウの間、ランダムアクセス応答を受信す
るために待機する。端末は、システム情報（ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を
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介してランダムアクセスウィンドウサイズ（「ｒａ－ＲｅｓｐｏｎｓｅＷｉｎｄｏｗＳｉ
ｚｅ」）パラメータ値を取得でき、ランダムアクセスウィンドウサイズは、２から１０の
間の値に決定されることができる。
【０１６０】
端末は、基地局に送信したランダムアクセスプリアンブルと同じランダムアクセスプリア
ンブル区分子／識別子を有するランダムアクセス応答を成功的に受信すれば、ランダムア
クセス応答のモニタリングを中止する。それに対し、ランダムアクセス応答ウィンドウが
終了するまでランダムアクセス応答メッセージを受信できないか、基地局に送信したラン
ダムアクセスプリアンブルと同じランダムアクセスプリアンブル区分子を有する有効なラ
ンダムアクセス応答を受信できなかった場合、ランダムアクセス応答の受信は失敗したと
みなされ、その後、端末はプリアンブル再送信を行うことができる。
【０１６１】
上述したように、ランダムアクセス応答でランダムアクセスプリアンブル区分子が必要な
理由は、１つのランダムアクセス応答には、１つ以上の端末のためのランダムアクセス応
答情報が含まれ得るため、前記ＵＬ　ｇｒａｎｔ、ＴＣ－ＲＮＴＩ、そしてＴＡＣがどの
端末に有効であるかを知らせることが必要なためである。
【０１６２】
（３）第３のメッセージ（Ｍｓｇ３、ｍｅｓｓａｇｅ３）
端末が自分に有効なランダムアクセス応答を受信した場合には、前記ランダムアクセス応
答に含まれた情報を各々処理する。すなわち、端末は、ＴＡＣを適用させ、ＴＣ－ＲＮＴ
Ｉを格納する。また、ＵＬ　ｇｒａｎｔを用いて、端末のバッファに格納されたデータま
たは新しく生成されたデータを基地局に送信する。端末の最初接続の場合、ＲＲＣ階層で
生成されて、ＣＣＣＨを介して伝達されたＲＲＣ連結要請が第３のメッセージに含まれて
送信されることができ、ＲＲＣ連結再確立手順の場合、ＲＲＣ階層で生成されて、ＣＣＣ
Ｈを介して伝達されたＲＲＣ連結再確立要請が第３のメッセージに含まれて送信されるこ
とができる。また、ＮＡＳ接続要請メッセージを含むこともできる。
【０１６３】
第３のメッセージは、端末の識別子が含まれなければならない。競争基盤ランダムアクセ
ス手順では、基地局でどの端末が前記ランダムアクセス手順を行うか判断できないが、今
後の衝突解決のためには、端末を識別しなければならないためである。
【０１６４】
端末の識別子を含める方法としては、２つの方法が存在する。１番目の方法は、端末が前
記ランダムアクセス手順以前に既に当該セルで割り当てられた有効なセル識別子（Ｃ－Ｒ
ＮＴＩ）を有していたとすれば、端末は、前記ＵＬ　ｇｒａｎｔに対応する上向きリンク
送信信号を介して自分のセル識別子を送信する。それに対し、仮りにランダムアクセス手
順以前に有効なセル識別子を割り当てられていないならば、端末は、自分の固有識別子（
例えば、Ｓ－ＴＭＳＩまたは任意値（ｒａｎｄｏｍ　ｎｕｍｂｅｒ））を含んで送信する
。一般的に、上記の固有識別子は、Ｃ－ＲＮＴＩより長い。ＵＬ－ＳＣＨ上の送信では、
端末特定スクランブリングが使用される。ただし、端末がまだＣ－ＲＮＴＩを割り当てて
いない場合ならば、スクランブリングは、Ｃ－ＲＮＴＩに基盤することができず、その代
わりに、ランダムアクセス応答で受信したＴＣ－ＲＮＴＩが使用される。端末は、前記Ｕ
Ｌ　ｇｒａｎｔに対応するデータを送信したならば、衝突解決のためのタイマー（ｃｏｎ
ｔｅｎｔｉｏｎ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｔｉｍｅｒ）を開始する。
【０１６５】
（４）第４のメッセージ（Ｍｓｇ４、ｍｅｓｓａｇｅ４）
基地局は、端末から第３のメッセージを介して当該端末のＣ－ＲＮＴＩを受信した場合、
受信したＣ－ＲＮＴＩを用いて端末に第４のメッセージを送信する。それに対し、端末か
ら第３のメッセージを介して前記固有識別子（すなわち、Ｓ－ＴＭＳＩまたは任意値（ｒ
ａｎｄｏｍ　ｎｕｍｂｅｒ））を受信した場合、ランダムアクセス応答で当該端末に割り
当てたＴＣ－ＲＮＴＩを用いて第４のメッセージを端末に送信する。ここで、第４のメッ
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セージは、Ｃ－ＲＮＴＩを含むＲＲＣ連結設定メッセージ（ＲＲＣ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎ　ｓｅｔｕｐ）が該当し得る。
【０１６６】
端末は、ランダムアクセス応答に含まれたＵＬ　ｇｒａｎｔを介して自分の識別子を含む
データを送信した後、衝突解決のために基地局の指示を待つ。すなわち、特定メッセージ
を受信するためにＰＤＣＣＨの受信を試みる。前記ＰＤＣＣＨを受信する方法においても
２つの方法が存在する。前述したように、前記ＵＬ　ｇｒａｎｔに対応して送信された第
３のメッセージが自分の識別子がＣ－ＲＮＴＩである場合、自分のＣ－ＲＮＴＩを用いて
ＰＤＣＣＨの受信を試み、前記識別子が固有識別子（すなわち、Ｓ－ＴＭＳＩまたは任意
値（ｒａｎｄｏｍ　ｎｕｍｂｅｒ））である場合には、ランダムアクセス応答に含まれた
ＴＣ－ＲＮＴＩを用いてＰＤＣＣＨの受信を試みる。その後、前者の場合、仮りに前記衝
突解決タイマーが満了される前に、自分のＣ－ＲＮＴＩを介してＰＤＣＣＨを受信した場
合、端末は、正常にランダムアクセス手順が行われたと判断し、ランダムアクセス手順を
終了する。後者の場合には、前記衝突解決タイマーが満了される前に、ＴＣ－ＲＮＴＩを
介してＰＤＣＣＨを受信したならば、前記ＰＤＣＣＨが指示するＰＤＳＣＨが伝達するデ
ータを確認する。仮りに前記データの内容に自分の固有識別子が含まれているならば、端
末は、正常にランダムアクセス手順が行われたと判断し、ランダムアクセス手順を終了す
る。第４のメッセージを介して端末はＣ－ＲＮＴＩを取得し、その後、端末とネットワー
クとは、Ｃ－ＲＮＴＩを用いて端末特定メッセージ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｍｅｓｓａｇ
ｅ）を送受信するようになる。
【０１６７】
次に、ランダムアクセスにおいて衝突解決のための方法について説明する。
【０１６８】
ランダムアクセスを行うにあって、衝突が発生する理由は、基本的にランダムアクセスプ
リアンブルの数が有限なためである。すなわち、基地局は、全ての端末に端末固有のラン
ダムアクセスプリアンブルを与えることができないため、端末は、共通のランダムアクセ
スプリアンブルのうち、任意的に１つを選択して送信するようになる。これにより、同じ
無線資源（ＰＲＡＣＨ資源）を介して２つ以上の端末が同じランダムアクセスプリアンブ
ルを選択して送信するようになる場合が発生するが、基地局では、１つの端末から送信さ
れる１つのランダムアクセスプリアンブルとして判断するようになる。これにより、基地
局は、ランダムアクセス応答を端末に送信し、ランダムアクセス応答は、１つの端末が受
信することと予測する。しかし、上述したように衝突が発生できるので、２つ以上の端末
が１つのランダムアクセス応答を受信するようになり、これにより、端末毎に各々ランダ
ムアクセス応答の受信による動作を行うようになる。すなわち、ランダムアクセス応答に
含まれた１つのＵＬ　ｇｒａｎｔを用いて、２つ以上の端末が互いに異なるデータを同じ
無線資源に送信するようになるという問題が生じる。これにより、前記データの送信は全
て失敗することができ、端末の位置または送信パワーによって特定端末のデータのみを基
地局で受信することもできる。後者の場合、２つ以上の端末は、全て自分のデータの送信
が成功したと仮定するので、基地局は、競争で失敗した端末に失敗事実に関する情報を知
らせなければならない。すなわち、前記競争の失敗または成功に関する情報を知らせるこ
とを衝突解決（ｃｏｎｔｅｎｔｉｏｎ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ）という。
【０１６９】
衝突解決方法には、２つの方法があるが、１つの方法は、衝突解決タイマー（ｃｏｎｔｅ
ｎｔｉｏｎ　ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ　ｔｉｍｅｒ）を用いる方法と、他の１つの方法は、
成功した端末の識別子を端末に送信する方法である。前者の場合は、端末がランダムアク
セス過程前に既に固有のＣ－ＲＮＴＩを有している場合に使用される。すなわち、既にＣ
－ＲＮＴＩを有している端末は、ランダムアクセス応答に応じて自分のＣ－ＲＮＴＩを含
むデータを基地局に送信し、衝突解決タイマーを作動する。そして、衝突解決タイマーが
満了される前に、自分のＣ－ＲＮＴＩにより指示されるＰＤＣＣＨ情報が受信されれば、
端末は、自分が競争で成功したと判断し、ランダムアクセスを正常に終えるようになる。
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逆に、仮りに衝突解決タイマーが満了される前に、自分のＣ－ＲＮＴＩにより指示される
ＰＤＣＣＨを送信できなかった場合は、自分が競争で失敗したと判断し、ランダムアクセ
ス過程を再度行うか、上位階層に失敗事実を通知することができる。衝突解消方法のうち
、後者の場合、すなわち、成功した端末の識別子を送信する方法は、端末がランダムアク
セス過程前に固有のセル識別子がない場合に使用される。すなわち、端末自分がセル識別
子がない場合、ランダムアクセス応答に含まれたＵＬ　ｇｒａｎｔ情報に応じてデータに
セル識別子より上位識別子（Ｓ－ＴＭＳＩまたはｒａｎｄｏｍ　ｎｕｍｂｅｒ）を含んで
送信し、端末は、衝突解決タイマーを作動させる。衝突解決タイマーが満了される前に、
自分の上位識別子を含むデータがＤＬ－ＳＣＨに送信された場合、端末は、ランダムアク
セス過程が成功したと判断する。それに対し、衝突解決タイマーが満了される前に、自分
の上位識別子を含むデータをＤＬ－ＳＣＨに送信できなかった場合には、端末は、ランダ
ムアクセス過程が失敗したと判断するようになる。
【０１７０】
一方、非競争基盤任意接続過程での動作は、図８に示された競争基盤任意接続過程とは異
なり、第１のメッセージ送信及び第２のメッセージ送信だけで任意接続手順が終了するよ
うになる。ただし、第１のメッセージとして端末が基地局に任意接続プリアンブルを送信
する前に、端末は、基地局から任意接続プリアンブルを割り当てられるようになり、この
割り当てられた任意接続プリアンブルを基地局に第１のメッセージとして送信し、基地局
から任意接続応答を受信することにより、任意接続手順が終了するようになる。
【０１７１】
（参照信号（ＲＳ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ））
無線通信システムにおいてデータは、無線チャネルを介して送信されるので、信号は送信
中に歪まれることができる。受信端で歪まれた信号を正確に受信するために、受信された
信号の歪みは、チャネル情報を利用して補正されなければならない。チャネル情報を検出
するために、送信側と受信側とが共に知っている信号送信方法と信号がチャネルを介して
送信されるとき、歪まれた程度を用いてチャネル情報を検出する方法を主に利用する。上
述した信号をパイロット信号または参照信号（ＲＳ：ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｓｉｇｎａｌ
）という。
【０１７２】
また、近年、ほとんどの移動通信システムにおいてパケットを送信するとき、今まで１個
の送信アンテナと１個の受信アンテナとを使用したことから脱して、多重送信アンテナと
多重受信アンテナとを採択して送受信データ効率を向上させることができる方法を使用す
る。多重入出力アンテナを用いてデータを送受信するとき、信号を正確に受信するために
、送信アンテナと受信アンテナとの間のチャネル状態が検出されなければならない。した
がって、各送信アンテナは、個別的な参照信号を有さなければならない。
【０１７３】
移動通信システムにおいてＲＳは、その目的によって大きく２つに区分されることができ
る。チャネル情報取得のための目的のＲＳとデータ復調のために使用されるＲＳとがある
。前者は、ＵＥが下向きリンクへのチャネル情報を取得するのにその目的があるので、広
帯域に送信されなければならず、特定サブフレームで下向きリンクデータを受信しないＵ
Ｅでも、そのＲＳを受信し測定できなければならない。また、これは、ハンドオーバーな
どの測定などのためにも使用される。後者は、基地局が下向きリンクを送るとき、当該リ
ソースに共に送るＲＳであって、ＵＥは、当該ＲＳを受信することによってチャネル推定
をすることができ、したがって、データを復調できるようになる。このＲＳは、データが
送信される領域に送信されなければならない。
【０１７４】
ダウンリンク参照信号は、１つのセル内のすべての端末が共有する共通参照信号（ＣＲＳ
：Ｃｏｍｍｏｎ　ＲＳ）と特定端末のみのための専用参照信号（ＤＲＳ：Ｄｅｄｉｃａｔ
ｅｄ　ＲＳ）がある。送信端は、このような参照信号（ＣＲＳ，　ＤＲＳ）を利用して、
復調（ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ）とチャネル測定（ｃｈａｎｎｅｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍ
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ｅｎｔ）のための情報を受信端に提供できる。
【０１７５】
受信端（例えば、端末）は、ＣＲＳを利用してチャネル状態を測定し、測定されたチャネ
ル状態に応じてＣＱＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｑｕａｌｉｔｙ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ），ＰＭ
Ｉ（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｍａｔｒｉｘ　Ｉｎｄｅｘ）及び／又はＲＩ（Ｒａｎｋ　Ｉｎ
ｄｉｃａｔｏｒ）のようなチャネル品質と関連した指示子を送信端（例えば、基地局）に
フィードバックできる。本発明の実施の形態においてＣＲＳは、セル特定参照信号（ｃｅ
ｌｌ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ＲＳ）とも言う。これに対して、チャネル状態情報ＣＳＩのフ
ィードバックと関連した参照信号をＣＳＩ－ＲＳと定義することができる。
【０１７６】
ＤＲＳは、ＰＤＳＣＨ上のデータ復調が必要な場合に、資源要素を介して端末に送信され
ることができる。端末は、上位階層シグナリングを介してＤＲＳの存在有無を受信するこ
とができる。ＤＲＳに相応するＰＤＳＣＨ信号がマッピングされる場合においてのみ有効
である。本発明の実施の形態においてＤＲＳを端末特定参照信号（ＵＥ－ｓｐｅｃｉｆｉ
ｃ　ＲＳ）または復調参照信号（ＤＭＲＳ：Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ＲＳ）とも呼ぶ
ことができる。
【０１７７】
図９は、本発明が適用され得る無線通信システムにおいて下向きリンク資源ブロックペア
にマッピングされた参照信号パターンを例示する。
【０１７８】
図９に示すように、参照信号がマッピングされる単位に下向きリンク資源ブロックペアは
、時間領域において１つのサブフレーム×周波数領域で１２個の副搬送波で表すことがで
きる。すなわち、時間軸（ｘ軸）上で１つの資源ブロックペアは、一般循環前置（ｎｏｒ
ｍａｌ　ＣＰ：ｎｏｒｍａｌ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）である場合、１４個のＯＦ
ＤＭシンボルの長さを有し（図９（ａ）の場合）、拡張循環前置（ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｃ
Ｐ：ｅｘｔｅｎｄｅｄ　Ｃｙｃｌｉｃ　Ｐｒｅｆｉｘ）である場合、１２個のＯＦＤＭシ
ンボルの長さを有する（図９（ｂ）の場合）。資源ブロック格子において「０」、「１」
、「２」、及び「３」として記載された資源要素（ＲＥｓ）は、各々アンテナポートイン
デックス「０」、「１」、「２」、及び「３」のＣＲＳの位置を意味し、「Ｄ」として記
載された資源要素は、ＤＲＳの位置を意味する。
【０１７９】
以下、ＣＲＳについてさらに詳しく記述すれば、ＣＲＳは、物理的アンテナのチャネルを
推定するために使用され、セル内に位置した全ての端末に共通的に受信され得る参照信号
として全体周波数帯域に分布される。すなわち、このＣＲＳは、ｃｅｌｌ－ｓｐｅｃｉｆ
ｉｃなシグナルであって、広帯域に対してサブフレーム毎に送信される。また、ＣＲＳは
、チャネル品質情報ＣＳＩ及びデータ復調のために用いられることができる。
【０１８０】
ＣＲＳは、送信側（基地局）でのアンテナ配列によって様々なフォーマットで定義される
。３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム（例えば、リリース－８）では、基地局の送信アンテナ個数
によって最大４個のアンテナポートに対するＲＳが送信される。下向きリンク信号送信側
は、単一の送信アンテナ、２個の送信アンテナ、及び４個の送信アンテナのように、３つ
の種類のアンテナ配列を有する。例えば、基地局の送信アンテナの個数が２個である場合
、０番と１番のアンテナポートに対するＣＲＳが送信され、４個である場合、０～３番の
アンテナポートに対するＣＲＳが各々送信される。基地局の送信アンテナが４個である場
合、１つのＲＢでのＣＲＳパターンは、図９のとおりである。
【０１８１】
基地局が単一の送信アンテナを使用する場合、単一アンテナポートのための参照信号が配
列される。
【０１８２】
基地局が２個の送信アンテナを使用する場合、２個の送信アンテナポートのための参照信
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号は、時分割多重化（ＴＤＭ：Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ
）及び／又は周波数分割多重化（ＦＤＭ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕ
ｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）方式を利用して配列される。すなわち、２個のアンテナポートの
ための参照信号は、各々が区別されるために、互いに異なる時間資源及び／又は互いに異
なる周波数資源が割り当てられる。
【０１８３】
さらに、基地局が４個の送信アンテナを使用する場合、４個の送信アンテナポートのため
の参照信号は、ＴＤＭ及び／又はＦＤＭ方式を利用して配列される。下向きリンク信号の
受信側（端末）によって測定されたチャネル情報は、単一の送信アンテナ送信、送信ダイ
バーシティ、閉鎖ループ空間多重化（ｃｌｏｓｅｄ－ｌｏｏｐ　ｓｐａｔｉａｌ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）、開放ループ空間多重化（ｏｐｅｎ－ｌｏｏｐ　ｓｐａｔｉａｌ　
ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）、または多重ユーザ－多重入出力アンテナ（Ｍｕｌｔｉ－Ｕ
ｓｅｒ　ＭＩＭＯ）のような送信方式を利用して送信されたデータを復調するために使用
されることができる。
【０１８４】
多重入出力アンテナが支援される場合、参照信号が特定のアンテナポートから送信される
とき、前記参照信号は、参照信号のパターンによって特定された資源要素の位置に送信さ
れ、他のアンテナポートのために特定された資源要素の位置に送信されない。すなわち、
互いに異なるアンテナ間の参照信号は、互いに重ならない。
【０１８５】
以下、ＤＲＳについてさらに詳しく記述すれば、ＤＲＳは、データを復調するために使用
される。多重入出力アンテナ送信において特定の端末のために使用される先行符号化（ｐ
ｒｅｃｏｄｉｎｇ）加重値は、端末が参照信号を受信したとき、各送信アンテナで送信さ
れた送信チャネルと結合されて相応するチャネルを推定するために変更無しで使用される
。
【０１８６】
３ＧＰＰ　ＬＴＥシステム（例えば、リリース－８）は、最大４個の送信アンテナを支援
し、ランク１ビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）のためのＤＲＳが定義され
る。ランク１ビームフォーミングのためのＤＲＳは、さらにアンテナポートインデックス
５のための参照信号を表す。
【０１８７】
ＬＴＥシステムの進化発展した形態のＬＴＥ－Ａシステムにおいて基地局の下向きリンク
に最大８個の送信アンテナを支援できるようにデザインされなければならない。したがっ
て、最大８個の送信アンテナに対するＲＳも支援されなければならない。ＬＴＥシステム
において下向きリンクＲＳは、最大４個のアンテナポートに対するＲＳのみ定義されてい
るので、ＬＴＥ－Ａシステムにおいて基地局が４個以上、最大８個の下向きリンク送信ア
ンテナを有する場合、これらのアンテナポートに対するＲＳが追加的に定義され、デザイ
ンされなければならない。最大８個の送信アンテナポートに対するＲＳは、上記で説明し
たチャネル測定のためのＲＳとデータ復調のためのＲＳとの２つが共にデザインされなけ
ればならない。
【０１８８】
ＬＴＥ－Ａシステムをデザインするにあって重要な考慮事項のうちの１つは、下位互換性
（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）、すなわち、ＬＴＥ端末がＬＴＥ－
Ａシステムでも何らの無理もなくよく動作しなければならず、システムもこれを支援しな
ければならないということである。ＲＳ送信観点から見たとき、ＬＴＥで定義されている
ＣＲＳが全帯域にサブフレーム毎に送信される時間－周波数領域で追加的に最大８個の送
信アンテナポートに対するＲＳが定義されなければならない。ＬＴＥ－Ａシステムにおい
て既存のＬＴＥのＣＲＳのような方式で最大８個の送信アンテナに対するＲＳパターンを
サブフレーム毎に全帯域に追加するようになると、ＲＳオーバーヘッドが過度に大きくな
る。
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【０１８９】
したがって、ＬＴＥ－Ａシステムにおいて新しくデザインされるＲＳは、大別して２つの
分類に分けられるようになるが、ＭＣＳ、ＰＭＩなどの選択のためのチャネル測定目的の
ＲＳ（ＣＳＩ－ＲＳ：Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－ＲＳ、Ｃ
ｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ－ＲＳ等）と８個の送信アンテナに送
信されるデータ復調のためのＲＳ（ＤＭ－ＲＳ：Ｄａｔａ　Ｄｅｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ－
ＲＳ）である。
【０１９０】
チャネル測定目的のＣＳＩ－ＲＳは、既存のＣＲＳがチャネル測定、ハンドオーバーなど
の測定などの目的と同時に、データ復調のために使用されることとは異なり、チャネル測
定中心の目的のためにデザインされるという特徴がある。もちろん、これもまたハンドオ
ーバーなどの測定などの目的でも使用されることができる。ＣＳＩ－ＲＳがチャネル状態
に関する情報のみを得る目的で送信されるので、ＣＲＳとは異なり、サブフレーム毎に送
信されなくても良い。ＣＳＩ－ＲＳのオーバーヘッドを減らすために、ＣＳＩ－ＲＳは、
時間軸上で間歇的に送信される。
【０１９１】
データ復調のために、当該時間－周波数領域でスケジューリングされたＵＥに専用的（ｄ
ｅｄｉｃａｔｅｄ）にＤＭ－ＲＳが送信される。すなわち、特定ＵＥのＤＭ－ＲＳは、当
該ＵＥがスケジューリングされた領域、すなわちデータを受信する時間－周波数領域のみ
に送信される。
【０１９２】
ＬＴＥ－ＡシステムにおいてｅＮＢは、全てのアンテナポートに対するＣＳＩ－ＲＳを送
信しなければならない。最大８個の送信アンテナポートに対するＣＳＩ－ＲＳをサブフレ
ーム毎に送信することは、オーバーヘッドが大きすぎるという短所があるので、ＣＳＩ－
ＲＳは、サブフレーム毎に送信されずに、時間軸で間歇的に送信されてこそ、そのオーバ
ーヘッドを減らすことができる。すなわち、ＣＳＩ－ＲＳは、１つのサブフレームの整数
倍の周期を有して周期的に送信されたり、特定送信パターンで送信されることができる。
このとき、ＣＳＩ－ＲＳが送信される周期やパターンは、ｅＮＢが設定できる。
【０１９３】
ＣＳＩ－ＲＳを測定するために、ＵＥは、必ず自分の属したセルのそれぞれのＣＳＩ－Ｒ
Ｓアンテナポートに対するＣＳＩ－ＲＳの送信サブフレームインデックス、送信サブフレ
ーム内でＣＳＩ－ＲＳ資源要素（ＲＥ）時間－周波数位置、そして、ＣＳＩ－ＲＳシーケ
ンス等に関する情報を知っていなければならない。
【０１９４】
ＬＴＥ－ＡシステムにおいてｅＮＢは、ＣＳＩ－ＲＳを最大８個のアンテナポートに対し
て各々送信しなければならない。互いに異なるアンテナポートのＣＳＩ－ＲＳ送信のため
に使用される資源は、互いに直交（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ）しなければならない。１つの
ｅＮＢが互いに異なるアンテナポートに対するＣＳＩ－ＲＳを送信するとき、それぞれの
アンテナポートに対するＣＳＩ－ＲＳを互いに異なるＲＥにマッピングすることにより、
ＦＤＭ／ＴＤＭ方式でこれらの資源を直交（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ）して割り当てること
ができる。または、互いに異なるアンテナポートに対するＣＳＩ－ＲＳを互いに直交（ｏ
ｒｔｈｏｇｏｎａｌ）したコードにマッピングさせるＣＤＭ方式で送信することができる
。
【０１９５】
ＣＳＩ－ＲＳに関する情報をｅＮＢが自分のセルＵＥに知らせるとき、まず、各アンテナ
ポートに対するＣＳＩ－ＲＳがマッピングされる時間－周波数に関する情報を知らせるべ
きである。具体的に、ＣＳＩ－ＲＳが送信されるサブフレーム番号、またはＣＳＩ－ＲＳ
が送信される周期、ＣＳＩ－ＲＳが送信されるサブフレームオフセットであり、特定アン
テナのＣＳＩ－ＲＳ　ＲＥが送信されるＯＦＤＭシンボル番号、周波数間隔（ｓｐａｃｉ
ｎｇ）、周波数軸でのＲＥのオフセットまたはシフト値などがある。
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【０１９６】
ＣＳＩ－ＲＳは、１個、２個、４個、または８個のアンテナポートを介して送信される。
このとき、使用されるアンテナポートは、各々ｐ＝１５、ｐ＝１５、１６、ｐ＝１５、．
．．、１８、ｐ＝１５、．．．、２２である。ＣＳＩ－ＲＳは、サブキャリア間隔Δｆ＝
１５ｋＨｚに対してのみ定義されることができる。
【０１９７】
（ｋ´、ｌ´）（ここで、ｋ´は、資源ブロック内の副搬送波インデックスであり、ｌ´
は、スロット内のＯＦＤＭシンボルインデックスを表す。）及びｎ＿ｓの条件は、下記の
表３または表４のようなＣＳＩ－ＲＳ設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）によって決定
される。
【０１９８】
表３は、一般ＣＰにおいてＣＳＩ－ＲＳ構成から（ｋ´、ｌ´）のマッピングを例示する
。
【０１９９】

【表３】

【０２００】
表４は、拡張ＣＰにおいてＣＳＩ－ＲＳ構成から（ｋ´、ｌ´）のマッピングを例示する
。
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【０２０１】
【表４】

【０２０２】
表３及び表４を参照すれば、ＣＳＩ－ＲＳの送信において、異種ネットワーク（ＨｅｔＮ
ｅｔ：ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）環境を含んでマルチセル環境でセ
ル間干渉（ＩＣＩ：ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ）を減らすために
、最大３２個（一般ＣＰの場合）または最大２８個（拡張ＣＰの場合）の互いに異なる構
成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）が定義される。
【０２０３】
ＣＳＩ－ＲＳ構成は、セル内のアンテナポートの個数及びＣＰによって互いに異なり、隣
接したセルは、最大限に互いに異なる構成を有することができる。また、ＣＳＩ－ＲＳ構
成は、フレーム構造によってＦＤＤフレームとＴＤＤフレームとの両方に適用する場合と
ＴＤＤフレームのみに適用する場合とに分けられることができる。
【０２０４】
表３及び表４に基づき、ＣＳＩ－ＲＳ構成によって（ｋ´、ｌ´）及びｎ＿ｓが決められ
、各ＣＳＩ－ＲＳアンテナポートがＣＳＩ－ＲＳ送信に用いる時間－周波数資源が決定さ
れる。
【０２０５】
図１０は、本発明が適用され得る無線通信システムにおけるＣＳＩ－ＲＳ構成を例示する
図である。
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【０２０６】
図１０（ａ）は、１個または２個のＣＳＩ－ＲＳアンテナポートによるＣＳＩ－ＲＳ送信
に使用可能な２０つのＣＳＩ－ＲＳ構成を示したものであり、図１０（ｂ）は、４個のＣ
ＳＩ－ＲＳアンテナポートにより使用可能な１０つのＣＳＩ－ＲＳ構成を示したものであ
り、図１０（ｃ）は、８個のＣＳＩ－ＲＳアンテナポートによりＣＳＩ－ＲＳ送信に使用
可能な５つのＣＳＩ－ＲＳ構成を示したものである。
【０２０７】
このように、各ＣＳＩ－ＲＳ構成によってＣＳＩ－ＲＳが送信される無線資源（すなわち
、ＲＥペア）が決定される。
【０２０８】
特定セルに対してＣＳＩ－ＲＳ送信のために、１個あるいは２個のアンテナポートが設定
されれば、図１０（ａ）に示された２０つのＣＳＩ－ＲＳ構成のうち、設定されたＣＳＩ
－ＲＳ構成による無線資源上でＣＳＩ－ＲＳが送信される。
【０２０９】
同様に、特定セルに対してＣＳＩ－ＲＳ送信のために４個のアンテナポートが設定されれ
ば、図１０（ｂ）に示された１０つのＣＳＩ－ＲＳ構成のうち、設定されたＣＳＩ－ＲＳ
構成による無線資源上でＣＳＩ－ＲＳが送信される。また、特定セルに対してＣＳＩ－Ｒ
Ｓ送信のために８個のアンテナポートが設定されれば、図１０（ｃ）に示された５つのＣ
ＳＩ－ＲＳ構成のうち、設定されたＣＳＩ－ＲＳ構成による無線資源上でＣＳＩ－ＲＳが
送信される。
【０２１０】
２個のアンテナポート別（すなわち、｛１５、１６｝、｛１７、１８｝、｛１９、２０｝
、｛２１、２２｝）にそれぞれのアンテナポートに対するＣＳＩ－ＲＳは、同じ無線資源
にＣＤＭされて送信される。アンテナポート１５及び１６を、例えば、アンテナポート１
５及び１６に対するそれぞれのＣＳＩ－ＲＳ複素シンボルは同一であるが、互いに異なる
直交コード（例えば、ウォルシュコード（ｗａｌｓｈ　ｃｏｄｅ）がかけられて同じ無線
資源にマッピングされる。アンテナポート１５に対するＣＳＩ－ＲＳの複素シンボルには
［１、１］がかけられ、アンテナポート１６に対するＣＳＩ－ＲＳの複素シンボルには［
１、－１］がかけられて、同じ無線資源にマッピングされる。これは、アンテナポート｛
１７、１８｝、｛１９、２０｝、｛２１、２２｝も同様である。
【０２１１】
ＵＥは、送信されたシンボルにかけられたコードをかけて、特定アンテナポートに対する
ＣＳＩ－ＲＳを検出できる。すなわち、アンテナポート１５に対するＣＳＩ－ＲＳを検出
するためにかけられたコード［１、１］をかけ、アンテナポート１６に対するＣＳＩ－Ｒ
Ｓを検出するためにかけられたコード［１、－１］をかける。
【０２１２】
図１０（ａ）～（ｃ）に示すように、同じＣＳＩ－ＲＳ構成インデックスに該当すれば、
アンテナポート数が多いＣＳＩ－ＲＳ構成による無線資源は、ＣＳＩ－ＲＳアンテナポー
ト数が少ないＣＳＩ－ＲＳ構成による無線資源を含む。例えば、ＣＳＩ－ＲＳ構成が０で
ある場合、８個のアンテナポート数に対する無線資源は、４個のアンテナポート数に対す
る無線資源と１または２個のアンテナポート数に対する無線資源を全て含む。
【０２１３】
１つのセルで複数のＣＳＩ－ＲＳ構成が使用され得る。ノン－ゼロ電力（ＮＺＰ：ｎｏｎ
－ｚｅｒｏ　ｐｏｗｅｒ）ＣＳＩ－ＲＳは、０個または１個のＣＳＩ－ＲＳ構成のみが用
いられ、ゼロ電力（ＺＰ：ｚｅｒｏ　ｐｏｗｅｒ）ＣＳＩ－ＲＳは、０個または複数個の
ＣＳＩ－ＲＳ構成が用いられ得る。
【０２１４】
上位階層により設定される１６ビットのビットマップであるＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Ｚｅｒ
ｏＰｏｗｅｒＣＳＩ－ＲＳ）で１に設定された各ビット別に、ＵＥは、上記の表３及び表
４の４個のＣＳＩ－ＲＳ列（ｃｏｌｕｍｎ）に該当するＲＥで（上位階層により設定され
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たＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳを仮定するＲＥと重複する場合を除外）ゼロ送信電力を仮定する
。最上位ビット（ＭＳＢ：Ｍｏｓｔ　Ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　Ｂｉｔ）は、最も低いＣ
ＳＩ－ＲＳ構成インデックスに該当し、ビットマップ内でその次のビットは、順に次のＣ
ＳＩ－ＲＳ構成インデックスに該当する。
【０２１５】
ＣＳＩ－ＲＳは、上記の表３及び表４において（ｎ＿ｓ　ｍｏｄ２）の条件を満たす下向
きリンクスロット及びＣＳＩ－ＲＳサブフレーム構成を満たすサブフレームのみで送信さ
れる。
【０２１６】
フレーム構造タイプ２（ＴＤＤ）の場合、スペシャルサブフレーム、同期信号（ＳＳ）、
ＰＢＣＨまたはＳＩＢ１（ＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１）
メッセージ送信と衝突されるサブフレームまたはページングメッセージ送信のために設定
されたサブフレームでＣＳＩ－ＲＳは送信されない。
【０２１７】
また、アンテナポートセットＳ（Ｓ＝｛１５｝、Ｓ＝｛１５、１６｝、Ｓ＝｛１７、１８
｝、Ｓ＝｛１９、２０｝、またはＳ＝｛２１、２２｝）内に属するいかなるアンテナポー
トに対するＣＳＩ－ＲＳが送信されるＲＥは、ＰＤＳＣＨまたは他のアンテナポートのＣ
ＳＩ－ＲＳ送信に使用されない。
【０２１８】
ＣＳＩ－ＲＳ送信に使用される時間－周波数資源は、データ送信に使用されることができ
ないので、ＣＳＩ－ＲＳオーバーヘッドが増加するほど、データ処理量（ｔｈｒｏｕｇｈ
ｐｕｔ）が減少するようになる。これを考慮してＣＳＩ－ＲＳは、サブフレーム毎に送信
されるように構成されず、複数のサブフレームに該当する所定の送信周期毎に送信される
ように構成される。この場合、サブフレーム毎にＣＳＩ－ＲＳが送信される場合に比べて
ＣＳＩ－ＲＳ送信オーバーヘッドが低すぎるようになり得る。
【０２１９】
ＣＳＩ－ＲＳ送信のためのサブフレーム周期（以下、「ＣＳＩ送信周期」と称する）（Ｔ
＿ＣＳＩ－ＲＳ）及びサブフレームオフセット（Δ＿ＣＳＩ－ＲＳ）は、下記の表５のと
おりである。
【０２２０】
表５は、ＣＳＩ－ＲＳサブフレーム構成を例示する。
【０２２１】
【表５】

【０２２２】
表５を参照すれば、ＣＳＩ－ＲＳサブフレーム構成（Ｉ＿ＣＳＩ－ＲＳ）によってＣＳＩ
－ＲＳ送信周期（Ｔ＿ＣＳＩ－ＲＳ）及びサブフレームオフセット（Δ＿ＣＳＩ－ＲＳ）
が決定される。
【０２２３】
表５のＣＳＩ－ＲＳサブフレーム構成は、先の「ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ」フィー
ルド及び「ｚｅｒｏＴｘＰｏｗｅｒＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉｇ」フィールドのうち、
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いずれか１つに設定されることができる。ＣＳＩ－ＲＳサブフレーム構成は、ＮＺＰ　Ｃ
ＳＩ－ＲＳ及びＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳに対して個別的に（ｓｅｐａｒａｔｅｌｙ）設定され
ることができる。
【０２２４】
ＣＳＩ－ＲＳを含むサブフレームは、下記の数式１２を満たす。
【０２２５】
【数１２】

【０２２６】
数式１２においてＴ＿ＣＳＩ－ＲＳは、ＣＳＩ－ＲＳ送信周期、Δ＿ＣＳＩ－ＲＳは、サ
ブフレームオフセット値、ｎ＿ｆは、システムフレームナンバー、ｎ＿ｓは、スロットナ
ンバーを意味する。
【０２２７】
サービングセルに対して送信モード９（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｍｏｄｅ９）が設定
されたＵＥの場合、ＵＥは、１つのＣＳＩ－ＲＳ資源構成が設定され得る。サービングセ
ルに対して送信モード１０（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｍｏｄｅ１０）が設定されたＵ
Ｅの場合、ＵＥは、１つまたはそれ以上のＣＳＩ－ＲＳ資源構成（等）が設定され得る。
【０２２８】
各ＣＳＩ－ＲＳ資源構成のために、下記のようにパラメータが上位階層シグナリングを介
して設定される。
【０２２９】
・送信モード１０が設定された場合、ＣＳＩ－ＲＳ資源構成識別子
【０２３０】
・ＣＳＩ－ＲＳポート個数
【０２３１】
・ＣＳＩ－ＲＳ構成（表３及び表４参照）
【０２３２】
・ＣＳＩ－ＲＳサブフレーム構成（Ｉ＿ＣＳＩ－ＲＳ）（表５参照）
【０２３３】
・送信モード９が設定された場合、ＣＳＩフィードバックのための送信パワー（Ｐ＿Ｃ）
【０２３４】
・送信モード１０が設定された場合、各ＣＳＩプロセスに対してＣＳＩフィードバックの
ための送信パワー（Ｐ＿Ｃ）。ＣＳＩプロセスに対してＣＳＩサブフレームセットのＣ＿
ＣＳＩ、０及びＣ＿ＣＳＩ、１が上位階層により設定されれば、Ｐ＿Ｃは、ＣＳＩプロセ
スの各ＣＳＩサブフレームセット別に設定される。
【０２３５】
・任意ランダム（ｐｓｅｕｄｏ－ｒａｎｄｏｍ）シーケンス発生器パラメータ（ｎ＿ＩＤ
）
【０２３６】
・送信モード１０が設定された場合、ＱＣＬ（ＱｕａｓｉＣｏ－Ｌｏｃａｔｅｄ）タイプ
Ｂ　ＵＥ仮定のためのＱＣＬスクランブリング識別子（ｑｃｌ－ＳｃｒａｍｂｌｉｎｇＩ
ｄｅｎｔｉｔｙ－ｒ１１）、ＣＲＳポートカウント（ｃｒｓ－ＰｏｒｔｓＣｏｕｎｔ－ｒ
１１）、ＭＢＳＦＮサブフレーム設定リスト（ｍｂｓｆｎ－ＳｕｂｆｒａｍｅＣｏｎｆｉ
ｇＬｉｓｔ－ｒ１１）パラメータを含む上位階層パラメータ（「ｑｃｌ－ＣＲＳ－Ｉｎｆ
ｏ－ｒ１１」）
【０２３７】
ＵＥが導き出したＣＳＩフィードバック値が［－８、１５］ｄＢ範囲内の値を有するとき
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、Ｐ＿Ｃは、ＣＳＩ－ＲＳ　ＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥの割合に仮定される
。ここで、ＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥは、ＣＲＳ　ＥＰＲＥに対するＰＤＳＣＨ　ＥＰＲＥの
割合がρ＿Ａであるシンボルに該当する。
【０２３８】
サービングセルの同じサブフレームでＣＳＩ－ＲＳとＰＭＣＨとが共に設定されない。
【０２３９】
フレーム構造タイプ２において４個のＣＲＳアンテナポートが設定された場合、ＵＥは、
一般ＣＰの場合、［２０－３１］セット（表３参照）または拡張ＣＰの場合、［１６－２
７］セット（表４参照）に属するＣＳＩ－ＲＳ構成インデックスが設定されない。
【０２４０】
ＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ資源構成のＣＳＩ－ＲＳアンテナポートが遅延拡散（ｄｅｌａｙ　
ｓｐｒｅａｄ）、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラーシフト
（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）、平均利得（ａｖｅｒａｇｅ　ｇａｉｎ）、及び平均遅
延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）に対してＱＣＬ関係を有すると仮定することができる
。
【０２４１】
送信モード１０、そしてＱＣＬタイプＢが設定されたＵＥは、ＣＳＩ－ＲＳ資源構成に該
当するアンテナポート０－３とＣＳＩ－ＲＳ資源構成に該当するアンテナポート１５－２
２がドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラーシフト（Ｄｏｐｐｌ
ｅｒ　ｓｈｉｆｔ）に対してＱＣＬ関係であると仮定することができる。
【０２４２】
送信モード１０が設定されたＵＥの場合、サービングセルに対して１つまたはそれ以上の
ＣＳＩ－ＩＭ（Ｃｈａｎｎｅｌ－Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ－Ｉｎｔｅｒｆｅ
ｒｅｎｃｅ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）資源構成が設定され得る。
【０２４３】
上位階層シグナリングを介して各ＣＳＩ－ＩＭ資源構成のために、下記のようなパラメー
タが設定され得る。
【０２４４】
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ構成（表３及び表４参照）
【０２４５】
・ＺＰ　ＣＳＩ　ＲＳサブフレーム構成（Ｉ＿ＣＳＩ－ＲＳ）（表５参照）
【０２４６】
ＣＳＩ－ＩＭ資源構成は、設定されたＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ資源構成のうち、いずれか１つ
と同一である。
【０２４７】
サービングセルの同じサブフレーム内のＣＳＩ－ＩＭ資源とＰＭＣＨとが同時に設定され
ない。
【０２４８】
送信モード１－９が設定されたＵＥの場合、サービングセルに対してＵＥは、１つのＺＰ
　ＣＳＩ－ＲＳ資源構成が設定され得る。送信モード１０が設定されたＵＥの場合、サー
ビングセルに対してＵＥは、１つまたはそれ以上のＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ資源構成が設定さ
れ得る。
【０２４９】
上位階層シグナリングを介してＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ資源構成のために、下記のようなパラ
メータが設定され得る。
【０２５０】
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ構成リスト（表３及び表４参照）
【０２５１】
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳサブフレーム構成（Ｉ＿ＣＳＩ－ＲＳ）（表５参照）
【０２５２】
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サービングセルの同じサブフレームでＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳとＰＭＣＨとが同時に設定され
ない。
【０２５３】
セル測定（Ｃｅｌｌ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）／測定報告（Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　
Ｒｅｐｏｒｔ）
端末の移動性（ｍｏｂｉｌｉｔｙ）保障のための種々の方法（ハンドオーバー、ランダム
アクセス、セル探索等）のうち、１つまたはその種々の方法のためにＵＥは、セル測定（
ｃｅｌｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）した結果を基地局（あるいは、ネットワーク）に報
告する。
【０２５４】
３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでセル特定参照信号（ＣＲＳ）は、時間軸に各サ
ブフレーム内の０、４、７、１１番目のＯＦＤＭシンボルを介して送信され、これは、セ
ル測定（ｃｅｌｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）のために基本的に使用される。すなわち、
端末は、サービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）と隣接セル（ｎｅｉｇｈｂｏｒ　
ｃｅｌｌ）から各々受信されるＣＲＳを用いてセル測定を行う。
【０２５５】
セル測定（ｃｅｌｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）は、サービングセル及び隣接セルの信号
強度あるいは総受信電力に対する信号強度などを測定する参照信号受信電力（ＲＳＲＰ：
Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　ｒｅｃｅｉｖｅ　ｐｏｗｅｒ）、受信信号強度（Ｒ
ＳＳＩ：Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　ｓｉｇｎａｌ　ｓｔｒｅｎｇｔｈ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）、
参照信号受信品質（ＲＳＲＱ：Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　ｒｅｃｅｉｖｅｄ　
ｑｕａｌｉｔｙ）などのＲＲＭ（Ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
）測定とサービングセルとのリンク品質を測定してラジオリンク失敗（ｒａｄｉｏ　ｌｉ
ｎｋ　ｆａｉｌｕｒｅ）可否を評価できるＲＬＭ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｍｏｎｉｔｏ
ｒｉｎｇ）測定を含む概念である。
【０２５６】
ＲＳＲＰは、測定周波数帯域内でＣＲＳが送信されるＲＥの電力分配の線形平均である。
ＲＳＲＰ決定のために、アンテナポート「０」に該当するＣＲＳ（Ｒ０）が使用され得る
。また、ＲＳＲＰ決定のために、アンテナポート「１」に該当するＣＲＳ（Ｒ１）が追加
に使用されることもできる。ＲＳＲＰを決定するために、ＵＥによって用いられる測定周
波数帯域及び測定区間内で用いるＲＥの数は、当該測定正確度要求（ａｃｃｕｒａｃｙ　
ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔｓ）が満たされる限度でＵＥが決定できる。また、ＲＥ当たりの
電力は、循環前置（ＣＰ）を除いたシンボルの残りの部分内で受信したエネルギーから決
定されることができる。
【０２５７】
ＲＳＳＩは、測定帯域内でアンテナポート「０」に該当するＲＳを含むＯＦＤＭシンボル
で同一チャネル（ｃｏ－ｃｈａｎｎｅｌ）のサービングセル（ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ
）とノン－サービングセル（ｎｏｎ－ｓｅｒｖｉｎｇ　ｃｅｌｌ）、隣接チャネルからの
干渉、熱雑音（ｔｈｅｒｍａｌ　ｎｏｉｓｅ）などを含む当該ＵＥにより全てのソースか
ら感知された総受信電力の線形平均で導き出される。上位階層シグナリングによってＲＳ
ＲＱ測定を行うための特定サブフレームが指示される場合、ＲＳＳＩは、指示されたサブ
フレーム内の全てのＯＦＤＭシンボルを介して測定される。
【０２５８】
ＲＳＲＱは、Ｎ×ＲＳＲＰ／ＲＳＳＩに導き出される。ここで、Ｎは、ＲＳＳＩ測定帯域
幅のＲＢ個数を意味する。また、上記の式で分子及び分母の測定は、同じＲＢのセットで
求められることができる。
【０２５９】
基地局は、上位階層シグナリング（例えば、ＲＲＣ連結再構成（ＲＲＣ　Ｃｏｎｎｅｃｔ
ｉｏｎ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）メッセージ）を介してＵＥに測定（ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ）のための設定情報を伝達できる。
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【０２６０】
ＲＲＣ連結再構成メッセージは、無線資源構成専用（「ｒａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏ
ｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ」）情報要素（ＩＥ：Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅ
ｎｔ）と、測定設定（「ｍｅａｓＣｏｎｆｉｇ」）ＩＥを含む。
【０２６１】
「ｍｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥは、ＵＥにより行われなければならない測定を特定し、測
定ギャップ（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｇａｐ）の構成だけでなく、イントラ－周波数（
ｉｎｔｒａ－ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）移動性、インター－周波数（ｉｎｔｅｒ－ｆｒｅｑｕ
ｅｎｃｙ）移動性、インター－ＲＡＴ（ｉｎｔｅｒ－ＲＡＴ）移動性のための設定情報を
含む。
【０２６２】
特に、「ｍｅａｓＣｏｎｆｉｇ」ＩＥは、測定で除去される測定対象（「ｍｅａｓＯｂｊ
ｅｃｔ」）のリストを表す「ｍｅａｓＯｂｊｅｃｔＴｏＲｅｍｏｖｅＬｉｓｔ」と新しく
追加されたり、修正されるリストを表す「ｍｅａｓＯｂｊｅｃｔＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓ
ｔ」が含まれる。また、「ｍｅａｓＯｂｊｅｃｔ」には、通信技術によって「ＭｅａｓＯ
ｂｊｅｃｔＣＤＭＡ２０００」、「ＭｅａｓＯｂｊｃｔＥＵＴＲＡ」、「ＭｅａｓＯｂｊ
ｅｃｔＧＥＲＡＮ」などが含まれる。
【０２６３】
「ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ」ＩＥは、無線ベアラー
（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ）を設定／変更／解除（ｓｅｔｕｐ／ｍｏｄｉｆｙ／ｒｅｌ
ｅａｓｅ）したり、ＭＡＣメイン構成を変更したり、半永続スケジューリング（ＳＰＳ：
Ｓｅｍｉ－Ｐｅｒｓｉｓｔｅｎｔ　Ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇ）設定を変更したり、及び専用
物理的設定（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）を
変更するために使用される。
【０２６４】
「ＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄｉｃａｔｅｄ」ＩＥは、サービングセ
ル測定のための時間領域測定資源制限パターン（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ　ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｒｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ　ｐａｔｔｅｒｎ）を指示する
「ｍｅａｓＳｕｂｆｒａｍｅＰａｔｔｅｒｎ－Ｓｅｒｖ」フィールドを含む。また、ＵＥ
により測定される隣接セルを指示する「ｍｅａｓＳｕｂｆｒａｍｅＣｅｌｌＬｉｓｔ」と
隣接セル測定のための時間領域測定資源制限パターンを指示する「ｍｅａｓＳｕｂｆｒａ
ｍｅＰａｔｔｅｒｎ－Ｎｅｉｇｈ」とを含む。
【０２６５】
測定セル（サービングセル及び隣接セルを含む）のために設定された時間領域測定資源制
限パターン（ｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｒ
ｅｓｔｒｉｃｔｉｏｎ　ｐａｔｔｅｒｎ）は、ＲＳＲＱ測定を行うための無線フレーム当
たり、少なくとも１つのサブフレームを指示できる。測定セルのために設定された時間領
域測定資源制限パターンによって指示されたサブフレーム以外では、ＲＳＲＱ測定が行わ
れない。
【０２６６】
このように、ＵＥ（例えば、３ＧＰＰ　Ｒｅｌ－１０）は、サービングセル測定のための
サブフレームパターン（「ｍｅａｓＳｕｂｆｒａｍｅＰａｔｔｅｒｎ－Ｓｅｒｖ」）及び
隣接セル測定のためのサブフレームパターン（「ｍｅａｓＳｕｂｆｒａｍｅＰａｔｔｅｒ
ｎ－Ｎｅｉｇｈ」）により設定された区間のみでＲＳＲＱが測定されなければならない。
【０２６７】
ただし、ＲＳＲＰは、このようなパターン内の測定が制約されていないが、正確度要求（
ａｃｃｕｒａｃｙ　ｒｅｑｕｉｒｅｍｅｎｔ）のためには、このようなパターン内のみで
測定されることが好ましい。
【０２６８】
アンテナポート間ＱＣＬ（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｅｄ）
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ＱＣ／ＱＣＬ（ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｅｄあるいはｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａ
ｔｉｏｎ）は、次のように定義されることができる。
【０２６９】
２つのアンテナポートがＱＣ／ＱＣＬ関係にある（あるいは、ＱＣ／ＱＣＬされた）とす
れば、１つのアンテナポートを介して伝達される信号の広範囲特性（ｌａｒｇｅ－ｓｃａ
ｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｙ）が他の１つのアンテナポートを介して伝達される信号から暗示
（ｉｎｆｅｒ）され得ると端末が仮定できる。ここで、前記広範囲特性は、遅延拡散（Ｄ
ｅｌａｙ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）、周波数
シフト（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｈｉｆｔ）、平均受信パワー（Ａｖｅｒａｇｅ　ｒｅｃ
ｅｉｖｅｄ　ｐｏｗｅｒ）、受信タイミング（Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｔｉｍｉｎｇ）のうち
、１つ以上を含む。
【０２７０】
また、次のように定義されることもできる。２つのアンテナポートがＱＣ／ＱＣＬ関係に
ある（あるいは、ＱＣ／ＱＣＬされた）とすれば、１つのアンテナポートを介して１シン
ボルが伝達されるチャネルの広範囲特性（ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｙ）
が他の１つのアンテナポートを介して１シンボルが伝達される無線チャネルから暗示（ｉ
ｎｆｅｒ）され得ると端末が仮定できる。ここで、前記広範囲特性は、遅延拡散（ｄｅｌ
ａｙ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラー
シフト（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）、平均利得（ａｖｅｒａｇｅ　ｇａｉｎ）、及び
平均遅延（ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）のうち、１つ以上を含む。
【０２７１】
すなわち、２つのアンテナポートがＱＣ／ＱＣＬ関係にある（あるいは、ＱＣ／ＱＣＬさ
れた）とは、１つのアンテナポートからの無線チャネルの広範囲特性が残りの１つのアン
テナポートからの無線チャネルの広範囲特性と同一であることを意味する。ＲＳが送信さ
れる複数のアンテナポートを考慮すれば、互いに異なる２つの種類のＲＳが送信されるア
ンテナポートがＱＣＬ関係にあれば、１つの種類のアンテナポートからの無線チャネルの
広範囲特性を他の１つの種類のアンテナポートからの無線チャネルの広範囲特性に代える
ことができるであろう。
【０２７２】
本明細書において、上記のＱＣ／ＱＣＬ関連定義を区分しない。すなわち、ＱＣ／ＱＣＬ
概念は、上記の定義のうちの１つにしたがうことができる。あるいは、類似した他の形態
で、ＱＣ／ＱＣＬ仮定が成立するアンテナポート間には、あたかも同一位置（ｃｏ－ｌｏ
ｃａｔｉｏｎ）で送信するように仮定できるという形態（例えば、同一送信ポイント（ｔ
ｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｐｏｉｎｔ）で送信するアンテナポートであると端末が仮定で
きるという等）にＱＣ／ＱＣＬ概念定義が変形されることができ、本発明の思想は、この
ような類似変形例等を含む。本発明では、説明の都合上、上記のＱＣ／ＱＣＬ関連定義を
混用して使用する。
【０２７３】
前記ＱＣ／ＱＣＬの概念によって、端末は、非－ＱＣ／ＱＣＬ（Ｎｏｎ－ＱＣ／ＱＣＬ）
アンテナポートに対しては、当該アンテナポートからの無線チャネル間に同じ前記広範囲
特性を仮定できない。すなわち、この場合、端末は、タイミング取得及びトラッキング（
ｔｒａｃｋｉｎｇ）、周波数オフセット推定及び補償、遅延推定及びドップラー推定など
に対してそれぞれの設定された非－ＱＣ／ＱＣＬアンテナポート別に独立的なプロセシン
グを行うべきである。
【０２７４】
ＱＣ／ＱＣＬを仮定できるアンテナポート間に対し、端末は、次のような動作を行うこと
ができるという長所がある：
【０２７５】
・遅延拡散及びドップラー拡散に対し、端末は、ある１つのアンテナポートからの無線チ
ャネルに対する電力－遅延－プロファイル（ｐｏｗｅｒ－ｄｅｌａｙ　ｐｒｏｆｉｌｅ）
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、遅延拡散及びドップラースペクトル（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｅｃｔｒｕｍ）、ドップラ
ー拡散推定結果を、他のアンテナポートからの無線チャネルに対するチャネル推定の際に
使用されるウィナーフィルター（Ｗｉｅｎｅｒ　ｆｉｌｔｅｒ）などに同様に適用できる
。
【０２７６】
・周波数シフト（ｓｈｉｆｔ）及び受信されたタイミングに対し、端末は、ある１つのア
ンテナポートに対する時間及び周波数同期化を行った後、同じ同期化を他のアンテナポー
トの復調に適用することができる。
【０２７７】
・平均受信電力に対し、端末は、２つ以上のアンテナポートに対してＲＳＲＰ（Ｒｅｆｅ
ｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｒｅｃｅｉｖｅｄ　Ｐｏｗｅｒ）測定を平均することができ
る。
【０２７８】
例えば、端末が下向きリンクデータチャネル復調のためのＤＭＲＳアンテナポートがサー
ビングセルのＣＲＳアンテナポートとＱＣ／ＱＣＬされたとすれば、端末は、当該ＤＭＲ
Ｓアンテナポートを介してのチャネル推定の際、自分のＣＲＳアンテナポートから推定し
た無線チャネルの広範囲特性（ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｐｒｏｐｅｒｔｉｅｓ）を同様
に適用してＤＭＲＳ基盤下向きリンクデータチャネル受信性能を向上させることができる
。
【０２７９】
なぜなら、ＣＲＳは、サブフレーム毎に、そして全体帯域にわたって相対的に高い密度（
ｄｅｎｓｉｔｙ）でブロードキャスティングされる参照信号であるから、広範囲特性に関
する推定値は、ＣＲＳからより安定的に取得が可能なためである。それに対し、ＤＭＲＳ
は、特定スケジューリングされたＲＢに対しては、端末特定に送信され、また、ＰＲＧ（
ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｂｌｏｃｋ　ｇｒｏｕｐ）単位が基地局が送信
に使用するプリコーディング行列（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ）が変わることが
あるので、端末に受信される有効チャネルは、ＰＲＧ単位で変わることができ、複数のＰ
ＲＧをスケジューリングされた場合であっても広い帯域にわたってＤＭＲＳを無線チャネ
ルの広範囲特性推定用に使用時に性能劣化が生じ得る。また、ＣＳＩ－ＲＳも、その送信
周期が数～数十ｍｓになり得るし、資源ブロック当たり、平均的にアンテナポート当たり
、１資源要素の低い密度を有するので、ＣＳＩ－ＲＳも同様に、無線チャネルの広範囲特
性推定用に使用する場合、性能劣化が生じ得る。
【０２８０】
すなわち、アンテナポート間のＱＣ／ＱＣＬ仮定をすることで端末は、下向きリンク参照
信号の検出／受信、チャネル推定、チャネル状態報告などに活用することができる。
【０２８１】
（制限されたＲＬＭ及びＲＲＭ／ＣＳＩ測定）
干渉調整（Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）の１つの方法として
、攻撃セル（ａｇｇｒｅｓｓｏｒ　ｃｅｌｌ）が一部物理チャネルの送信パワー（ｔｒａ
ｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｐｏｗｅｒ）／動作（ａｃｔｉｖｉｔｙ）を減らす（ここで、送信
パワー／動作を減らすことは、ゼロパワーに設定する動作まで含むことができる）沈黙サ
ブフレーム（ｓｉｌｅｎｔ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）（または、ＡＢＳ（ａｌｍｏｓｔ　ｂｌ
ａｎｋ　ｓｕｂｆｒａｍｅ）と呼ばれることができる）を使用し、犠牲セル（ｖｉｃｔｉ
ｍ　ｃｅｌｌ）がこれを考慮してＵＥをスケジューリングする時間ドメインセル間干渉調
整（ｓｃｈｅｄｕｌｉｎｇするｔｉｍｅ　ｄｏｍａｉｎ　ｉｎｔｅｒ－ｃｅｌｌ　ｉｎｔ
ｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｃｏｏｒｄｉｎａｔｉｏｎ）が可能である。
【０２８２】
この場合、犠牲セル（ｖｉｃｔｉｍ　ｃｅｌｌ）ＵＥの立場では、干渉レベル（ｉｎｔｅ
ｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｌｅｖｅｌ）がサブフレームによって大きく変化することができる。
【０２８３】
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ｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｍｏｎｉｔｏｒｉｎｇ）やＲＳＲＰ／ＲＳＲＱなどを測定する無線資
源管理（ＲＲＭ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ）動作を行うか
、リンク適応（ｌｉｎｋ　ａｄａｐｔａｔｉｏｎ）のためにチャネル状態情報（ＣＳＩ：
Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を測定するために、前記モニタ
リング／測定は、均一な干渉特性を持つサブフレームのセットに制限されなければならな
い。３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムでは、下記のように制限されたＲＬＭ及びＲＲＭ／ＣＳＩ
測定を定義する。
【０２８４】
ＵＥは、Ｐｃｅｌｌの下向きリンク無線リンク品質（ｄｏｗｎｌｉｎｋｌｉｎｋ　ｑｕａ
ｌｉｔｙ）を感知するために、セル特定参照信号（ＣＲＳ）に基盤して下向きリンクリン
ク品質をモニターする。端末は、下向きリンク無線リンク品質を推定し、Ｐｃｅｌｌの下
向きリンク無線リンク品質をモニタリングするために、しきい値Ｑ＿ｏｕｔ及びＱ＿ｉｎ
と推定値とを比較する。
【０２８５】
しきい値Ｑ＿ｏｕｔは、下向きリンク無線リンクが信頼できるように（ｒｅｌｉａｂｌｙ
）受信され得ないレベルに定義され、下記の表６で明示された送信パラメータに基盤して
ＰＣＦＩＣＨエラーを考慮した仮想の（ｈｙｐｏｔｈｅｔｉｃａｌ）ＰＤＣＣＨ送信の１
０％ブロックエラー率（ＢＥＲ：ｂｌｏｃｋ　ｅｒｒｏｒ　ｒａｔｅ）に該当する。
【０２８６】
しきい値Ｑ＿ｉｎは、下向きリンク無線リンク品質がＱ＿ｏｕｔでの下向きリンク無線リ
ンク品質より顕著に信頼できるように受信され得るレベルに定義され、下記の表７で明示
された送信パラメータに基盤してＰＣＦＩＣＨエラーを考慮した仮想の（ｈｙｐｏｔｈｅ
ｔｉｃａｌ）ＰＤＣＣＨ送信の２％ＢＥＲに該当する。
【０２８７】
上位階層シグナリングが制限されたＲＬＭのための特定サブフレームを指示するとき、無
線リンク品質がモニタリングされる。
【０２８８】
ＲＬＭ測定を行うための時間ドメイン測定資源制限パターンが上位階層により設定される
とき、さらに測定されるセルのために設定された時間ドメイン測定資源制限パターンがＲ
ＬＭ測定を行うための無線フレーム当たり、少なくとも１つのサブフレームを指示するな
らば、一定の要求事項が適用される。
【０２８９】
ＣＲＳ支援（ａｓｓｉｓｔａｎｃｅ）情報が提供される場合、ＣＲＳ支援情報が提供され
た１つまたはそれ以上のセルの送信アンテナポート（ｔｒａｎｓｍｉｔ　ａｎｔｅｎｎａ
　ｐｏｒｔ）の個数がＲＬＭが行われるセルの送信アンテナポートの個数と相違するとき
、前記要求事項が満たされることができる。
【０２９０】
仮りに、端末がＣＲＳ支援情報を提供されないか、ＣＲＳ支援データが全体評価期間の間
に有効でなければ、ＣＲＳとノン－ＭＢＳＦＮ（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｂｒｏａｄｃａｓ
ｔ　ｓｉｎｇｌｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｎｅｔｗｏｒｋ）サブフレーム内で設定された
ＡＢＳの衝突下に時間ドメイン測定制限が適用され得る。
【０２９１】
表６は、同期が合わない状態（ｏｕｔ－ｏｆ－ｓｙｎｃ）に対するＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩ
ＣＨ送信パラメータを例示する。
【０２９２】
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【表６】

【０２９３】
表７は、同期が合う状態（ｉｎ－ｓｙｎｃ）に対するＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ送信パラ
メータを例示する。
【０２９４】

【表７】

【０２９５】
Ｐｃｅｌｌに対する下向きリンク無線リンク品質は、ＵＥにより上位階層に同期が合わな
い状態（ｏｕｔ－ｏｆ－ｓｙｎｃ　ｓｔａｔｕｓ）／同期が合う状態（ｉｎ－ｓｙｎｃ　
ｓｔａｔｕｓ）を指示するためにモニターされる。
【０２９６】
非－ＤＲＸ（ｎｏｎ－ＤＲＸ）モード動作において、ＵＥの物理階層は、無線フレーム毎
にしきい値（Ｑ＿ｏｕｔ及びＱ＿ｉｎ）を考慮して以前の時間区間の間評価された無線リ
ンク品質を測定（ａｓｓｅｓｓ）する。
【０２９７】
上位階層シグナリングが制限されたＲＬＭのための特定サブフレームを指示すれば、無線
リンク品質の測定は、上位階層シグナリングで指示されていない以外に、他のサブフレー
ムで行われない。
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【０２９８】
無線リンク品質がしきい値Ｑ＿ｏｕｔより不良であれば、ＵＥの物理階層は、無線リンク
品質が測定された無線フレーム内で上位階層にｏｕｔ－ｏｆ－ｓｙｎｃを指示する。無線
リンク品質がしきい値Ｑ＿ｉｎより良好であれば、ＵＥの物理階層は、無線リンク品質が
測定された無線フレーム内で上位階層にｉｎ－ｓｙｎｃを指示する。
【０２９９】
（マッシブＭＩＭＯ（Ｍａｓｓｉｖｅ　ＭＩＭＯ））
ＬＴＥリリース（Ｒｅｌ：ｒｅｌｅａｓｅ）－１２以後の無線通信システムでは、能動ア
ンテナシステム（ＡＡＳ：Ａｃｔｉｖｅ　Ａｎｔｅｎｎａ　Ｓｙｓｔｅｍ）の導入が考慮
されている。
【０３００】
信号の位相及び大きさを調整できる増幅器とアンテナとが分離されている既存の受動アン
テナシステムとは異なり、ＡＡＳは、それぞれのアンテナが増幅器のような能動素子を含
むように構成されたシステムを意味する。
【０３０１】
ＡＡＳは、能動アンテナ使用によって増幅器とアンテナとを連結するための別のケーブル
、コネクタ、その他、ハードウェアなどが必要でなく、したがって、エネルギー及び運用
費用の側面で効率性の高い特徴を有する。特に、ＡＡＳは、各アンテナ別の電子式ビーム
制御（ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃ　ｂｅａｍ　ｃｏｎｔｒｏｌ）方式を支援するため、ビーム
方向及びビーム幅を考慮した精巧なビームパターン形成または３次元ビームパターンを形
成するなどの進歩したＭＩＭＯ技術を可能なようにする。
【０３０２】
ＡＡＳ等の進歩したアンテナシステムの導入により、複数の入出力アンテナと多次元アン
テナ構造を有する大規模ＭＩＭＯ構造も考慮されている。一例として、既存の一字形アン
テナ配列とは異なり、２次元アンテナ配列を形成する場合、ＡＡＳの能動アンテナにより
３次元ビームパターンを形成できる。送信アンテナ観点で前記３次元ビームパターンを活
用する場合、ビームの水平方向だけでなく、垂直方向への準－静的または動的なビーム形
成を行うことができ、一例として、垂直方向のセクター形成などの応用を考慮できる。
【０３０３】
また、受信アンテナ観点では、大規模の受信アンテナを活用して受信ビームを形成すると
き、アンテナ配列利得（ａｎｔｅｎｎａ　ａｒｒａｙ　ｇａｉｎ）による信号電力上昇効
果を期待できる。したがって、上向きリンクの場合、基地局が複数のアンテナを介して端
末から送信される信号を受信することができ、このとき、端末は、干渉影響を減らすため
に、大規模の受信アンテナの利得を考慮して自分の送信電力を極めて低く設定できるとい
う長所がある。
【０３０４】
図１１は、本発明が適用され得る無線通信システムにおいて基地局または端末が、ＡＡＳ
基盤の３Ｄ（３－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）ビーム形成が可能な複数の送受信アンテナを有し
ているシステムを例示する。
【０３０５】
図１１は、前述した例を図式化したものであって、２次元アンテナ配列（すなわち、２Ｄ
－ＡＡＳ）を利用した３Ｄ　ＭＩＭＯシステムを例示する。
【０３０６】
（マッシブＭＩＭＯのセルカバレッジ（Ｃｅｌｌ　ｃｏｖｅｒａｇｅ　ｏｆ　ｍａｓｓｉ
ｖｅ　ＭＩＭＯ））
多重アンテナシステム、一例として、Ｎ個の送信アンテナを有するシステムは、単一アン
テナシステムに比べて全体送信電力を同一に送信すると仮定すれば、特定地点に受信パワ
ーが最大Ｎ倍高いようにビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）することができ
る。
【０３０７】
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多重アンテナを有する基地局でも、ＣＲＳ、ＰＳＳ／ＳＳＳ、ＰＢＣＨ、及びブロードキ
ャスト（ｂｒｏａｄｃａｓｔ）情報を伝達するチャネルは、基地局カバレッジ領域内の全
てのＵＥが受信できるように特定方向にビームフォーミングしてはいない。
【０３０８】
これとは異なり、特定ＵＥにユニキャスト（ｕｎｉｃａｓｔ）情報を伝達するチャネルで
あるＰＤＳＣＨは、当該ＵＥの位置及びリンク状況に合わせてビームフォーミングして送
信効率を高めるようにする。すなわち、ＰＤＳＣＨの送信データストリームは、特定方向
にビームを形成するために、プリコーディング（ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ）されて多重のアン
テナポートを介して送信される。したがって、代表的にＣＲＳとＰＤＳＣＨの送信電力が
同一である場合、特定ＵＥにＣＲＳの平均受信電力と比較して当該ＵＥに向かってビーム
フォーミングされたプリコーディングされた（ｐｒｅｃｏｄｅｄ）ＰＤＳＣＨの受信電力
は最大Ｎ倍まで高いことができる。
【０３０９】
現在までＬＴＥ　Ｒｅｌ－１１システムで最大８個の送信アンテナを有する基地局を考慮
するが、これは、ＣＲＳ平均受信電力に比べてｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＰＤＳＣＨ受信電力が
８倍大きいことがあることを意味する。しかし、今後、マッシブＭＩＭＯシステムの導入
により、基地局の送信アンテナが１００個以上になる場合に、ＣＲＳとｐｒｅｃｏｄｅｄ
　ＰＤＳＣＨの受信電力は１００倍以上の差を表すことができる。結論的に、ｍａｓｓｉ
ｖｅ　ＭＩＭＯシステムの導入により、特定基地局で送信するＣＲＳのカバレッジ領域と
ＤＭ－ＲＳ基盤ＰＤＳＣＨのカバレッジ領域とが一致しないようになる。
【０３１０】
特に、このような現象は、隣接した２つの基地局の送信アンテナ個数の差が大きいとき、
大いに表れることができる。代表的に、６４個の送信アンテナを有するマクロセル（ｍａ
ｃｒｏ　ｃｅｌｌ）と単一送信アンテナを有するマイクロセル（ｍｉｃｒｏ　ｃｅｌｌ）
（例えば、ピコセル（ｐｉｃｏ　ｃｅｌｌ））とが隣接している場合を例に挙げることが
できる。Ｍａｓｓｉｖｅ　ＭＩＭＯの初期配置（ｄｅｐｌｏｙｍｅｎｔ）過程でサービン
グされる（ｓｅｒｖｅｄ）ＵＥが多いｍａｃｒｏ　ｃｅｌｌから先にアンテナ個数を増や
すことと期待しているので、ｍａｃｒｏ　ｃｅｌｌ、ｍｉｃｒｏ　ｃｅｌｌ、そしてｐｉ
ｃｏ　ｃｅｌｌが混在している異種のネットワーク（ｈｅｔｅｒｏｇｅｎｅｏｕｓ　ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）の場合、隣接した基地国間に送信アンテナの個数に大きい差が生じるように
なる。
【０３１１】
例えば、単一送信アンテナを有するｐｉｃｏ　ｃｅｌｌの場合、ＣＲＳとＰＤＳＣＨとの
カバレッジ領域が一致するようになる。しかし、６４個の送信アンテナを有するｍａｃｒ
ｏ　ｃｅｌｌの場合、ＣＲＳのカバレッジ領域よりＰＤＳＣＨのカバレッジ領域がより大
きくなる。したがって、ｍａｃｒｏ　ｃｅｌｌとｐｉｃｏ　ｃｅｌｌの境界でＣＲＳの受
信品質であるＲＳＲＰまたはＲＳＲＱのみに依存して初期接続及びハンドオーバーを決定
するようになると、ＰＤＳＣＨの最大品質を提供する基地局をサービングセル（ｓｅｒｖ
ｉｎｇ　ｃｅｌｌ）として選択できなくなる。これに対する単純な解決策として、Ｎ個の
送信アンテナを有する基地局のＰＤＳＣＨ受信電力はＮ倍大きいことと仮定することがで
きるが、基地局がなるべく全ての方向にビームフォーミングすることができない場合を考
慮するとき、最適の解決策ではない。
【０３１２】
（ＲＲＭ－ＲＳ）
本特許では、プリコーディングされたＲＳ（ｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳ）を送信し、これに
対するＲＲＭ測定（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を行う方法を提案する。以下、本明細書で
は、このような目的のｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＲＳを「ＲＲＭ－ＲＳ」と呼ぶことにする。Ｒ
ＲＭ－ＲＳは、複数個のアンテナポートで構成されており、各アンテナポート別にビーム
フォーミングを異なるように設定して、各送信ビーム（ｂｅａｍ）別にＵＥがＲＳＲＰを
測定できるようにする。一例として、基地局でＭ個の方向へビームフォーミングが可能な
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場合にＭポート（Ｍ－ｐｏｒｔ）で構成されたＲＲＭ－ＲＳを設定する。
【０３１３】
（ＲＲＭ－ＲＳの周期及び多重化（ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ））
Ｍ－ｐｏｒｔ　ＲＲＭ－ＲＳは、同一サブフレームでＣＤＭされるか、またはＦＤＭ／Ｔ
ＤＭに区分されて送信されることができる。すなわち、Ｍ－ｐｏｒｔ　ＲＲＭ－ＲＳの各
アンテナポート別の送信信号は、同一サブフレームで他の送信ＲＥを使用して送信される
か、または同一ＲＥを使用して送信される場合に、アンテナポート間に直交スクランブリ
ングコード（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ　ｃｏｄｅ）を使用して相互
間に干渉無しで区分できるようにする。
【０３１４】
これとは異なり、１つのサブフレームで同時に送信可能なＲＲＭ－ＲＳのアンテナポート
数をＫに設定し、（Ｍ／Ｋ）個のサブフレームに分けて送信することができる。
【０３１５】
この場合、ＲＲＭ－ＲＳの設定パラメータは、全体アンテナポートの個数Ｍと１つのサブ
フレームで同時送信されるアンテナポート数Ｋを含む。ＲＲＭ－ＲＳの設定パラメータと
してＲＲＭ－ＲＳ送信周期ＰとオフセットＯとを含む。ここで、ＲＲＭ－ＲＳ送信周期は
、ＲＲＭ－ＲＳが送信されるサブフレームの間隔で定義する。一例として、Ｐ＝１０、Ｏ
＝５、Ｍ＝６４、Ｋ＝３２である場合に、ＲＲＭ－ＲＳは、サブフレームインデックス（
ＳＦＩ：ｓｕｂｆｒａｍｅ　ｉｎｄｅｘ）が５、１５、２５、３５、．．．であるサブフ
レームで送信され、ＳＦＩ＝５であるサブフレームでアンテナポート０から３１のＲＲＭ
－ＲＳが送信され、ＳＦＩ＝１５であるサブフレームでアンテナポート３２から６３のＲ
ＲＭ－ＲＳが送信され、ＳＦＩ＝２５であるサブフレームでアンテナポート０から３１の
ＲＲＭ－ＲＳが再度送信される。
【０３１６】
これとは異なり、ＲＲＭ－ＲＳ送信周期を同一アンテナポートのＲＳが送信されるサブフ
レームの間隔で定義し、（Ｍ／Ｋ）個のサブフレームにＲＲＭ－ＲＳのアンテナポートを
分けて送信する方式において、（Ｍ／Ｋ）個の連続したサブフレームに分けて送信する。
一例として、Ｐ＝２０、Ｏ＝５、Ｍ＝６４、Ｋ＝３２である場合に、ＲＲＭ－ＲＳは、Ｓ
ＦＩが５、６、２５、２６、４５、４６、．．．であるサブフレームで送信され、ＳＦＩ
＝５であるサブフレームでアンテナポート０から３１のＲＲＭ－ＲＳが送信され、ＳＦＩ
＝６であるサブフレームでアンテナポート３２から６３のＲＲＭ－ＲＳが送信され、ＳＦ
Ｉ＝２５であるサブフレームでアンテナポート０から３１のＲＲＭ－ＲＳが再度送信され
る。
【０３１７】
（ＲＳＲＰ測定及び報告）
ＲＲＭ－ＲＳのＲＳＲＰは、アンテナポート別に測定して報告する。ＵＥは、複数個のＲ
ＲＭ－ＲＳを設定されることができる。
【０３１８】
各セルにおいてＲＲＭ－ＲＳを１つずつ送信する場合に、ＵＥは、サービングセル及び隣
接セルが送信するＲＲＭ－ＲＳの設定を指定されることができる。１つのセルが複数個の
ＲＲＭ－ＲＳを送信することもできる。ＵＥは、ＲＲＭ－ＲＳのＲＳＲＰを報告するとき
、当該ＲＳＲＰが何番目のＲＲＭ－ＲＳの何番目のアンテナポートのＲＳＲＰ測定結果で
あるか共に知らせる。
【０３１９】
ＲＲＭ－ＲＳのＲＳＲＰを計算するために、各アンテナポートの受信信号レベルの平均を
取るが、平均を取る時間ウィンドウ（ｗｉｎｄｏｗ）を基地局が指定することができるで
あるか、または予め決められた時間（例えば、２００ｍｓ）の間、ＲＲＭ－ＲＳの各アン
テナポート別の受信信号レベルの平均を取ってＲＳＲＰを得るようにする。または、それ
ぞれの時間ウィンドウで得た平均受信パワーを再度フィルターリングして報告するＲＳＲ
Ｐを得ることができる。
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【０３２０】
複数個のＲＲＭ－ＲＳを設定されたＵＥは、各ＲＲＭ－ＲＳの各アンテナポート別のＲＳ
ＲＰを測定する。ＲＲＭ－ＲＳをＲ個設定され、ｒ番目のＲＲＭ－ＲＳのアンテナポート
数がＭ＿ｒである場合に、ｒ番目のＲＲＭ－ＲＳのｍ番目のアンテナポートのＲＳＲＰを
ＲＳＲＰ（ｒ、ｍ）で定義する。ＵＥは、ＲＳＲＰ（ｒ、ｍ）を整列し、そのうち、強く
受信されるＬ個のアンテナポートのＲＳＲＰを選択して報告する。
【０３２１】
上記の方式を若干変形してＵＥは、ＲＳＲＰ（ｒ、ｍ）を整列し、そのうち、最も強く受
信されるアンテナポートを選択し、選択されたアンテナポートのＲＳＲＰ、すなわち、ｍ
ａｘ（ＲＳＲＰ（ｒ、ｍ））と対比して所定差内に入るポートのＲＳＲＰに報告を限定さ
せる。すなわち、次のように、ＲＳＲＰ割合（ｒａｔｉｏ）またはｄＢスケール（ｓｃａ
ｌｅ）表現においてＲＳＲＰの差が所定しきい値より高い最大Ｌ個のアンテナポートのＲ
ＳＲＰを報告する。
【０３２２】

【数１３】

【０３２３】
他の一例として、ＵＥは、参照（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）アンテナポートを指定されること
ができる。参照アンテナポートとして当該ＵＥに設定されたプリコーディングされた（ｐ
ｒｅｃｏｄｅｄ）ＣＳＩ－ＲＳとビーム方向が類似したサービングセルが送信するＲＲＭ
－ＲＳのアンテナポートを指定することが好ましい。ＵＥは、ｒ＿０番目のＲＲＭ－ＲＳ
のｍ＿０番目のアンテナポートを参照アンテナポートとして指定された場合に、参照アン
テナポートのＲＳＲＰに比べて他のアンテナポートのＲＳＲＰが所定差内に入る場合に報
告する。すなわち、次のように、ＲＳＲＰ割合（ｒａｔｉｏ）またはｄＢスケール（ｓｃ
ａｌｅ）表現でＲＳＲＰの差が所定しきい値を越える場合に報告する。
【０３２４】

【数１４】

【０３２５】
図１２は、本発明の一実施形態に係るＲＲＭ－ＲＳのアンテナポート別のＲＳＲＰを例示
する。
【０３２６】
図１２では、３２アンテナポートで構成されたＲＲＭ－ＲＳの各アンテナポート別のＲＳ
ＲＰの一例を示している。
【０３２７】
最大ＲＳＲＰを有するアンテナポートと比較して５ｄＢ以内のＲＳＲＰを有するアンテナ
ポートのＲＳＲＰを報告するように設定された場合、図１２のように、アンテナポート１
３が最大ＲＳＲＰ　４０ｄＢを有するので、ＲＳＲＰが３５ｄＢを越えるアンテナポート
に対して報告する。すなわち、アンテナポート１３を含んでアンテナポート２４、２５、
２６のＲＳＲＰが基地局に報告される。
【０３２８】
（アンテナポートグループ化（Ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ　ｇｒｏｕｐｉｎｇ））
アンテナポート別にビームフォーミングを異なるように設定できるので、この場合、アン
テナポートとビームとは一対一の対応関係を有する。



(48) JP 2018-501735 A 2018.1.18

10

20

30

40

50

【０３２９】
したがって、アンテナポートインデックス（ｉ）は、ビームインデックス（ｂｅａｍ　ｉ
ｎｄｅｘ）（ｉ）と一対一にマッピングさせることができる。（ｉ）番目のビームと（ｉ
＋１）番目のビームとの方向が互いに隣接するようにビームをインデクシングする場合、
前述した図１２の例示でのように、隣接したアンテナポート間のＲＳＲＰは、互いに類似
した特徴を見せるようになる。このような類似度は、（ｉ）番目のビームと（ｉ＋ｃ）番
目のビームとの間でも表れるが、ｃが大きくなるほど類似度は劣る。いくつの連続した隣
接ビーム間で高い類似度が出るかは、ビームの間隔及びビームの幅（ｗｉｄｔｈ）、そし
て多重－経路（ｍｕｌｔｉｐａｔｈ）の分散（ｓｃａｔｔｅｒｉｎｇ）の程度にしたがっ
て左右される。
【０３３０】
ＲＲＭ－ＲＳに基盤したＲＳＲＰ測定結果を報告された基地局は、当該ＵＥの概略的位置
を把握し、当該地点に向かって送信されるプリコーディングされた（ｐｒｅｃｏｄｅｄ）
ＣＳＩ－ＲＳ設定をＵＥに知らせて、ＵＥがＣＳＩ－ＲＳを測定してＰＤＳＣＨスケジュ
ーリングのためのＣＳＩ（ＲＩ、ＰＭＩ、ＣＱＩ等）をフィードバックできるようにする
。また、複数のセルで送信するＲＲＭ－ＲＳに基盤したＲＳＲＰ測定結果を報告された基
地局は、ＲＳＲＰ測定結果に基盤して当該ＵＥをどのセルにハンドオーバーさせるか、そ
してターゲットセルでどのプリコーディングされた（ｐｒｅｃｏｄｅｄ）ＣＳＩ－ＲＳを
ＵＥに設定するか決定する。すなわち、ＲＲＭ－ＲＳに基盤したＲＳＲＰ測定結果は、当
該ＵＥに今後どのプリコーディングされた（ｐｒｅｃｏｄｅｄ）ＣＳＩ－ＲＳを設定する
かを判断するのに必要な重要情報を基地局に提供する。
【０３３１】
前述した図１２の例示のようなＲＳＲＰ測定結果に基づいて当該ＵＥに最大４個のデータ
ストリーム送信が可能なようにするか、またはフェーディング（ｆａｄｉｎｇ）の変化に
合わせて早く最上のビームスイッチング（ｂｅｓｔ　ｂｅａｍ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）を
するために、４－ポートＣＳＩ－ＲＳを設定する場合に、ＲＳＲＰが最も大きいＲＲＭ－
ＲＳポート１３、２４、２５、２６のビーム方向と同じ４－ポートＣＳＩ－ＲＳを生成し
て設定することが最適であることと予想される。しかし、ＣＳＩ－ＲＳがＵＥ別に最適化
して生成し送信するには、オーバーヘッド（ｏｖｅｒｈｅａｄ）があまり大きい。したが
って、同一環境にある多くのＵＥがＣＳＩ－ＲＳを共有することがＣＳＩ－ＲＳ送信オー
バーヘッドを減らすことができる方法である。このような目的を達成するために、１つの
ＣＳＩ－ＲＳ設定内のＣＳＩ－ＲＳアンテナポートのプリコーディングは、隣接方向に送
信されるビームの特徴を表すようにプリコーディングされなければならない。すなわち、
他のサービングされるＵＥ（ｓｅｒｖｅｄ　ＵＥ）を考慮して、予めＲＲＭ－ＲＳポート
１２、１３、１４、１５のビーム方向と同じ４－ポートＣＳＩ－ＲＳ１とＲＲＭ－ＲＳポ
ート２４、２５、２６、２７のビーム方向と同じ４－ポートＣＳＩ－ＲＳ２とが予め設定
されている場合に、当該ＵＥにどのＣＳＩ－ＲＳを設定することが良いかをＲＲＭ－ＲＳ
のＲＳＲＰ報告を介して判断できなければならない。
【０３３２】
本発明のさらに他の実施形態として、アンテナポートグループ（ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒ
ｔ　ｇｒｏｕｐ）に対してＲＳＲＰを測定報告する。提案方式においてアンテナポートを
グループ化し、グループに属するアンテナポートのＲＳＲＰを平均して当該アンテナポー
トグループのＲＳＲＰを得るようにする。グループは、予め決められているか、または基
地局が決めて知らせることができる。または、ＵＥがグループ化方式を決め、これを報告
することができる。
【０３３３】
前述した図１２の例示のように、３２－ポートで構成されたＲＲＭ－ＲＳの場合に、４ポ
ートずつグループ化されることができる。各グループ間に分離（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）して
８（＝３２／４）個のグループにグループ化されることができる。この場合、（ｉ）番目
のポートグループは、ＲＲＭ－ＲＳポート（４ｉ）、（４ｉ＋１）、（４ｉ＋２）、（４
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ｉ）、（４ｉ＋１）、（４ｉ＋２）、そして（４ｉ＋３）のＲＳＲＰの平均で定義する。
【０３３４】
さらに他の実施形態として、グループ間の重ね合わせを許容してグループ化することがで
きる。３２－ポートで構成されたＲＲＭ－ＲＳを４ポートずつグループ化する場合に、１
５個のグループにグループ化する。この場合、（ｉ）番目のポートグループは、ＲＲＭ－
ＲＳポート（２ｉ）、（２ｉ＋１）、（２ｉ＋２）、（２ｉ＋３）で構成される。提案方
式を一般化してＡ個のポートずつグループ化し、隣接グループ間のポート間隔をＢに設定
すれば、（ｉ）番目のポートグループは、ＲＲＭ－ＲＳポート（Ｂ＊ｉ）、（Ｂ＊ｉ＋１
）、．．．、（Ｂ＊ｉ＋Ａ－１）で構成される。パラメータＡとＢの設定は、基地局がＵ
Ｅに指定するか、またはＵＥがチャネル環境及びＵＥ能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）を考
慮して選定して報告することができる。
【０３３５】
提案方式の変形によってＵＥは、報告するアンテナポートグループを選択する方式でＲＳ
ＲＰより当該アンテナポートグループとして得ることができる能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔ
ｙ）を考慮できる。この場合、ＵＥは、アンテナポートグループ内の複数のアンテナから
多重－階層（ｍｕｌｔｉ－ｌａｙｅｒ）データ送信を考慮して能力を計算する。
【０３３６】
（アンテナポートグループ化レベル（Ａｎｔｅｎｎａ　ｐｏｒｔ　ｇｒｏｕｐｉｎｇ　ｌ
ｅｖｅｌ））
提案方式において大きさが異なる複数個のグループ化方法を使用できる。すなわち、Ａ１
ポートずつグループ化する方法とＡ２ポートずつグループ化する方法とを同時に使用する
ことができる。以下、Ａ＿ｉポートずつグループ化する方法をグループ化レベル（ｇｒｏ
ｕｐｉｎｇ　ｌｅｖｅｌ）ｉと呼ぶことにする。
【０３３７】
図１３は、本発明の一実施形態に係るＲＲＭ－ＲＳアンテナポートグループ化レベルを例
示する。
【０３３８】
図１３では、１６ポートＲＲＭ－ＲＳを４ステップのグループ化レベルを適用してグルー
プ化する方式の一例を見せている。例示においてグループ化レベル１は、１ポートずつグ
ループ化する方法でグループ化しない方式を表す。そして、グループ化レベル２、３、４
は、各々２ポート、４ポート、８ポートずつグループ化している。絵の例示では、同一レ
ベルのアンテナポートグループが分離（ｄｉｓｊｏｉｎｔ）して設定された場合を表して
いる。
【０３３９】
このような多重グループ化方式においてＵＥは、グループ化レベル別にＲＳＲＰを報告す
る。すなわち、各グループ化レベル別にＲＳＲＰが高いアンテナグループを選択して報告
する。または、レベルが異なるアンテナグループ間にＲＳＲＰを比較して最上の（ｂｅｓ
ｔ）グループとグループレベルを報告できる。レベルｌが他のアンテナグループ間のＲＳ
ＲＰを比較するために、各レベルのグループＲＳＲＰに所定オフセットの分だけ補正し比
較する。ＲＲＭ－ＲＳをＲ個設定された場合、（ｒ）番目のＲＲＭ－ＲＳの（ｌ）番目の
グループ化レベルの（ｇ）番目のアンテナポートグループのＲＳＲＰをＧＲＳＲＰ（ｒ、
ｌ、ｇ）で定義すれば、次のように、基地局から（ｒ）番目のＲＲＭ－ＲＳの（ｌ）番目
のグループ化レベルのために指定されたｏｆｆｓｅｔ（ｒ、ｌ）の分だけを補正してＡｄ
ｊ＿ＧＲＳＲＰ（ｒ、ｌ、ｇ）を計算し、これを比較する。
【０３４０】
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【数１５】

【０３４１】
さらに、グループ化レベル別に、または全体グループ化方式において最上の（ｂｅｓｔ）
Ｌ個のポートグループＲＳＲＰを報告する方式で報告される最上の（ｂｅｓｔ）Ｌに対す
る頻繁な変動を減らすために、ヒステリシスパラメータ（Ｈｙｓｔｅｒｅｓｉｓ　ｐａｒ
ａｍｅｔｅｒ）、Ｈｙを追加してＲＳＲＰを補正できる。
【０３４２】

【数１６】

【０３４３】
ここで、Ｈｙは、当該ポートグループが移転報告で最上の（ｂｅｓｔ）Ｌ　ＧＲＳＲＰに
含まれるか否かによってＨｙを足すか引くかが決定される。当該ポートグループが以前の
報告で最上の（ｂｅｓｔ）Ｌ　ＧＲＳＲＰに含まれている場合、Ｈｙを足して高いＡｄｊ
＿ＲＳＲＰを有するようにバイアスを与えて最上の（ｂｅｓｔ）Ｌ　Ａｄｊ＿ＧＲＳＲＰ
を有するポートグループが頻繁に変わることを減らすようにする。
【０３４４】
提案方式においてＵＥは、参照（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ）アンテナポートグループを指定さ
れることができる。基地局は、当該ＵＥに設定されたプリコーディングされた（ｐｒｅｃ
ｏｄｅｄ）ＣＳＩ－ＲＳとビーム方向とが同じサービングセルが送信するＲＲＭ－ＲＳの
アンテナポートグループを参照アンテナポートグループに指定することが好ましい。ＵＥ
は、グループ化レベル別に参照アンテナポートグループを指定されることができる。また
は、全体グループ化レベルにおいて１つの参照アンテナポートグループを指定されること
ができる。ＵＥは、ｒ＿０番目のＲＲＭ－ＲＳのｌ＿０番目のグループ化レベルのｍ＿０
番目のアンテナポートグループを参照アンテナポートグループに指定された場合に、参照
アンテナポートグループのＡｄｊ＿ＧＲＳＲＰに比べて他のアンテナポートグループのＡ
ｄｊ＿ＧＲＳＲＰが所定しきい値を越える場合に報告する。すなわち、次のように、Ａｄ
ｊ＿ＧＲＳＲＰ割合（ｒａｔｉｏ）またはｄＢスケール（ｓｃａｌｅ）表現でＲＳＲＰの
差が所定しきい値を越える場合に報告する。
【０３４５】

【数１７】

【０３４６】
または、提案方式の変形によって参照ＲＳＲＰを現在設定されているＣＳＩ－ＲＳを介し
て特定し、ＣＳＩ－ＲＳ基盤ＲＳＲＰに比べてＲＲＭ－ＲＳ基盤ＲＳＲＰ結果を比較して
選択報告する。
【０３４７】
（３次元（３Ｄ：３－Ｄｉｍｅｎｓｉｏｎ）のためのＲＲＭ－ＲＳ）
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前述した本発明において提案する方式は、ビーム（ｂｅａｍ）の方向性が２次元空間から
３次元空間へ拡張される場合にも変形して適用可能である。３次元空間上でビームの方向
性は、上下角（垂直角）と左右角（水平角）との２つの角度によって調節される。したが
って、隣接ビーム可否を把握するために、ビームを２つのインデックス、すなわち、水平
インデックスと垂直インデックスとでインデックスすることが効率的である。本発明の特
徴によってビームインデックスとＲＲＭ－ＲＳポートインデックスとが一対一の対応関係
を有するために、ＲＲＭ－ＲＳポートも水平インデックスと垂直インデックスとでインデ
クシングされることが好ましい。
【０３４８】
垂直方向にＭ＿ｖ個のビームを有し、水平方向にＭ＿ｈ個のビームを有する３Ｄ　ＭＩＭ
Ｏシステムの場合、全体（Ｍ＿ｖ×Ｍ＿ｈ）個のビームが可能である。本発明では、（Ｍ
＿ｖ×Ｍ＿ｈ）－ポートＲＲＭ－ＲＳを設定し、各アンテナポートに水平インデックスｊ
＿ｈ（ｊ＿ｈ＝０、．．．、Ｍ＿ｈ－１）と垂直インデックスｊ＿ｖ（ｊ＿ｖ＝０、．．
．、Ｍ＿ｖ－１）とを与える。（Ｍ＿ｖ×Ｍ＿ｈ）－ポートＲＲＭ－ＲＳの資源マッピン
グを考慮して、各アンテナポートは、１次元インデックスｉ（ｉ＝０、．．．、Ｍ＿ｖ×
Ｍ＿ｈ－１）と２次元インデックスｊ＿ｈとｊ＿ｖを与えられるようになるが、（ｉ）＝
ｆ（ｊ＿ｈ、ｊ＿ｖ）の関係を有するようになる。
【０３４９】
図１４は、本発明の一実施形態に係る２次元インデックスで配列されたＲＲＭ－ＲＳのア
ンテナポートとアンテナポートグループとを例示する図である。
【０３５０】
図１４に示すように、各アンテナポートは、（ｊ＿ｈ、ｊ＿ｖ）でインデクシングされて
いる。本発明において提案する方式を適用してＡ＿ｈ×Ａ＿ｖ個のポートずつグループ化
し、隣接グループ間のポート間隔をＢ＿ｈとＢ＿ｖに設定すれば、（ｉ＿ｈ、ｉ＿ｖ）番
目のポートグループは、ＲＲＭ－ＲＳ　ｐｏｒｔ（Ｂ＿ｈ×ｉ＿ｈ＋ｊ＿ｈ、Ｂ＿ｖ×ｉ
＿ｖ＋ｊ＿ｖ）、（ｊ＿ｈ＝０、．．．、Ａ＿ｈ－１）、（ｊ＿ｖ＝０、．．．、Ａ＿ｖ
－１）で構成される。パラメータＡ＿ｈ、Ａ＿ｖとＢ＿ｈ、Ｂ＿ｖの設定は、基地局がＵ
Ｅに指定するか、またはＵＥがチャネル環境及びＵＥ能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）を考
慮して選定して報告することができる。
【０３５１】
（ＲＲＭ－ＲＳとＣＳＩ－ＲＳとの差異点）
既存のＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステムでは、ＣＳＩ報告の目的でＣＳＩ－ＲＳを送信する。
ＵＥは、ＣＳＩとしてＲＩ、ＰＭＩ、ＣＱＩなどを報告する。これとは異なり、本発明に
おいて提案するＲＲＭ－ＲＳは、アンテナポート別にＲＳＲＰを測定するために使用され
る。ＲＲＭ－ＲＳの送信資源を新しく定義するよりは、既存のＣＳＩ－ＲＳが設定可能な
資源を使用することが好ましい。これは、レガシ（ｌｅｇａｃｙ）ＵＥ等の送信効率を落
とさないためである。新しい資源にＲＲＭ－ＲＳを送信する場合、レガシ（ｌｅｇａｃｙ
）ＵＥは、これを認識できないので、ＲＲＭ－ＲＳが送信されるサブフレームで送信効率
が落ちるか、またはスケジューリングできなくなる。したがって、既存のＣＳＩ－ＲＳが
設定可能な資源を使用してＲＲＭ－ＲＳを送信する方式は、レガシ（ｌｅｇａｃｙ）ＵＥ
に当該資源を含んでＣＳＩ－ＲＳ設定し、当該資源にデータマッピングされないことを知
らせることができる。
【０３５２】
ＵＥにＣＳＩ報告のために設定された複数個のＣＳＩ－ＲＳには、データマッピングがな
されない。すなわち、ＣＳＩ－ＲＳがマッピングされるＲＥを除いてＰＤＳＣＨをマッピ
ングする。本発明の提案方式においてＲＲＭ－ＲＳは、ＣＳＩ－ＲＳと同様に、ＲＲＭ－
ＲＳがマッピングされるＲＥを除いてＰＤＳＣＨをマッピングすることができる。しかし
、変形された方式でＲＲＭ－ＲＳと関係なくＰＤＳＣＨをマッピングすることができる。
この場合、ＵＥは、同一ＲＥでＲＲＭ－ＲＳとＰＤＳＣＨとを同時に受信できなければな
らない。または、基地局がＲＲＭ－ＲＳの安全な受信を保障するために、当該資源をＺＰ
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－ＣＳＩ－ＲＳに設定してＰＤＳＣＨがマッピングされないようにすることができる。
【０３５３】
（ＲＲＭ－ＲＳのＱＣＬ設定）
各セルにおいてＲＲＭ－ＲＳを送信する場合に、ＵＥは、サービングセル及び隣接セルが
送信するＲＲＭ－ＲＳの設定を指定されることができる。これを介してＵＥは、サービン
グセルのビームフォーミング（ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）による利得及び隣接セルのビー
ムフォーミングによる利得を測定してネットワークに報告し、ハンドオーバーの判断基準
として活用する。ＲＲＭ－ＲＳは、送信密度（ｄｅｎｓｉｔｙ）が非常に低く設定される
ので、信号のトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）目的として足りないことがある。したが
って、密度（ｄｅｎｓｉｔｙ）が高くて信頼（ｒｅｌｉａｂｌｅ）できるように受信され
る信号、代表的にＣＲＳをトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）し、ＲＲＭ－ＲＳを検出す
るのにトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）結果を活用する。すなわち、サービングセルと
隣接セルとの搬送波周波数を発生するオシレーターの誤差によってサービングセルのＣＲ
Ｓによりトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）された結果を隣接セルで送信されたＲＲＭ－
ＲＳのために使用するには適していない。したがって、それぞれのＲＲＭ－ＲＳ別にＲＲ
Ｍ－ＲＳを検出するときに使用するＱＣＬ（Ｑｕａｓｉ　ｃｏ－Ｌｏｃａｔｅｄ）された
ＣＲＳ（あるいは、ＣＳＩ－ＲＳ等、特定の他のＲＳ）を知らせるようにする。ＵＥは、
ＱＣＬされたＣＲＳ（あるいは、ＣＳＩ－ＲＳ等、特定の他のＲＳ）から推定されたチャ
ネルの広範囲（ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ）特性をＲＲＭ－ＲＳの検出に使用する。ここで
、チャネルの広範囲（ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ）特性は、遅延拡散（Ｄｅｌａｙ　ｓｐｒ
ｅａｄ）、ドップラー拡散（Ｄｏｐｐｌｅｒ　ｓｐｒｅａｄ）、ドップラーシフト（Ｄｏ
ｐｐｌｅｒ　ｓｈｉｆｔ）、平均利得（ａｖｅｒａｇｅ　ｇａｉｎ）、そして平均遅延（
ａｖｅｒａｇｅ　ｄｅｌａｙ）のうち、１つ以上を含むことができる。
【０３５４】
（ＲＳＲＱに拡張）
本発明の提案方式は、ＲＲＭ－ＲＳの各アンテナポート別にＲＳＲＱを測定する方式に拡
張適用されることができる。ＲＳＲＱは、ＲＳＲＰとＲＳＳＩとの割合で定義される。し
たがって、さらにＲＳＳＩの測定が追加される。ＲＳＳＩの測定資源は、同一搬送波周波
数を有する、すなわち、同一コンポーネントキャリア（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉ
ｅｒ）に設定された全てのＲＲＭ－ＲＳにおいて同様に設定されることができる。この場
合、同一コンポーネントキャリア内のＲＲＭ－ＲＳのポート間の比較は、ＲＳＲＰを使用
しても、ＲＳＲＱを使用しても同様である。しかし、異種同一コンポーネントキャリア内
のＲＲＭ－ＲＳのポート間の比較は、ＲＳＲＰを使用するか、ＲＳＲＱを使用するかによ
って変わる。したがって、基地局は、ＵＥにＲＲＭ－ＲＳに基盤したＲＲＭ報告を行うに
あって、ＲＳＲＰを使用するか、ＲＳＲＱを使用するかを指定する。
【０３５５】
これとは異なり、それぞれのＲＲＭ－ＲＳが個別的にＲＳＳＩ測定資源を別に設定するこ
とができる。この場合には、同一コンポーネントキャリア内でもＲＲＭ－ＲＳのポート間
の比較は、ＲＳＲＰを使用するか、ＲＳＲＱを使用するかによって変わる。したがって、
基地局は、ＵＥにＲＲＭ－ＲＳに基盤したＲＲＭ報告を行うにあって、ＲＳＲＰを使用す
るか、ＲＳＲＱを使用するかを指定する。
【０３５６】
（ＲＲＭ－ＲＳ　ＲＳＲＰとＣＲＳ　ＲＳＲＰとの連関性）
本発明のＲＲＭ－ＲＳに基盤したＲＳＲＰは、多重アンテナを有している基地局のビーム
フォーミング利得をサービングセル選択に反映することを目的としている。ＲＲＭ－ＲＳ
のＲＳＲＰに基づいて特定隣接セルのビームフォーミングが最も良いと判断されても、当
該セルでブロードキャストするチャネル、すなわち、ＣＲＳ基盤復調（ｄｅｍｏｄｕｌａ
ｔｉｏｎ）をするチャネルが安定的に受信されないと、当該隣接セルにＵＥをハンドオー
バーさせることができない。したがって、ＵＥに特定基地局で送信するＲＲＭ－ＲＭとＣ
ＲＳとが共に良い品質を有するか報告され、これに基づいてハンドオーバー決定及びビー
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ム選択（ｂｅａｍ　ｓｅｌｅｃｔｉｏｎ）を行わなければならない。このために、ＵＥは
、設定されたｉ番目のＲＲＭ－ＲＳのｊ番目のアンテナポートまたはポートグループのＲ
ＳＲＰを報告しながら、ｉ番目のＲＲＭ－ＲＳと連結されたＣＲＳのＲＳＲＰを共に報告
する。ここで、ＲＲＭ－ＲＳと連結されたＣＲＳは、ＲＲＭ－ＲＳとＱＣＬされたＣＲＳ
でありうる。
【０３５７】
以下、本明細書において提案する遅延（ｌａｔｅｎｃｙ）を減らすための端末のＣＳＩ測
定及び報告動作方法について説明する。
【０３５８】
本明細書において提案する方法は、３Ｄ－ＭＩＭＯ、ｍａｓｓｉｖｅ　ＭＩＭＯなどのシ
ステムだけでなく、ａｍｏｒｐｈｏｕｓ　ｃｅｌｌ（非晶質セル）環境などでも拡張され
て適用可能でありうることはもちろんである。
【０３５９】
まず、３Ｄ－ＭＩＭＯシステムについて簡略に説明する。
【０３６０】
３Ｄ－ＭＩＭＯシステムは、ＬＴＥ標準（Ｒｅｌ－１２）を基盤として、前述した図１１
のようなｓｉｎｇｌｅ－ｃｅｌｌ　２Ｄ－ＡＡＳ（Ａｄａｐｔｉｖｅ　Ａｎｔｅｎｎａ　
Ｓｙｓｔｅｍ）基地局に適した最適の送信方式のうちの１つであり、次のような動作を考
慮できる。
【０３６１】
図１１に示されたように、８－ｂｙ－８（８×８）のａｎｔｅｎｎａ　ａｒｒａｙからＣ
ＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓを構成する例を挙げて説明すれば、縦に各々８個のアンテナに対
しては、特定ｔａｒｇｅｔ　ＵＥに最適化された「ＵＥ－ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｂｅａｍ
　ｃｏｅｆｆｉｃｉｅｎｔｓ」を適用したｐｒｅｃｏｄｅｄ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔを
１つずつ構成することにより、横に総８－ｐｏｒｔ（ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　ｐｒｅｃｏ
ｄｅｄ）ＣＳＩ－ＲＳを設定／送信する。
【０３６２】
これにより、端末は、従来のような８－ｐｏｒｔに対するＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋを行
うことができるようになる。
【０３６３】
つまり、基地局は、個別端末（または、特定端末グループ）に最適化された垂直方向ｂｅ
ａｍ　ｇａｉｎが既に適用された（ｐｒｅｃｏｄｅｄ）ＣＳＩ－ＲＳ　８ｐｏｒｔｓを端
末に送信する。
【０３６４】
したがって、前記端末は、無線チャネルを経たＣＳＩ－ＲＳを測定（ｍｅａｓｕｒｅ）す
るため、前記端末は、従来の水平方向コードブックによる同じフィードバック方式を行っ
ても、前記（ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　ｐｒｅｃｏｄｅｄ）ＣＳＩ－ＲＳに対するＣＳＩ測
定及び報告（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ）動作を介して既に
無線チャネルの垂直方向のｂｅａｍ　ｇａｉｎ効果を得ることができるようになる。
【０３６５】
このとき、個別端末に最適化された垂直方向のビームを決定するための方法として、（１
）（ｖｅｒｔｉｃａｌｌｙ　ｐｒｅｃｏｄｅｄ）ｓｍａｌｌ－ｃｅｌｌ　ｄｉｓｃｏｖｅ
ｒｙ　ＲＳ（ＤＲＳ）によるＲＲＭ　ｒｅｐｏｒｔ結果を利用する方法、（２）端末のｓ
ｏｕｎｄｉｎｇ　ＲＳ（ＳＲＳ）を基地局が最適の受信ビーム方向に受信し、当該受信ビ
ーム方向をチャネル相互関係（ｃｈａｎｎｅｌ　ｒｅｃｉｐｒｏｃｉｔｙ）によりＤＬ最
適ビーム方向に変換して適用する方法などがある。
【０３６６】
仮に、基地局が端末の移動性により、前記ＵＥ－ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｂｅｓｔ　Ｖ－ｂ
ｅａｍ方向が変わったと判断する場合、従来の動作によれば、基地局は、ＣＳＩ－ＲＳ及
び関連ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓなどと関連したＲＲＣ設定を全て再構成（ｒｅ－ｃｏｎｆ
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ｉｇｕｒｅ）した。
【０３６７】
このように、ＲＲＣ再構成（ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）過程を行うべき場合、Ｒ
ＲＣレベルの遅延（ｌａｔｅｎｃｙ）（ｅ．ｇ．、数十～数百ｍｓ単位）発生は不回避で
ある。
【０３６８】
すなわち、ネットワーク次元では、事前にターゲットＶ－ｂｅａｍ方向を例えば、４個に
分割しておき、それぞれのＶ－方向にｐｒｅｃｏｄｉｎｇがかかった別の８ｐｏｒｔ　Ｃ
ＳＩ－ＲＳを当該別の送信資源位置で送信するようになる。
【０３６９】
また、各ＵＥは、８ｐｏｒｔ　ＣＳＩ－ＲＳのうち、特定の１つのＣＳＩ－ＲＳ設定に対
するＣＳＩ測定及び報告（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ）をし
なければならないので、ターゲットＶ－方向が変わるときには、変更されるＣＳＩ－ＲＳ
設定でネットワークとＲＲＣ　ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ手順を行うしかないよう
になる。
【０３７０】
したがって、以下では、本明細書において提案するＲＲＣレベルの遅延（ｌａｔｅｎｃｙ
）をなくすか、または大幅減らすためのＣＳＩ測定及び報告（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　
ａｎｄ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ）方法について具体的に説明する。
【０３７１】
すなわち、本明細書において提案する方法は、ＵＥに単一ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓと単一
上向きリンク（ＵＬ）フィードバック資源のみを割り当てておき、ｍｅａｓｕｒｅ対象に
なるＣＳＩ－ＲＳ　ｉｎｄｅｘ（そして／または、ＣＳＩ－ＩＭ　ｉｎｄｅｘ）が何であ
るかをＲＲＣレベルでない、ＭＡＣレベル（または、ＰＨＹレベル）で指示する方法に関
するものである。
【０３７２】
ＭＡＣレベル指示は、ＭＡＣ　ＣＥを用いることができ、ＰＨＹレベル指示は、ＤＣＩを
用いることができる。
【０３７３】
すなわち、本明細書において提案する方法は、基地局（または、ネットワーク）がＲＲＣ
　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを用いて複数の候補ＣＳＩ－ＲＳに対するＣＳＩ－ＲＳ設定を端末
に設定し、複数の候補ＣＳＩ－ＲＳのうち、ＣＳＩ－ＲＳ測定及び報告を行う少なくとも
１つのＣＳＩ－ＲＳに対して端末に「活性化」指示を明示的または暗示的に知らせる。
【０３７４】
例えば、ＣＳＩ－ＲＳ１が活性化された状態であったとき、ＣＳＩ－ＲＳ１からＣＳＩ－
ＲＳ２に移すかが考慮される状況である場合、基地局は、実際にＣＳＩ－ＲＳ２に移すと
いうｒｅ－ａｃｔｉｖａｔｅ命令を指示する前に、端末に予めＣＳＩ－ＲＳ２に対するト
ラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）をしていることができるように、事前活性化（ｐｒｅ－
ａｃｔｉｖａｔｅ）を先に指示することができる。
【０３７５】
ここで、前記ＣＳＩ－ＲＳに対するトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）は、端末がＣＳＩ
－ＲＳを測定できるように、ＣＳＩ－ＲＳに対して時間及び／又は周波数同期を合わせる
動作を意味できる。
【０３７６】
すなわち、事前－活性化（ｐｒｅ－ａｃｔｉｖａｔｅ）されたＣＳＩ－ＲＳ　ｘは、（特
定タイマー時間以内で）実際に活性化されることができるか、または活性化されないこと
もある。
【０３７７】
ここで、前記端末は、基地局からＣＳＩ－ＲＳ　ｘの活性化を指示する活性化メッセージ
を基地局から受信した後、特定ｙ　ｍｓ以後に正常なＣＳＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇを前記
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基地局にフィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）することができる。
【０３７８】
ここで、正常なＣＳＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇをフィードバックするという意味は、端末が
基地局に意味のあるＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋを行うことと解釈されることができる。
【０３７９】
前記ＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋは、測定されるサンプルの数によって意味のあるものであ
るか、それとも、意味のないものであるか判断されることができる。
【０３８０】
（能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）情報送信）
より具体的に、本明細書においては、まず、端末が特定能力シグナリング（ｃａｐａｂｉ
ｌｉｔｙ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を基地局に送信することにより、事前に（例：初期接続
時）前記基地局に自分のＣＳＩ動作関連能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）情報を知らせる。
【０３８１】
前記ＣＳＩ動作関連端末の能力情報は、下記の情報のうち、少なくとも１つを含むことが
できる。
【０３８２】
ここで、ＣＳＩ関連動作は、ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＩＭ、及び／又はＣＳＩ　ｐｒｏｃ
ｅｓｓと関連した動作を意味できる。
【０３８３】
「Ａ及び／又はＢ」の記載は、「ＡまたはＢのうち、少なくとも１つ」に解釈されること
ができる。
【０３８４】
（１．最大いくつまでのＣＳＩ－ＲＳ（Ｎｃ個）、ＣＳＩ－ＩＭ（Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎ
ｃｅ　Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）（Ｎｉ個）、及び／又はＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ（Ｎｐ
個）が同時に「完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）」されることができるか
に対する能力情報）
【０３８５】
ここで、「ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）」に表現し
た理由は、例えば、Ｎｃ＝３、Ｎｉ＝３、Ｎｐ＝４である端末の場合には、実際、基地局
が総Ｎｃ＝３　ＣＳＩ－ＲＳｓ、Ｎｉ＝３　ＣＳＩ－ＩＭｓ、Ｎｐ＝４　ＣＳＩ　ｐｒｏ
ｃｅｓｓｅｓを全て同時に設定可能であるという意味であり、この場合、従来のＲｅｌ－
１１標準でのＣｏＭＰ動作が全て支援可能である。
【０３８６】
すなわち、端末は、Ｎｃ＝３　ＣＳＩ－ＲＳｓを全てｃｈａｎｎｅｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍ
ｅｎｔしなければならず、Ｎｉ＝３　ＣＳＩ－ＩＭｓを全て干渉測定（ｉｎｔｅｒｆｅｒ
ｅｎｃｅ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ：ＩＭ）しなければならず、Ｎｐ＝４　ＣＳＩ　ｐｒ
ｏｃｅｓｓｅｓに対するＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋを全て行わなければならないことを意
味する。
【０３８７】
（２．最大いくつまでのＣＳＩ－ＲＳ（Ｎｃ´個）、ＣＳＩ－ＩＭ（Ｎｉ´個）、及び／
又はＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ（Ｎｐ´個）が同時に「一部活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃ
ｔｉｖａｔｉｏｎ）」されることができるかに対する能力情報）
【０３８８】
ここで、「一部活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）」に表現した理由は、
前記「ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ」時に端末が行える動作中に特定一部動作（ｅ．
ｇ．、ＣＳＩ－ＲＳ　ｔｒａｃｋｉｎｇ）のみに限定されるか、または別の追加動作が含
まれることもできる。
【０３８９】
例えば、特定端末は、前記１．でのパラメータは、Ｎｃ＝１、Ｎｉ＝１、Ｎｐ＝１である
とともに、２．でのパラメータは、Ｎｃ´＝３、Ｎｉ´＝１、Ｎｐ´＝１でありうる。
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【０３９０】
すなわち、Ｎｃ＝１であり、Ｎｃ´＝３であるという相違のみを有している。
【０３９１】
この意味は、前記特定端末は、Ｎｃ´＝３個の一部活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖ
ａｔｉｏｎ）されたＣＳＩ－ＲＳに対しては、ｔｉｍｅ／ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｙｎｃ
ｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ／ｔｒａｃｋｉｎｇを維持しており、この中で特定Ｎｃ＝１個の
「完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）」されるＣＳＩ－ＲＳを指定され得る
という意味に解釈されることができる。
【０３９２】
このようなＮｃ＝１個のＣＳＩ－ＲＳを指定され得る代表的な方法として、（１）ＭＡＣ
　ＣＥ　ｃｏｍｍａｎｄ等を介してＭＡＣ　ｌａｙｅｒで指示を受けることができる方法
、（２）ＤＣＩ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを介してＰＨＹ　ｌａｙｅｒでよりｄｙｎａｍｉｃ
　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎを受けることができる方法などがありうる。
【０３９３】
このような方法を介して、端末は、単一Ｎｐ＝Ｎｐ´＝１個のＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓに
対する（特定ＣＣで）単一ＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋのみ行えばよいので、ＣＳＩ　ｆｅ
ｅｄｂａｃｋに対する複雑度及びオーバヘッドは、常に同様に維持されることができる。
【０３９４】
そして、本明細書において提案する方法を介して端末が測定しなければならないＣＳＩ－
ＲＳ　ｉｎｄｅｘのみをＭＡＣ　ｌａｙｅｒまたはＰＨＹ　ｌａｙｅｒのｓｉｇｎａｌｉ
ｎｇを介して動的にスイッチング（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）することがで
きるという長所がある。
【０３９５】
すなわち、本明細書は、ＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇによる、すなわち、ＣＳＩ－ＲＳ　
ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　ｌａｔｅｎｃｙより小さいｌａｔｅｎｃｙを有するｓ
ｉｇｎａｌｉｎｇを介してｍｅａｓｕｒｅ対象になる資源のみをｓｗｉｔｃｈｉｎｇする
方法を提供する。
【０３９６】
本明細書では、説明の都合のために、ＣＳＩ－ＲＳを中心として説明するが、本明細書に
おいて提案する方法は、ＣＳＩ－ＩＭ　ｉｎｄｅｘ（または、ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　
ｉｎｄｅｘ）をｄｙｎａｍｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇするのにも同様に拡張適用できるこ
とは自明である。
【０３９７】
さらに、前記の１．及び２．においてパラメータ間にＮｃ＜＝Ｎｃ´、Ｎｉ＜＝Ｎｉ´、
及び／又はＮｐ＜＝Ｎｐ´形態で追加的な制限もありうる。
【０３９８】
この場合、端末は、このような条件を満たす限度内で、前記能力シグナリング（ｃａｐａ
ｂｉｌｉｔｙ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を送信しなければならない。
【０３９９】
基地局が前記ＣＳＩ動作関連端末の能力情報を含むｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ｓｉｇｎａｌ
ｉｎｇを端末から受信する場合、前記基地局は、今後、当該端末を設定するとき、前述し
たｃａｐａｂｉｌｉｔｙ特性組み合わせに違反しない形態で前記端末にＲＲＣ　ｓｉｇｎ
ａｌｉｎｇを送信しなければならない。
【０４００】
前記端末は、前記ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ特性に違反する場合に対しては、期待せず、ｅｒ
ｒｏｒ　ｃａｓｅとみなすことができる。
【０４０１】
前述したように、端末は、基地局からＮｃ´＝３に該当するＣＳＩ－ＲＳの３個を全てＲ
ＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを介して設定されることができると仮定する。
【０４０２】
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ただし、このとき、前記端末は、各ＣＳＩ－ＲＳ　ｉｎｄｅｘ別に「ｐａｒｔｉｃａｌ　
ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ」状態で設定するものであることを識別できる別の識別子または特
定ｉｍｐｌｉｃｉｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎによりこれを認知できるｓｉｇｎａｌｉｎｇ
を前記基地局から受信することができる。
【０４０３】
この場合、前記端末は、前記ＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを受信した時点から前記３個の
ＣＳＩ－ＲＳに対して各々ｔｉｍｅ／ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉ
ｏｎ／ｔｒａｃｋｉｎｇを行うようにする。
【０４０４】
これは、各ＣＳＩ－ＲＳ設定に含まれているｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ（ＱＣ
Ｌ）仮定を適用する特定ＲＳ（ｅ．ｇ．、ＣＲＳ）などの情報に即してｓｙｎｃｈｒｏｎ
ｉｚａｔｉｏｎ／ｔｒａｃｋｉｎｇを行うことができる。
【０４０５】
このとき、前記別の識別子形態でＮｃ´＝３個のＣＳＩ－ＲＳのうち、特定Ｎｃ＝１個の
ＣＳＩ－ＲＳのみ「完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）」であることを追加
に（または、同時に）設定または指示されることができる。
【０４０６】
または、暗示的に（ｉｍｐｌｉｃｉｔに）前記Ｎｃ＝１個のＣＳＩ－ＲＳは、常にｌｏｗ
ｅｓｔ（ｈｉｇｈｅｓｔ）　ｉｎｄｅｘｅｄ　ＣＳＩ－ＲＳに規定されるなど、特定ｉｎ
ｄｅｘに事前に規定されることもできる。
【０４０７】
すると、端末は、前記Ｎｃ＝１個の「ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ´」されたＣＳＩ
－ＲＳに対してのみＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋのためのｃｈａｎｎｅｌ　ｍｅａｓｕｒｅ
ｍｅｎｔを行えばよい。
【０４０８】
すなわち、端末は、残りのＮｃ´－Ｎｃ＝２個のＣＳＩ－ＲＳに対しては、ｃｈａｎｎｅ
ｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔを行わず、ｔｒａｃｋｉｎｇのみを行う。
【０４０９】
このように、Ｎｃ＝１個の特定ＣＳＩ－ＲＳに対してのみｃｈａｎｎｅｌ　ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔを行い、前記測定を介してｆｅｅｄｂａｃｋ　ｃｏｎｔｅｎｔｓ（ｅ．ｇ．、
ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩ）をｄｅｒｉｖｅする方法は、これとともに設定される特定ＣＳＩ
　ｐｒｏｃｅｓｓに対して前記ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｃｏｎｔｅｎｔｓを計算する動作が規
定／設定され得る。
【０４１０】
例えば、端末は、特定Ｎｐ＝１個のＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓもＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎ
ｇを介して基地局から受信するようになり、このようなＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓは、特定
個数のＣＳＩ－ＲＳとＣＳＩ－ＩＭインデックスとの間の組み合わせで定義される。
【０４１１】
しかし、ここでのＣＳＩ－ＲＳは、前記ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされるＮｃ＝１
個のＣＳＩ－ＲＳが何であるかによって前記ｆｕｌｌ　　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされるＣ
ＳＩ－ＲＳが自動反映されて、当該ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓのチャネル測定（ｃｈａｎｎ
ｅｌ　ｍｅａｓｕｒｅ）の対象になるＣＳＩ－ＲＳに認識されるようにする動作が定義／
設定され得る。
【０４１２】
さらに他の一例として、ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓも例えば、Ｎｐ´＝３にｐａｒｔｉａｌ
　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ状態で３つを設定され、それぞれのＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ内の
前記Ｎｃ´＝３個のＣＳＩ－ＲＳインデックスが設定され得る。
【０４１３】
その後、基地局は、Ｎｐ＝１個のｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされる特定ＣＳＩ　ｐ
ｒｏｃｅｓｓを前記ＭＡＣまたはＰＨＹ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを介して端末にｄｙｎａｍ
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ｉｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎを与えることができる。
【０４１４】
すると、端末は、前記ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされる特定ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓ
ｓに対するＣＳＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋを基地局に送信することができる。
【０４１５】
つまり、特定ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ別にここに連動されて指示される特定ＣＳＩ－ＲＳ
及び／又はＣＳＩ－ＩＭインデックスは、これが固定されたインデックスであるか、前述
したように、自動に可変可能なインデックスであるかを識別できる別の識別子または特定
ｉｍｐｌｉｃｉｔ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ方法が定義され得る。
【０４１６】
仮に、前記特定ＣＳＩ－ＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＩＭインデックスが特定インデックスに
固定されて指示される場合、端末は、前記固定されたＣＳＩ－ＲＳ及び／又はＣＳＩ－Ｉ
Ｍインデックスに該当する資源に対する測定（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ）を行う。
【０４１７】
仮に、前記特定ＣＳＩ－ＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＩＭインデックスが可変可能なインデッ
クス形態で設定されている場合、前述したように、特定Ｎｃ＝１個のＣＳＩ－ＲＳが別の
ＭＡＣまたはＰＨＹ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇで「ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ」される
場合、当該インデックスを自動に適用させる形態で適用されることができる。
【０４１８】
ここで、ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされるＮｃ個が２個以上でありうる。
【０４１９】
例えば、２Ｄ－ＡＡＳ構造でのｍｕｌｔｉｐｌｅ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｒｅｓｏｕｒｃｅｓを
Ｋｒｏｎｅｃｋｅｒ演算などを介して共にｍｅａｓｕｒｅさせる目的などの場合に、ｆｕ
ｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされるＮｃ個は、２個以上でありうる。
【０４２０】
この場合にも、前記ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされるＮｃ個が何であるかが別にｄ
ｙｎａｍｉｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎされる場合、このようなインデックスを自動に適用
されるようにすることができる。
【０４２１】
つまり、このようなＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ設定においては、当該設定で指示され得るＣ
ＳＩ－ＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＩＭインデックスがいかなる候補ｓｅｔのうちから設定さ
れ得るかＲＲＣ設定ステップから規定されることが好ましい。
【０４２２】
同様に、前記ＣＳＩ－ＩＭに対しても、Ｎｉ´及びＮｉ個数による前記設定または指示動
作が適用され得ることは自明である。
【０４２３】
図１５は、本明細書において提案するＣＳＩ測定及び報告方法の一例を示した図である。
【０４２４】
図１５に示すように、端末は、基地局にＣＳＩ動作関連の前記端末の能力情報を含む能力
シグナリング（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）を送信する（Ｓ１５１０）
。
【０４２５】
前記端末の能力情報は、同時に完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）可能な前
記ＣＳＩ関連動作の最大個数を表す第１の制御情報及び同時に部分活性化（ｐａｒｔｉａ
ｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）可能な前記ＣＳＩ関連動作の最大個数を表す第２の制御情報
を含む。
【０４２６】
その後、前記基地局は、ＣＳＩ動作と関連した設定が変更される場合、前記基地局は、前
記端末にＣＳＩ動作関連設定情報（または、ＣＳＩ関連動作設定情報）を送信する（Ｓ１
５２０）。
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【０４２７】
前記ＣＳＩ動作関連設定情報は、部分活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）
を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化ＣＳＩ関連動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情報
または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完全
活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報のうち、少なくとも１つを含む。
【０４２８】
その後、前記端末は、前記ＣＳＩ動作関連設定情報に基づいて完全活性化ＣＳＩを測定す
る（Ｓ１５３０）。
【０４２９】
Ｓ１５３０ステップ以前に前記端末は、部分活性化ＣＳＩ－ＲＳに対しては、トラッキン
グを行う。
【０４３０】
ＣＳＩ－ＲＳトラッキングについての具体的な説明は、前述した内容を参照する。
【０４３１】
その後、前記端末は、前記測定結果を前記基地局に報告する（Ｓ１５４０）。
【０４３２】
図１６は、本明細書において提案するＣＳＩ測定及び報告方法のさらに他の一例を示した
図である。
【０４３３】
Ｓ１６１０及びＳ１６２０、Ｓ１６４０及びＳ１６５０は、図１５のＳ１５１０ないしＳ
１５４０と同様であるから、具体的な説明を省略する。
【０４３４】
Ｓ１６２０ステップ以後（ＣＳＩ動作関連設定情報を基地局が端末に送信した後）、基地
局は、端末に完全活性化ＣＳＩ－ＲＳに対する測定を指示する指示メッセージを送信する
（Ｓ１６３０）。
【０４３５】
前記指示メッセージは、ＭＡＣ　ＣＥまたはＤＣＩでありうる。
【０４３６】
また、前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳは、部分活性化ＣＳＩ－ＲＳから選択されることが好
ましい。
【０４３７】
ＣＳＩ測定ウィンドウ（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗ）初期化／更新時点
端末がＭＡＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇまたはＰＨＹ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを介して、基地局
から特定ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＩＭ、及び／又はＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｎｄｅｘ
（等）のｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎされるｓｉｇｎａｌｉｎｇをＳＦ（ｓｕｆｂｒ
ａｍｅ）＃ｎ時点に受信した場合、前記端末は、当該時点（ｓｕｂｆｒａｍｅ　＃ｎ）か
ら特定ｙ　ｍｓ、すなわち、ＳＦ　＃（ｎ＋ｙ）時点からＣＳＩ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔ及びｒｅｐｏｒｔｉｎｇをするように適用することができる。
【０４３８】
仮に、ｐｅｒｉｏｄｉｃ　ＣＳＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇの場合、前記ＳＦ　＃（ｎ＋ｙ）
時点以後に最初に出るＲＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｉｎｓｔａｎｃｅに連動された特定ｒ
ｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ時点から新しくｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎさ
れた特定ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＩＭ、及び／又はＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ　ｉｎｄｅｘ
（等）に対するＣＳＩ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ及びｒｅｐｏｒｔｉｎｇを開始する。
【０４３９】
すなわち、ＳＦ　＃（ｎ＋ｙ）時点以後に存在する有効なｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｒｅｓｏ
ｕｒｃｅ時点に対し、前記ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ時点に計算されるＣＳ
Ｉ（ｅ．ｇ．、ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩ）が最初にＲＩがｒｅｐｏｒｔｉｎｇされる時点か
らこのような新しいＣＳＩ　ｃｏｎｔｅｎｔｓをｒｅｐｏｒｔするように定義することが
できる。



(60) JP 2018-501735 A 2018.1.18

10

20

30

40

50

【０４４０】
すなわち、前記最初のＲＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ時点以前には、ＰＭＩ／ＣＱＩ　ｒｅｐ
ｏｒｔｉｎｇ　ｉｎｓｔａｎｃｅが存在するとしても、前記新しくｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖ
ａｔｉｏｎされた設定に即してはならず、その直前にしたがっている設定に即したＣＳＩ
　ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｃｏｎｔｅｎｔｓが持続してｒｅｐｏｒｔｉｎｇされなければなら
ないことを意味する。
【０４４１】
つまり、新しいＲＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ　ｉｎｓｔａｎｃｅ時点から前記ｆｕｌｌ　ａ
ｃｔｉｖａｔｉｏｎされた設定に即して端末のＣＳＩ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇを行うように
する。
【０４４２】
上記の動作において、ＣＳＩ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔをａｖｅｒａｇｉｎｇするｗｉｎ
ｄｏｗと関連した設定情報も別にまたは共にＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを介して提供さ
れるように規定されることができる。
【０４４３】
また、このような動作は、前記ｆｕｌｌ／ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎのよう
な形態の設定を支援するｅｎｈａｎｃｅｄ端末に対してのみ規定されることができる。
【０４４４】
すなわち、従来のｕｎｒｅｓｔｒｉｃｔｅｄ　ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎを許容するもので
ない、特定［ｄ１、ｄ２］ｍｓ時間区間内のみでｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔをａｖｅｒａｇ
ｉｎｇする。
【０４４５】
これは、ｍｅａｓｕｒｅ対象になるＣＳＩ－ＲＳ及び／又はＣＳＩ－ＩＭの資源設定情報
がＭＡＣまたはＰＨＹ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを介してｄｙｎａｍｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｉｎ
ｇされ得るため、特定ｂｏｕｎｄｅｄされた区間内のみでｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖ
ｅｒａｇｉｎｇを行うように規定することが好ましいためである。
【０４４６】
一例として、測定（ｍｅａｓｕｒｅ）対象になるＣＳＩ－ＲＳ、そして／または、ＣＳＩ
－ＩＭの資源設定情報がＭＡＣまたはＰＨＹ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ（ｅ．ｇ．、ｂｙ　Ｄ
ＣＩ）を介してｄｙｎａｍｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ／ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎされるｓｉ
ｇｎａｌｉｎｇを端末が基地局から受信した場合、端末は、これに連動して前記ＣＳＩ－
ＲＳ－ｂａｓｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔのｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗを初期化または更新するように規定／設定されるこ
とができる。
【０４４７】
また、端末は、前記（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ／ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎされ
る）ｓｉｇｎａｌｉｎｇに連動して、当該ＣＳＩ－ＩＭ－ｂａｓｅｄ　ｉｎｔｅｒｆｅｒ
ｅｎｃｅ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔのｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗ
ｉｎｄｏｗを初期化または更新することができる。
【０４４８】
ここで、ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗが初期化または更
新されるという意味は、現在標準によるＣＳＩ測定のための「ｕｎｒｅｓｔｒｉｃｔｅｄ
　ｏｂｓｅｒｖａｔｉｏｎ」により例えば、過去、任意の時点から現在まで繰り返し的に
測定された当該ＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓからのチャネル測定値を端末実現によってａｖ
ｅｒａｇｉｎｇする従来動作の代りに、前記「任意の時点から」という「ｍｅａｓｕｒｅ
ｍｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗの開始点」を前記（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ／ｉｎ
ｄｉｃａｔｉｏｎされる）ｓｉｇｎａｌｉｎｇを受信した時点＃ｎ（または、特定設定／
指示された時点後、ｅ．ｇ．、＃ｎ＋ｋ）から再度初期化または更新させるものである。
【０４４９】
または、前記ｓｉｇｎａｌｉｎｇを介してどの時点から当該ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｗ
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ｉｎｄｏｗが初期化または更新されるかの時点情報を（ｅ．ｇ．、ｔｉｍｅｓｔａｍｐ形
態）共にｅｘｐｌｉｃｉｔ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇする方式も適用可能である。
【０４５０】
例えば、ＳＦＮ、ｓｌｏｔ　ｎｕｍｂｅｒなど、絶対時間パラメータ値に対する時間情報
指示方法、または前記ｓｉｇｎａｌｉｎｇを端末が受信した時点から特定＋／－Ｄｅｌｔ
ａ値形態で指示する方式などがありうる。
【０４５１】
言い換えれば、前記ｓｉｇｎａｌｉｎｇは、ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎ
ｇ　ｗｉｎｄｏｗの開始時点にのみ更新／リセットする役割をすることと限定されること
ができる。
【０４５２】
すると、当該時点から始めて、以後に追加的な前記ｓｉｇｎａｌｉｎｇが受信される前ま
で端末は、ＣＳＩ測定値を（端末実現によって）平均化できる。
【０４５３】
前記ｓｉｇｎａｌｉｎｇは、各ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ別に別途に（独立的に）ｓｉｇｎ
ａｌｉｎｇされることができる。これにより、各ｐｒｏｃｅｓｓ別にｍｅａｓｕｒｅｍｅ
ｎｔ　ｗｉｎｄｏｗ　ｒｅｓｅｔが独立的に適用され得るようにする。
【０４５４】
前記ｓｉｇｎａｌｉｎｇは、特定ＣＳＩ－ＩＭ資源に対するｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　
ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗをリセットする用途にも共
に適用されることができる。
【０４５５】
この場合には、特定ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓに属したＣＳＩ－ＲＳ及びＣＳＩ－ＩＭに対
するｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗを共に初期化する役割
をするようになる。
【０４５６】
または、ＣＳＩ－ＩＭ資源に対するｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗをリセットするための別の（独立的な）ｉｎｄｉｃ
ａｔｏｒをｓｉｇｎａｌｉｎｇする方式も適用可能である。
【０４５７】
これは、干渉環境の変化が存在する環境（ｅ．ｇ．、ｅＩＣＩＣ、ｅＩＭＴＡ、ＬＡＡ等
）で例えば、基地局が予測／感知可能な干渉環境の変化が存在する場合、端末に前記特定
ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓに対するｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎ
ｄｏｗを初期化するように知らせることにより、過去の干渉環境をそれ以上現時点から干
渉測定値に反映しないように分離することができるという効果がある。
【０４５８】
図１７は、本明細書において提案するＣＳＩ測定及び報告方法のさらに他の一例を示した
図である。
【０４５９】
Ｓ１７１０ないしＳ１７３０、Ｓ１７５０及びＳ１７６０は、図１６のＳ１６１０ないし
Ｓ１６３０、Ｓ１６４０及びＳ１６５０と同様であるから、具体的な説明を省略する。
【０４６０】
図１７に示すように、Ｓ１７３０ステップ以後、端末は、ＣＳＩ測定ウィンドウを初期化
または更新する（Ｓ１７４０）。
【０４６１】
その後、前記端末は、初期化または更新されたＣＳＩ測定ウィンドウ区間で完全活性化Ｃ
ＳＩ－ＲＳを繰り返し的に測定し、前記測定結果を平均して、前記平均値を基地局に報告
する（Ｓ１７５０～Ｓ１７６０）。
【０４６２】
Ｓ１７４０ステップ以前に基地局は、端末にＣＳＩ測定ウィンドウ関連設定情報を送信す
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ることができる。
【０４６３】
前記（ｄｙｎａｍｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ／ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎされる）ｓｉｇｎａ
ｌｉｎｇと類似した形態のさらに他の実施形態として、本明細書は、下記のようにｂｅａ
ｍｆｏｒｍｅｄ　ＣＳＩ－ＲＳ基盤の方式に対しても前述した測定ウィンドウ（ｍｅａｓ
ｕｒｅｍｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗ）設定関連動作が適用され得る。
【０４６４】
Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ　ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ及びＦＤ－ＭＩＭＯ動作のために、下記の
ようなＰＭＩ　ｆｅｅｄｂａｃｋ　ｓｃｅｎａｒｉｏが考慮され得る。
【０４６５】
１．ＥＢＦ（Ｅｌｅｖａｔｉｏｎ　Ｂｅａｍｆｏｒｍｉｎｇ）／ＦＤ－ＭＩＭＯに対する
プリコーディング定義
【０４６６】
（１）プリコーディングマトリックス／ベクトル（Ｐｒｅｃｏｄｉｎｇ　ｍａｔｒｉｘ／
ｖｅｃｔｏｒ）
・Ｐ１：ワイドバンド（ｗｉｄｅｂａｎｄ）；しきりにアップデートされない（ｕｐｄａ
ｔｅｄ　ｌｅｓｓ　ｆｒｅｑｕｅｎｔｌｙ）
・Ｐ２：サブバンド（ｓｕｂｂａｎｄ）またはワイドバンド（ｗｉｄｅｂａｎｄ）；もっ
としきりにアップデートされる（ｕｐｄａｔｅｄ　ｍｏｒｅ　ｆｒｅｑｕｅｎｔｌｙ）
・Ｐ　ｉｓ　ａ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ　ｏｆ　Ｐ１　ａｎｄ　Ｐ２、ａｐｐｌｉｅｄ　ｔｏ
　１Ｄ　ｏｒ　２Ｄ　ａｎｔｅｎｎａ　ａｒｒａｙ（Ｐは、１Ｄまたは２Ｄアンテナアレ
イに適用されるＰ１及びＰ２の関数である。）
・ＰＭＩ（Ｓ）　ａｒｅ　ｔｏ　ｂｅ　ｓｐｅｃｉｆｉｅｄ　ｗ．ｒ．ｔ．　ｔｈｅ　ａ
ｂｏｖｅ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ
【０４６７】
（２）ＣＳＩフィードバックシナリオ（Ｓｃｅｎａｒｉｏｓ　ｆｏｒ　　ＣＳＩ　ｆｅｅ
ｄｂａｃｋ）
１）シナリオ１
・ＵＥ　ｍｅａｓｕｒｅｓ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓ　ｂｅａｍｆｏｒｍｅｄ　ｗｉｔ
ｈ　Ｐ１（Ｐ１　ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ　ｔｏ　ＵＥ）。
・ＰＭＩ　ｒｅｐｏｒｔ（ｓ）　ｆｏｒ　Ｐ２

２）シナリオ２
・ＵＥ　ｍｅａｓｕｒｅｓ　ｎｏｎ－ｐｒｅｃｏｄｅｄ　１－Ｄ　ｏｒ２－Ｄ　ＣＳＩ－
ＲＳ　ｐｏｒｔｓ
Ｎｏｔｅ：Ｐ１　ｎｏｔ　ａｐｐｌｉｅｄ　ｔｏ　ＣＳＩ－ＲＳ　　ａｔ　Ｅｎｂ
・ＰＭＩ　ｒｅｐｏｒｔ（ｓ）　ｆｏｒ　Ｐ１　ａｎｄＰ２

３）シナリオ３
・ＵＥ　ｍｅａｓｕｒｅｓ　ｂｏｔｈ　ｎｏｎ－ｐｒｅｃｏｄｅｄ　１－　ｏｒ　２－Ｄ
　ＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓ（ｌｏｗｅｒ　ｄｕｔｙ　ｃｙｃｌｅ）　ａｎｄ　ＣＳＩ－
ＲＳ　ｂｅａｍｆｏｒｍｅｄ　ｗｉｔｈ　Ｐ１

・ＰＭＩ　ｒｅｐｏｒｔ（ｓ）　ｆｏｒ　Ｐ１　ａｎｄ　Ｐ２

４）シナリオ４
・ＵＥ　ｍｅａｓｕｒｅｓ　ｎｏｎ－ｐｒｅｃｏｄｅｄ　１－　ｏｒ　２－Ｄ　ＣＳＩ－
ＲＳ　ｐｏｒｔｓ
Ｎｏｔｅ：Ｐ１　ｎｏｔ　ａｐｐｌｉｅｄ　ｔｏ　ＣＳＩ－ＲＳ　ａｔ　ｅＮＢ（Ｐ１　
ｉｎｄｉｃａｔｅｄ　ｔｏ　ＵＥ）
・ＰＭＩ　ｒｅｐｏｒｔ（ｓ）　ｆｏｒ　Ｐ２

【０４６８】
前記シナリオ１ないしシナリオ４のうち、例えば、ｓｃｅｎａｒｉｏ１及びｓｃｅｎａｒ
ｉｏ３のようなｂｅａｍｆｏｒｍｅｄ　ＣＳＩ－ＲＳを活用する方法は、端末が行列Ｐ１
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自体を知る必要がないとしても、仮に、当該ＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓに基地局がｂｅａ
ｍｆｏｒｍｉｎｇを適用したＰ１が変更された場合、前記基地局は、前記Ｐ１の変更時点
関連情報を端末に事前に知らせなければならない。
【０４６９】
それでこそ、前記端末は、ＣＳＩ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｃａｌｃｕｌａｔ
ｉｏｎ時に適切なｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗを設定／
適用することができる。
【０４７０】
すなわち、現在標準によれば、端末が当該ＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓに対するｃｈａｎｎ
ｅｌ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ時には、「ｕｎｒｅｓｔｒｉｃｔｅｄ　ｏｂｓｅｒｖａｔ
ｉｏｎ」によって過去の任意の時点から現在まで繰り返し的に測定された当該ＣＳＩ－Ｒ
Ｓ　ｐｏｒｔｓからのチャネル測定値を端末実現によってａｖｅｒａｇｉｎｇして信頼度
を高めることができた（ｅ．ｇ．、ｎｏｉｓｅ　ｓｕｐｐｒｅｓｓｉｏｎ効果）。
【０４７１】
しかし、前記シナリオ１ないし４では、Ｐ１自体が端末に知らされないｂｅａｍｆｏｒｍ
ｅｄ　ＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓを活用するので、基地局が任意の時点にＰ１自体を変更
でき、基地局が前記Ｐ１が変更されたことを端末に知らせなければ、端末は、変更以前の
Ｐ１と変更以後のＰ１´とに対するチャネル測定値を共にａｖｅｒａｇｉｎｇできるので
、当該ＣＳＩ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｎｄ　ｒｅｐｏｒｔｉｎｇの正確度に問題が
生じ得る。
【０４７２】
したがって、本明細書は、このような問題点を解決するために、基地局が端末に一種の「
ｂｅａｍ－ｃｈａｎｇｅ　ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ」または「ｂｅａｍ－ｃｈａｎｇｅ
　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ（ＢＣＩ）　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ」を送信する方法を提供する。
【０４７３】
以下では、「ｂｅａｍ－ｃｈａｎｇｅ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ」を簡単に「ＢＣＩ」と呼ぶ
ことにする。
【０４７４】
ＢＣＩ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇは、ＲＲＣ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ形態で指示されることもで
きる。
【０４７５】
しかし、より好ましくは、ＭＡＣ　ＣＥを介してのｓｉｇｎａｌｉｎｇやＤＣＩ等を介し
てのｄｙｎａｍｉｃ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎで提供されることができる。
【０４７６】
すなわち、端末は、基地局からＢＣＩ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇを受信する場合、当該ＣＳＩ
　ｐｒｏｃｅｓｓでのＣＳＩ　ｄｅｒｉｖａｔｉｏｎ時に適用するｍｅａｓｕｒｅｍｅｎ
ｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗの開始点を当該ＢＣＩ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ受信
時点（または、これから特定指示された時点、または別のｔｉｍｅｓｔａｍｐなどでｅｘ
ｐｌｉｃｉｔ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎされた時点）に更新する。
【０４７７】
すなわち、前記ＢＣＩ情報とともに（または、連係された情報として）、どの時点から当
該ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗが初期化または更新されるかの時点情報を（ｅ
．ｇ．、ｔｉｍｅｓｔａｍｐ形態）共にｅｘｐｌｉｃｉｔ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇする方式
も適用可能である。
【０４７８】
例えば、ＳＦＮ、ｓｌｏｔ　ｎｕｍｂｅｒなど、絶対時間パラメータ値に対する時間情報
指示方法、または前記ｓｉｇｎａｌｉｎｇを端末が受信した時点から特定＋／－Ｄｅｌｔ
ａ値形態で指示する方式などがありうる。
【０４７９】
すなわち、このようなＢＣＩ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇは、ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅ
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ｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗの開始時点にのみ更新／リセットする役割をすることと限定
されることができる。
【０４８０】
すると、この時点（ＢＣＩ　ｓｉｇｎａｌｉｎｇ受信時点）から始めて、以後に追加的な
ＢＣＩが受信される前まで端末は、ＣＳＩ測定値を（端末実現によって）平均化できる。
【０４８１】
つまり、端末が前記更新された行列のＰ１自体は知らないが、Ｐ１が更新されたことを前
記ＢＣＩを介して指示されたので、この時点からさらに新しくＣＳＩ測定値を平均化させ
ることにより、更新されたＰ１が適用されたＣＳＩ－ＲＳ　ｐｏｒｔｓに対してのみ当該
ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓに対するＣＳＩ　ｃａｌｃｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｒｅｐｏｒ
ｔｉｎｇ（ｅ．ｇ．、Ｐ１、Ｐ２、ＲＩ、ＣＱＩ等）を行うことができる。
【０４８２】
前記ＢＣＩは、各ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓ別に別途に（独立的に）ｓｉｇｎａｌｉｎｇさ
れることができる。
【０４８３】
これにより、各ｐｒｏｃｅｓｓ別にｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗ　ｒｅｓｅｔ
が独立的に適用され得るようにする。
【０４８４】
前記ＢＣＩは、特定ＣＳＩ－ＩＭ資源に対するｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｍｅａｓｕｒ
ｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗをリセットする用途にも共に適用される
ことができる。
【０４８５】
この場合には、特定ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓに属したＣＳＩ－ＲＳ及びＣＳＩ－ＩＭに対
するｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗを共に初期化する役割
をするようになる。
【０４８６】
または、ＣＳＩ－ＩＭ資源に対するｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ
　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎｄｏｗをリセットするための別の（独立的な）ｉｎｄｉｃ
ａｔｏｒをｓｉｇｎａｌｉｎｇする方式も適用可能である。
【０４８７】
これは、干渉環境の変化が存在する環境（ｅ．ｇ．、ｅＩＣＩＣ、ｅＩＭＴＡ、ＬＡＡ等
）で例えば、基地局が予測／感知可能な干渉環境の変化が存在する場合、端末に前記特定
ＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓに対するｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ａｖｅｒａｇｉｎｇ　ｗｉｎ
ｄｏｗを初期化するように知らせることにより、過去の干渉環境をそれ以上現時点から干
渉測定値に反映しないように分離することができるという効果がある。
【０４８８】
本発明が適用され得る装置一般
図１８は、本発明の一実施形態に係る無線通信装置のブロック構成図を例示する。
【０４８９】
図１８に示すように、無線通信システムは、基地局１８１０と、基地局１８１０領域内に
位置した複数の端末１８２０とを備える。
【０４９０】
基地局１８１０は、プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ、１８１１）、メモリ（ｍｅｍｏｒ
ｙ、１８１２）、及びＲＦ部（ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｕｎｉｔ、１８１３）
を備える。プロセッサ１８１１は、前述した図１～図１７において提案された機能、過程
、及び／又は方法を実現する。無線インターフェースプロトコルの階層は、プロセッサ１
８１１により実現されることができる。メモリ１８１２は、プロセッサ１８１１と連結さ
れて、プロセッサ１８１１を駆動するための様々な情報を格納する。ＲＦ部１８１３は、
プロセッサ１８１１と連結されて、無線信号を送信及び／又は受信する。
【０４９１】
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端末１８２０は、プロセッサ１８２１、メモリ１８２２、及びＲＦ部１８２３を備える。
プロセッサ１８２１は、前述した図１～図１７において提案された機能、過程、及び／又
は方法を実現する。無線インターフェースプロトコルの階層は、プロセッサ１８２１によ
り実現されることができる。メモリ１８２２は、プロセッサ１８２１と連結されて、プロ
セッサ１８２１を駆動するための様々な情報を格納する。ＲＦ部１８２３は、プロセッサ
１８２１と連結されて、無線信号を送信及び／又は受信する。
【０４９２】
メモリ１８１２、１８２２は、プロセッサ１８１１、１８２１内部または外部にありうる
し、よく知られた様々な手段でプロセッサ１８１１、１８２１と連結されることができる
。また、基地局１８１０及び／又は端末１８２０は、１個のアンテナ（ｓｉｎｇｌｅ　ａ
ｎｔｅｎｎａ）または多重アンテナ（ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｎｔｅｎｎａ）を有すること
ができる。
【０４９３】
以上で説明された実施形態は、本発明の構成要素と特徴が所定形態で結合されたものであ
る。各構成要素または特徴は、別の明示的言及がない限り、選択的なものと考慮されなけ
ればならない。各構成要素または特徴は、他の構成要素や特徴と結合されていない形態で
実施されることができる。また、一部構成要素及び／又は特徴を結合して本発明の実施形
態を構成することも可能である。本発明の実施形態で説明される動作の順序は変更される
ことができる。ある実施形態の一部構成や特徴は、他の実施形態に含まれることができ、
または、他の実施形態の対応する構成または特徴と交替されることができる。特許請求の
範囲で明示的な引用関係がない請求項を結合して実施形態を構成したり、出願後の補正に
よって新しい請求項として含めることができることは自明である。
【０４９４】
本発明に係る実施形態は、様々な手段、例えば、ハードウェア、ファームウェア（ｆｉｒ
ｍｗａｒｅ）、ソフトウェア、またはそれらの結合などによって実現されることができる
。ハードウェアによる実現の場合、本発明の一実施形態は、１つまたはそれ以上のＡＳＩ
Ｃｓ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕ
ｉｔｓ）、ＤＳＰｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒｓ）、ＤＳＰ
Ｄｓ（ｄｉｇｉｔａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＰＬ
Ｄｓ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｄｅｖｉｃｅｓ）、ＦＰＧＡｓ（ｆｉｅ
ｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙｓ）、プロセッサ、コントロー
ラ、マイクロコントローラ、マイクロプロセッサなどによって実現されることができる。
【０４９５】
ファームウェアやソフトウェアによる実現の場合、本発明の一実施形態は、以上で説明さ
れた機能または動作を行うモジュール、手順、関数などの形態で実現されることができる
。ソフトウェアコードは、メモリに格納されてプロセッサにより駆動されることができる
。前記メモリは、前記プロセッサ内部または外部に位置し、既に公知された様々な手段に
よって前記プロセッサとデータをやり取りすることができる。
【０４９６】
本発明は、本発明の必須特徴を逸脱しない範囲で他の特定の形態で具体化され得ることは
当業者に自明である。したがって、上述した詳細な説明は、あらゆる面において制限的に
解釈されてはならず、例示的なものと考慮されなければならない。本発明の範囲は、添付
された請求項の合理的解釈により決定されなければならず、本発明の等価的範囲内でのあ
らゆる変更は、本発明の範囲に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０４９７】
本発明の無線通信システムにおいてＣＳＩフィードバックする方案は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａシステムに適用される例を中心に説明したが、３ＧＰＰ　ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａシステムの他にも、様々な無線通信システムに適用することが可能である。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】
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【図１３】 【図１４】

【図１５】 【図１６】
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【図１７】 【図１８】

【手続補正書】
【提出日】平成29年7月11日(2017.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告する方法であって、前記
方法は、ユーザ機器（ＵＥ）によって実行され、前記方法は、
　チャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの活性化を制御するＣＳＩ報告動
作に対するＣＳＩ－ＲＳ設定情報を含む無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを、Ｍ
ｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ
（ＣＥ）によって、基地局から受信することであって、前記ＣＳＩ－ＲＳ設定情報は、複
数のＣＳＩ－ＲＳリソースに対する情報を含む、ことと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳリソースを活
性化すべきかどうかを示す制御情報を含むＭＡＣ　ＣＥ命令を前記基地局から受信するこ
とと、
　前記受信された制御情報によって活性化が示されている、１つ以上の活性化されるＣＳ
Ｉ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つの活性化されるＣＳＩ－ＲＳリソースを通して
送信されるＣＳＩ－ＲＳを用いて、チャネル状態を測定することと、
　前記測定されるチャネル状態情報（ＣＳＩ）を前記基地局に報告することと
　を含む、方法。
【請求項２】
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　前記少なくとも１つの活性化されたＣＳＩ－ＲＳリソースは、特定のＣＳＩ－ＲＳリソ
ースであり、前記方法は、
　前記１つ以上の活性化されるＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記特定のＣＳＩ－ＲＳリ
ソースを示す指示情報を前記基地局から受信することをさらに含む、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記指示情報は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれている、請求項２に記載の
方法。
【請求項４】
　前記制御情報は、サブフレーム♯ｎ内で受信され、
　前記制御情報によって活性化が示されている前記１つ以上の活性化されるＣＳＩ－ＲＳ
リソースは、サブフレーム♯ｎ＋ｙ内に適用され、
　前記サブフレーム♯ｎ＋ｙは、前記サブフレーム♯ｎからｙ番目のサブフレームの後の
サブフレームである、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＵＥの能力情報を前記基地局に送信することをさらに含み、
　前記ＵＥの能力情報は、前記ＵＥによって支援される特定のＣＳＩ－ＲＳリソースの最
大数に関連する情報を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記基地局からＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウに関連した情報を受信することをさらに含
み、前記ＣＳＩ－ＲＳを用いてチャネル状態を測定することは、
　前記ＭＡＣ　ＣＥ命令が受信される場合、前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウを初期化ま
たは更新することと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウが初期化または更新される時点から特定区間までＣＳ
Ｉ－ＲＳの測定を繰り返し的に行うことと、
　前記測定結果を平均することと
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＣＳＩ報告動作が周期的ＣＳＩ報告である場合、前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウ
を初期化または更新する時点は、前記特定区間の後に最初に発生するランク指示（ＲＩ）
報告に関連する特定基準資源時点である、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＭＡＣ　ＣＥ命令は、各ＣＳＩプロセスに対して前記基地局から受信される、請求
項１に記載の方法。
【請求項９】
　無線通信システムにおいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告するユーザ機器（ＵＥ）
であって、前記ＵＥは、
　無線信号を送信または受信するための無線周波数（ＲＦ）ユニットと、
　前記ＲＦユニットを制御するプロセッサと
　を含み、
　前記プロセッサは、
　チャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）リソースの活性化を制御するＣＳＩ報告動
作に対するＣＳＩ－ＲＳ設定情報を含む無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングを、Ｍ
ｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ（ＭＡＣ）　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ
（ＣＥ）によって、基地局から受信することであって、前記ＣＳＩ－ＲＳ設定情報は、複
数のＣＳＩ－ＲＳリソースに対する情報を含む、ことと、
　前記複数のＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つのＣＳＩ－ＲＳリソースを活
性化すべきかどうかを示す制御情報を含むＭＡＣ　ＣＥ命令を前記基地局から受信するこ
とと、
　前記受信された制御情報によって活性化が示されている、１つ以上の活性化されるＣＳ
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Ｉ－ＲＳリソースのうちの少なくとも１つの活性化されるＣＳＩ－ＲＳリソースを通して
送信されるＣＳＩ－ＲＳを用いて、チャネル状態を測定することと、
　前記測定されたチャネル状態情報（ＣＳＩ）を前記基地局に報告することと
　を行うように構成されている、ＵＥ。
【請求項１０】
　前記少なくとも１つの活性化されるＣＳＩ－ＲＳリソースは、特定のＣＳＩ－ＲＳリソ
ースであり、
　前記プロセッサは、前記１つ以上の活性化されるＣＳＩ－ＲＳリソースのうちの前記特
定のＣＳＩ－ＲＳリソースを示す指示情報を前記基地局から受信するように構成される、
請求項９のＵＥ。
【請求項１１】
　前記指示情報は、ダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）に含まれている、請求項１０のＵＥ
。
【請求項１２】
　前記制御情報は、サブフレーム♯ｎ内で受信され、
　前記制御情報によって活性化が示されている前記１つ以上の活性化されるＣＳＩ－ＲＳ
リソースは、サブフレーム♯ｎ＋ｙ内に適用され、
　前記サブフレーム♯ｎ＋ｙは、前記サブフレーム♯ｎからｙ番目のサブフレームの後の
サブフレームである、請求項９のＵＥ。
【請求項１３】
　前記プロセッサは、前記ＵＥの能力情報を前記基地局に送信するように構成され、
　前記ＵＥの能力情報は、前記ＵＥによって支援されるＣＳＩ－ＲＳリソースの最大数に
関連する情報を含む、請求項９のＵＥ。
 
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　また、本明細書は、無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　
Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）をフィードバックするための端末において、前記端末は、無線
信号を送受信するためのＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）ユニットと、前記ＲＦ
ユニットを制御するプロセッサとを備え、ＣＳＩ関連動作に対する前記端末の能力（ｃａ
ｐａｂｉｌｉｔｙ）情報を基地局に送信し、ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎ）情報を前記基地局から受信し、前記ＣＳＩ関連動作設定情報は、部分活性化（ｐ
ａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化ＣＳＩ関
連動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情報または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉ
ｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完全活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報のうち、
少なくとも１つを含み、部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）
をトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）し、完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定し、及び前記測
定結果を前記基地局に報告（ｒｅｐｏｒｔ）するように制御することを特徴とする。
例えば、本願発明は以下の項目を提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）フィードバック（ｆｅｅｄｂａｃｋ）を行うための方法において、端末により行わ
れる方法は、
　ＣＳＩ関連動作に対する前記端末の能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）情報を基地局に送信
するステップと、
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　ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）情報を前記基地局から受信するス
テップと、
　前記ＣＳＩ関連動作設定情報は、部分活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ
）を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化ＣＳＩ関連動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情
報または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完
全活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報のうち、少なくとも１つを含み、
　部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）をトラッキング（ｔｒ
ａｃｋｉｎｇ）するステップと、
　完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップと、
　前記測定結果を前記基地局に報告（ｒｅｐｏｒｔ）するステップと、
を含んでなることを特徴とする方法。
（項目２）
　前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップは、
　前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳに対する測定の活性化を指示する第１のメッセージを前記
基地局から受信するステップと、
　前記第１のメッセージにより活性化された完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップ
と、
　を含むことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目３）
　前記ＣＳＩ関連動作は、ＣＳＩ－ＲＳ、ＣＳＩ－ＩＭ（Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｍ
ａｎａｇｅｍｅｎｔ）、またはＣＳＩ　ｐｒｏｃｅｓｓのうち、少なくとも１つと関連が
あることを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記端末の能力情報は、同時に完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）可能な
前記ＣＳＩ関連動作の最大個数を表す第１の制御情報及び同時に部分活性化（ｐａｒｔｉ
ａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）可能な前記ＣＳＩ関連動作の最大個数を表す第２の制御情
報を含むことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳをトラッキング（ｔｒａｃｋｉｎｇ）するステップは、
　前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳに対して時間及び／又は周波数で同期を合わせるステップ
を含むことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記トラッキングは、前記ＣＳＩ関連動作設定情報に含まれた特定ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅ
ｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と、ｑｕａｓｉ　ｃｏ－ｌｏｃａｔｉｏｎ（ＱＣＬ）仮定を適用
して行うことを特徴とする項目１に記載の方法。
（項目７）
　前記完全活性化ＣＳＩ－ＲＳは、前記部分活性化ＣＳＩ－ＲＳから選択されることを特
徴とする項目１に記載の方法。
（項目８）
　前記第１のメッセージは、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）　Ｃ
Ｅ（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）またはＤＣＩ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）であることを特徴とする項目２に記載の方法。
（項目９）
　前記基地局からＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウ（ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ　ｗｉｎｄｏｗ
）と関連した第３の制御情報を受信するステップをさらに含み、
　前記ＣＳＩ－ＲＳを測定するステップは、
　前記第１のメッセージを受信する場合、前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウを初期化また
は更新するステップと、
　前記ＣＳＩ－ＲＳ測定ウィンドウが初期化または更新される時点から特定区間までＣＳ
Ｉ－ＲＳの測定を繰り返し的に行うステップと、
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　前記測定結果を平均する（ａｖｅｒａｇｉｎｇ）ステップと、
　を含むことを特徴とする項目２に記載の方法。
（項目１０）
　ＣＳＩフィードバックが周期的ＣＳＩフィードバックである場合、前記ＣＳＩ－ＲＳ測
定ウィンドウを初期化または更新する時点は、前記特定区間以後に最初に発生するＲＩ（
Ｒａｎｋ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）報告に連関された特定基準資源（ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　
ｒｅｓｏｕｒｃｅ）時点であることを特徴とする項目９に記載の方法。
（項目１１）
　前記第１のメッセージは、各ＣＳＩプロセス別に前記基地局から受信されることを特徴
とする項目２に記載の方法。
（項目１２）
　前記第１のメッセージは、ビームフォーミング関連マトリックスの変更を知らせるビー
ム－変更指示子（Ｂｅａｍ－Ｃｈａｎｇｅ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＢＣＩ）シグナリング
（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ）であることを特徴とする項目２に記載の方法。
（項目１３）
　無線通信システムにおけるＣＳＩ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ）をフィードバックするための端末において、前記端末は、
　無線信号を送受信するためのＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）ユニットと、
　前記ＲＦユニットを制御するプロセッサと、
　を備え、
　ＣＳＩ関連動作に対する前記端末の能力（ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ）情報を基地局に送信
し、
　ＣＳＩ関連動作設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）情報を前記基地局から受信し、
　前記ＣＳＩ関連動作設定情報は、部分活性化（ｐａｒｔｉａｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ
）を行うＣＳＩ関連動作を表す部分活性化ＣＳＩ関連動作インデックス（ｉｎｄｅｘ）情
報または完全活性化（ｆｕｌｌ　ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）を行うＣＳＩ関連動作を表す完
全活性化ＣＳＩ関連動作インデックス情報のうち、少なくとも１つを含み、
　部分活性化ＣＳＩ－ＲＳ（Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）をトラッキング（ｔｒ
ａｃｋｉｎｇ）し、
　完全活性化ＣＳＩ－ＲＳを測定し、及び
　前記測定結果を前記基地局に報告（ｒｅｐｏｒｔ）するように制御することを特徴とす
る端末。
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